


[image: ]







[image: ]






[image: ]






[image: ]










乱破GOGOGO！




僕と彼女と彼女の忍法帖








八街　歩







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　ある日、忍にん者じやが突とつ然ぜんに







　少年は走っていた。時じ刻こくは朝、学校の始業時間ギリギリ。遅ち刻こくになるまいと、制せい服ふくのすそをはためかせながら通学路を駆かけていた。

　少年の進む先には十字路がある。その十字路の真横に伸のびる道を、左から少女が駆けてきていた。彼女は今日転校してきたばかり。転校初日から遅刻はまずいと、朝食のトーストをくわえて必死に走っていた。

　そして起こるべき必然として、二人は正面衝しよう突とつした。互たがいに弾はじかれ、地面に倒たおれる。少年が体をさすりながら身を起こすと、相手の少女が目の前に倒れていた。それもスカートがめくれてパンツが丸見えの状じよう態たいで。

　思わず見つめる少年。だが次の瞬しゆん間かん、そのパンツの持ち主から強きよう烈れつな平手打ちをもらった。少女は顔を赤くし、最低、と吐はき棄すてて走り去っていった。それが二人の出会い。

　そのまま学校に行くと（結局遅刻）、転校生として少女が少年のクラスに来ていた。しかも同級生全員の前でスカートめくりのヘンタイ扱あつかいされる。最悪の再さい会かい。

　しかしその後も転校生とはなぜか行動を共にすることが多く、様々なイベントをこなしていくうちにどういうわけか互いに惹ひかれ合っていく。運命の妙みよう味み。

　そしてある日、夕ゆう暮ぐれに染そまった丘おかの上、伝説の木の下で少年は転校生から愛の告白を受けようとしていた。

　そう、伝説の丘で少女を前に今こそ少年は大人への階かい段だんを……

「ソータ、さっさと起きなさい！　遅刻するわよ！」

　邪じや魔まされた。甲かん高だかい声が少年の夢ゆめのひと時を完かん膚ぷなきまで打ち砕くだいてくれた。全すべては少年の願望が見せた夢だったのである。

　少年が現げん実じつで目を開くと、そこはよく見み慣なれた自分のベッドの上だった。だらしなく着き崩くずれたパジャマに寝ね癖ぐせで乱みだれた髪かみが、少年をみすぼらしく見せていた。

　そしてベッドの横には制服姿すがたの幼おさな馴な染じみの少女が腰こしに手を当てて立っていた。

「まったく、よく毎日ギリギリまで寝てられるわね、信じらんない」

　と、呆あきれる少女。彼女は毎朝少年を起こしにきてくれる。これは朝の恒こう例れい行事だった。

「ちょっと、まだ寝ぼけてんの？　早く目を覚ましなさいよ」

　その声に少年の意い識しきが覚かく醒せいへと動きだす。そして……

「……だぁぁぁぁぁぁぁ!!　あと一歩だったのにぃぃぃ！」

　叫さけんだ。思いっきり。朝っぱらから、近所迷めい惑わくかえりみず。

「な、なに言ってんのよ、あんた？」

「あと一歩だったんだぞ、伝説の木の下で、俺おれの春はる香かちゃんが口を開いたところだったんだぞ。後はその小さな口から漏もれる恋こいの告白を聞き、俺が両手を開いてさらした胸むねに彼女が飛び込こんでハッピーエンドだったんだぞ！　そのまま始まるスタッフロールと共に流れる俺と彼女のその後の学園生活を見ながらハァハァ悶もだえたかったのにぃぃぃぃぃ！」

　と、再ふたたび叫ぶ少年。もはや、いろんな意味でキちゃっているセリフだった。

　そしてそのセリフを聞いた少女はこめかみを押おさえた。少年と付き合いの長い彼女は、今の言葉でだいたいの状じよう況きようを把は握あくしたのだった。

「はいはい、夢の話はいいから、現実に戻んなさい、ソータ」

「うるさい、黙だまれユキ！　今け朝さという今朝はゆるさんぞ！」

　わめき続ける少年。名は六む尽じん総そう太た郎ろうという。見てのとおり、健全な高校二年生だ。

　それに対たい峙じする少女は、春日川かすがい夢ゆ姫き。総太郎とは幼馴染という間あいだ柄がらで、腐くされ縁えんが高校二年生になった今も続いている。肩かたまである黒髪を頭の右でまとめているのがチャームポイントの、小柄な少女である。

「もうちょっとで大人への一三階段を上れたのに、邪魔しやがって！」

「一三階段じゃ、あんた死ぬわよ」

「大人になるためなら死をも辞じさないという俺の覚かく悟ごの表れだ」

「それで死んだらあんた子こ供どものままよ」

「それもそうだな……しまったぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「あぁ、もぉうるさい、このバカ！」

　またも絶ぜつ叫きようする総太郎を、夢姫は手にあった革かわのカバンで殴なぐった。後頭部を襲しゆう撃げきしたその一撃に総太郎は思わずベッドの上に倒たおれる。

「ガフッ！」

「バカやってないで、早く学校行くわよ」

「イテテテ……お前のキツイ一発で目が覚めたぜ」

「それはどうも。覚めたんならさっさと着き替がえなさい」

「いいパンチだ。俺と一いつ緒しよに世界を獲とらないか？」

「カバンで殴ることで、なんの世界が狙ねらえるのよ？　あんたの脳のう内ない妄もう想そう世界？」

「いや、俺を毎朝起こす目覚まし係の世界」

「今と変わんないじゃない！」

　総太郎はそこでようやくベッドから立ち上がり、壁かべに備そなえ付けられたクローゼットに向かった。

「あたしの目の前でベッドから出てこないでって言ってるでしょ、ソータ」

　総太郎のパジャマははだけ、ちょうど彼の右肩がむき出しになっていた。年とし頃ごろの女子高生としては恥はじらうべきシチュエーションだ。

　総太郎はそこで髪をかき上げながらさわやかに言った。

「フッ、惚ほれるなよ」

「それは二〇〇％ありえないから安心して」

「あっさりきっぱりすっきり否ひ定ていしやがったな」

「だいたいそんなだらしないパジャマに寝癖だらけの頭でそんなこと言われたら、一〇〇年の恋こいも冷めるわよ」

「ユキ……知らなかった。お前が一〇〇年間も俺のことを想おもい続けてくれたなんて……」

「言葉のアヤよ、アヤ！　だいたい一〇〇年前は生きてなかったわよ！」

「いや、俺には俺たちの前世が見える！　第二次世界大戦中、神風特とつ攻こう隊たいに選ばれた俺。出撃の前夜、前々から慕したってくれていた町まち娘むすめと俺は最後の契ちぎりを……」

「……一いち応おう突つっ込むけど、第二次世界大戦は六〇年前よ」

「愛は時空を超こえるのだ！」

「もう、わけわかんないわよ」

　二人の口こう論ろんはその後もしばらく続く。いつもの朝の光景だった。

　ちなみに、せっかく起きてもムダ話をしていたら意味がないようにも見えるが、そのあたりは毎朝のことなので夢姫もそれを計算してかなり早めに起こしに来ているのである。用意がいいことだ。




　その後制せい服ふくに着き替がえた総太郎は夢姫と共に朝食を食べ、二人一緒に学校へ向かった。

　二人が朝食を共に食べるのもいつものことである。夢姫の両親はいない。母親は他界し、父親は海外へ単身赴ふ任にん中ちゆう。それで隣りん家かという関係から夢姫の面めん倒どうは六尽家がみることになっており、日ごろの生活も一緒に過すごすことが多かった。総太郎の両親は一緒に住もうとすすめているが、そこまで迷めい惑わくはかけられないと夜は自分の家に戻もどって暮くらしている。

　そして二人並ならんで登校していくのも毎朝の光景だった。二人とも学校指定の濃のう緑りよく色しよくのブレザーを着ている。それを総太郎は適てき当とうに崩くずして、夢姫は裾すそまでビッシリと整えて着ている。二人の性せい格かくが如によ実じつに現あらわれているところだ。

「……なんかさ、あらためて考えると俺らの付き合いって長いよな」

　と、道すがら総太郎が話しかけた。総太郎は身長一八〇センチの長身なので、小こ柄がらなユキと並ぶと頭二つ分近い差がある。だが痩やせているため体たい格かくがいいようには見えない。

「いきなりなによ」

「いやさ、よく考えたらお前って幼おさな馴な染じみキャラだよなぁ、って思って」

「キャラってなによ、キャラって」

　総太郎は後頭部で腕うでを組みながらしみじみ語った。

「一週間差で生まれて、赤ん坊ぼうの頃から一緒に遊んだもんなぁ」

「そうね。あの頃は誰だれよりあんたと遊んでたわね。で、小学校に上がる時あたしが引っ越こすまでそんな関係だったわね」

「あぁ、お前のオヤジさん転てん勤きん族ぞくだもんな。あの時お前、俺と別れるのが寂さびしくて散々泣いたもんな」

「なに言ってんのよ。鼻水流しながら泣き叫さけんだのはあんたじゃない」

「そんな昔のことは置いておいて」

　否定しないところが事実を物語っていた。

「中学になったらひょっこり戻ってきやがって」

「かわいい幼馴染が戻ってきて嬉うれしかったでしょ？」

「自分で自分をかわいいと言うやつがかわいかったためしがない」

　夢姫は総太郎の靴くつを思いっきり踏ふみつけた。片かた足あしを抱かかえて飛び上がる総太郎。

「大きなお世話よ」

「ケッ、そういうところがかわいくないんだよ！」

「うるさいわね。いったいなにが言いたいのよ、そんな昔の話をして」

「つまりだ」

　総太郎はユキを指差して言った。

「お前は幼馴染キャラのくせに、まったくかわいげない！」

「……あ、そ」

　怒おこるかと思いきや、夢姫はあっさりそう言っただけだった。

「別にあんたなんかにかわいいと思われたくないし」

「あぁ、妹もネコミミ少女もメイドもいない俺だけど、唯ゆい一いつ幼馴染だけはいる。だが、肝かん心じんの幼馴染はこの始末。俺はなんて不幸なんだ！」

「……じゃぁ、聞くけどさ」

　と、先に立って歩いていたユキが振ふり返りつつ言った。

「仮かりにあたしがかわいかったら、どうするわけ？」

「そんなの決まっている。お前が今の百倍かわいかったら……ついでに身長があと二〇センチ高くて胸むねがボーンと出ててウェストがもっと細くてもっと穏おだやかな性格だったら間ま違ちがいなく押し倒たおすね、つーか俺が下げ僕ぼくになってもいい！」

「ついでが多すぎるわよ！」

「ま、早い話今のお前じゃ絶ぜつ対たいありえないってことだ」

「それはこっちのセリフよ！　まったく……どうしてこんなやつが……」

「ん？　なんか言ったか？」

「言ってないわよ、聞き耳立てないでよ、バカ！」

「そう怒ど鳴なるなっての」

　そんな会話をしながら歩いていくと、まもなく大通りに出る直前で立ち止まった。

「じゃ、あたし先に行くから、あんた後から来なさいよ」

「わかってるわかってる」

　ここから先は彼らと同じく登校する生徒も増ふえる。そんな中二人仲良く歩いていくのは恥はずかしい、ということで総太郎は夢姫から少し離はなれていくことになっていた。

「……というか、気にするなら一いつ緒しよに来るなよ」

「毎朝起こしてあげてるんだから、それくらい言うこと聞きなさい！」

「別に起こしてくれって頼たのんでないだろ」

「風紀委員長のあたしがいるクラスから遅ち刻こく者しやを出すわけにはいかないの！」

「わかったから、さっさと行け」

　面めん倒どうげに手を振ふる総太郎。夢姫は先へ進もうと足を動かしかけたが、そこで急に向きを変えて総太郎に近づいてきた。

「なんだよ」

「ネクタイ曲がってるわよ、ソータ。ほら、少し低くなりなさい」

「いちいち細かいこと気にするなよ」

「バカね、あんたがだらしないと隣となりに住んでいる私の評ひよう判ばんまで下がるじゃない」

　どういう理り屈くつだ、と総太郎は思った。だが夢姫の中では理屈が通っているらしい。彼女は背せ伸のびをして素す早ばやく総太郎のネクタイを真まっ直すぐに整えてくれた。ちょうど鼻先を夢姫の柔やわらかな前まえ髪がみがわずかに掠かすめ、少しだけ総太郎の胸の鼓こ動どうが早まった。

「いちいち余よ計けいなことするなよ」

「放ほうっておいたら、あんた絶対直さないじゃない」

「大きなお世話だ」

「じゃ、行くけどあんたも遅刻するんじゃないわよ。寄より道するんじゃないわよ」

「俺はガキか」

　口うるさい指図をして去っていく幼おさな馴な染じみの背せ中なかを見送った総太郎は、なんとなくため息をついてみた。

「やれやれ……幼馴染ってのも、時には疲つかれるんだよな」

　肩を回しながら歩きだす総太郎。彼は知らない、傍かたわらの電柱の上に先ほどから彼の様子をうかがう制せい服ふく姿すがたの少女の姿があったということを。

「なるほど……妹に、ネコミミに、メイドですか……情じよう報ほうは収しゆう集しゆうしました。今参ります、総太郎様。しばしのお待ちを」

　そうつぶやいた人ひと影かげは電柱から飛び降おり、空気に溶とけ込こむようにしてその姿を消していった。




　私し立りつ水すい天てん主しゆ大学付ふ属ぞく高校。それが総太郎たちの通う学校だ。中高大と繫つながった県下でも有名な進学校で、広い敷しき地ちにある豊ほう富ふな施し設せつと自由な校風が特とく徴ちようである。

　高等部校こう舎しやの三階、二年二組が総太郎のクラスだ。夢姫も同じクラスである。総太郎は軽く手を上げながら教室に入り、右後ろのほうにある自分の席にカバンを置いた。先に来ていた夢姫はクラスの女子数人と固まってなにやら話していた。

　特にやることもないし、始業もまもなくだから外へ遊びに行くこともできない。総太郎がこのまま居い眠ねむりでもするかと思案していると、なにやら視し線せんを感じた。見れば、夢姫の話している女子グループがチラチラとこちらをうかがっている。

　──なんだ、あの視線は……そうか。さては俺のクールフェイスにクラスの女はメロメロ状じよう態たいってわけだな。これだからモテル男はつらいぜ。

　などと自分勝手な想そう像ぞうをする。しかもかなり本気だからたちが悪い。

　──女子たちがどんな会話で盛もり上がっているか、ちょっと聞き耳を立ててみるか。

　以下、その会話内ない容ようである。

「まただよ、六尽のやつ。あいつってさ、いつも春日川の三分後くらいに来るよね」

「毎日これってさ、変じゃない？」

「ってことはさ、六尽って、春日川をつけているってこと？」

「それってストーカーじゃない？　やばいよ」

　と、当事者の夢姫の意見はなにも聞かず、女子は盛り上がっていた。

「キモッ！　やっぱね、あたし六尽ってヤバイって思ってたんだ。外見は普ふ通つうだけど、目がギラついてるもん。たまにいやらしい目であたしらを見てくるし、あのヘンタイ」

「春日川、大だい丈じよう夫ぶ？　もし困こまってるなら相談に乗るよ。あたしの叔お父じさん、弁べん護ご士しだから」

　──って、オイ！　どういうことだよ！　なんで俺おれが性せい犯はん罪ざい者しや扱あつかいされなきゃいけないんだ、あのブサイクども！　だいたいお前らは（以下教育上不ふ適てき当とうな単語が続くため削さく除じよ）。

　冷静に考えれば当然といえる会話内容だ。だが会話はこれで終わりではない。

「春日川さ、六尽のやつになにかされたりしてない？」

「べ、別に平気よ。あんなヘンタイが近づいてきたら、股こ間かん蹴けり上げてやるわ」

　──オイ、ユキ！　お前毎朝人の部屋にヅカヅカ入ってきてるくせに！

　夢姫は変な波風を立てないよう、幼馴染より女友達を取ったのだった。

「六尽って女の敵てきよね。なんかされる前に、こっちから一言言ったほうがよくない？」

「六尽のセクハラに困っているっていう女子の署しよ名めい集めようか？」

「って、ちょっと待てよ、そこの女ども！」

　さすがに耐たえかねた総太郎が立ち上がった。クラス中の視線が総太郎に集中する。

「お前ら、さっきから黙だまって聞いていればいい気になりやがって、誰がストーカーだ！」

「なに人の話を盗ぬすみ聞きしているのよ！　やっぱストーカーじゃない！」

　その一言に教室中がざわめいた。自分のイメージが著いちじるしくダウンしていることに気づいた総太郎は慌ててフォローした。

「黙れ、正せい義ぎのために行う盗とう聴ちよう行こう為いは合法だ！」

　あまりフォローになってなかった。

「うるさいわよ、このヘンタイ！」

「性犯罪者！」

「ロリ！」

「ペド！」

「ネクロ！」

　と、教室中からたちまち非ひ難なんの嵐あらしが巻まき起こる。

「ちょっと待て！　後半は違ちがうだろ！　特に最後あたり！」

「あんたは黙ってなさいよ！　自分がどういう目で見られているかわかってんの！」

　夢姫がつぶらな瞳ひとみを大きく見開き、顔を紅こう潮ちようさせながら総太郎に詰つめ寄よった。総太郎はさわやかな笑えみと共に前まえ髪がみをかき上げて言う。

「今年度、恋こい人びとにしたい男子ナンバーワンだろ？」

「あんたの場合、変人に死体男子ナンバーワンよ！」

「なんだ、そのわけのわからんランキングは！」

「早い話、死し姦かんをやってもおかしくない男子ランキングのことよ」

「なに！　俺はどっちかというと純じゆん愛あい派はだぞ。誰だ、そんな下らんデマを流したやつは！　誰も来ない山やま奥おくの山さん荘そうに拉ら致ち監かん禁きんして三日三晩ばん調教するぞ！」

「そういう言動が問題なのよ、このバカ！」

「……っていうか、春日川やけに六尽と仲良くない？」

『え？』

　二人はその場で硬こう直ちよくした。

「なんか、妙みように二人の息あってるし……」

「いつも同じ時間に登校するし」

「名前で呼よび合ってるし」

「な、な、なに言ってるのよ、このあたしがこんなヘンタイと仲がいいわけないじゃない！」

　夢姫が両手を大きく振ふりながら否ひ定ていする。一方の総太郎はそこでシニカルな笑えみを浮うかべると、夢姫の肩かたを叩たたいた。

「もういいからさ、ユキ。この際さい白はく状じようしちまおうぜ」

「え？」

　夢姫が紅潮した顔のまま総太郎を振ふり返った。だがこの紅潮は少し前までとは意味が違っていた。

「みんな、この際だからはっきり言っておく。実は俺とユキは……」

「ちょっと、ソータ……」

「……生き別れた兄妹だったのだぁぁぁぁぁぁ!!」

『はぃぃ？』

　総太郎の言葉を聞いた者全員の口から疑ぎ問もん符ふが漏もれた。

「そう、俺とユキは兄妹。だからこれだけ仲がいいのも道理！　ユキ、この俺の義ぎ妹まいにしてやろう、光栄に思え。さぁ、この偉い大だいなる兄の胸むねに飛び込んでこい！」

　総太郎が胸を開いた。夢姫はそんな幼おさな馴な染じみの顔面に蹴しゆう撃げきを見み舞まった。見事なローリングソバットが決まった。

「本気でバカ！　いっぺん死になさい！」

　その言葉のとおり、勢いきおいよく壁かべに頭をぶつけた総太郎は死にかけていた。

　そんな二人の様子を遠巻きで見守っていた級友たちは、二人に聞こえぬよう小声で話しだした。

「六尽のやつ、今日も告白できなかったな」

「二人がお互たがい好きなのはバレバレなのにさ、あれで隠かくしてるつもりかな？」

「あれだけけしかけたんだから今日はいけると思ったのに、またダメだったわね」

「とにかく、今日も二人は関係を話さなかったな。賭かけは俺たちの勝ちだ」

「あーあ。あの二人、いつになったらくっつくんだろう」

　……なかなかドライな級友たちだった。

「はぁーい、みんな席に着いてぇー。ホームルームの時間よぉー」

　と、いいタイミングでこのクラスの担たん任にん、東ひがし峰みね教きよう諭ゆがやってきた。ウェーブした髪に垂たれ目な上に口調が間ま延のびしていて、見た目からしてのんびりした女じよ性せいだ。大学を出てからまだ二年目という若わかさもあって生徒からは人気があるが、問題児クラスを受け持ってなにかと苦労の絶たえない生活を送っている。

　東峰教諭は教室全体を見み渡わたして欠席者がいないのを確かく認にんしていく。

「……あらぁー、六尽君。そんなところで寝ねてないで起きてぇー。ホームルーム始まってるわよぉー」

「せ、先生……頭から血を流す教え子を見て吐はくセリフがそれですか」

「だってぇー、君なら平気でしょぉー」

「ま、そっすね」

　あっさり起き上がった総太郎は制せい服ふくの袖そでで頭の血を拭ぬぐい、自分の席に着いた。本当に平気だった。体は丈じよう夫ぶなほうなのである。

　東峰教諭はそのまま何事もなかったような口調で話を続けた。

「それでぇー、今日は前々から話していた転校生が来ます」

「先生、それ初耳です」

「話したはずよぉー、三秒前にぃ」

「それは俗ぞくに、たった今話したと言いませんか？」

「先生もねぇー、今朝校長先生に言われてびっくりしちゃったぁー。いきなり転校生が今日来るっていうんだものぉー」

　この人絶ぜつ対たい忘わすれてたな、と二年二組一同は心の中で思った。

「って、今日来るんですか！」

　東峰教諭は相変わらずのノホホンとした口調で言った。

「そうよぉー。みんな、転校生だからってぇ、初日からシメたりしちゃだめよぉー」

　その言い方のほうが問題じゃないか、とクラス一同は心の中で突つっ込んだ。

「はいぃ、じゃ、転校生の月つく詠よみさぁん、入ってきてぇ」

　と、東峰教諭は手て招まねきをする。この人もアクの強い人だ。

　が、東峰教諭の呼び声に反はん応のうする者は誰だれもいなかった。扉とびらはピクリともしない。

「あらぁ、おかしいわねぇー。詰まったのかしらぁー」

　先生、トイレじゃないんだから──再ふたたびクラス一同が心の中で突っ込んだ。

「……こちらにいます」

　声は天てん井じようから響ひびいてきた。何事かと一同が見上げると、天井に一人の少女がいた。言葉どおり、天井に上下さかさまで、重力に逆さからうようにしてたたずむ少女がいつの間にかそこにいたのだ。それだけで普ふ通つうの人間ではないが、その少女はさらに人目を惹ひく特とく徴ちようがあった。

　少女はそのまま天井を蹴けると、空中で一回転して音もなく床ゆかに着地した。一いち分ぶのムダもないその動きに教室中から感かん嘆たんの声が上がった。

　その転校生は、控ひかえめに言っても相当な美人だった。髪かみは藍あいがかった光こう沢たくを放ち、そよと吹ふいた風に揺ゆれるほど軽かろやか。マユは細く目は切れ長で強い意い志しの光を宿している。整った鼻び梁りように尖とがった顎あごの線は計算されつくした美を演えん出しゆつしていた。しかも背せが高く、一八〇センチ近い。かなり厚あつ底ぞこのブーツ（上うわ履ばき用）をはいているので背が高くなっているのだ。

　今その時の教室を支し配はいしていたのは、静せい寂じやくだった。無む論ろん転校生の突とつ飛ぴな登場方法に驚おどろいているのも理由だが、なにより少女のその美び貌ぼうが見る者から呼こ吸きゆうを奪うばうほど怜れい悧りなものだったからである。

　そしてそんな沈ちん黙もくをやぶる声が発せられた。

「……ハイ！　スリーサイズはいくつですか！」

　もちろんいきなりセクハラ発言をしたのは総太郎だった。すぐさま斜ななめ後方にいる夢姫が投げた筆入れが彼の頭にヒットした。

「バカ！　場の流れを読みなさいよ！」

「そうよぉー、六尽くぅーん。質しつ問もんタイムはぁ、自じ己こ紹しよう介かいの後よぉー」

　東峰教諭も注意したが、やはりどこかずれていた。

「いててて……俺はただ、場の緊きん張ちようをほぐそうと思って……」

「……そうですね。サイズは上から85、57、84ですが」

「いや、本当に答えなくても……」

　転校生は臆おく面めんもなく答えた。その答えに男子からは感嘆の声、女子からは羨せん望ぼうと嫉しつ妬との声が漏もれた。確たしかに転校生はブレザーの上からでもわかるほどスタイルがよかった。

「はいはぁい。静かにしてぇー。話を進めるわよぉー」

　東峰教諭は手を叩たたいて教室を静めた後、黒板に『月詠静刃』と文字を書いた。

「転校生の月つく詠よみ静しず刃はさんでぇす。月詠さんはオーストラリアに住んでいたけどぉ、家庭の事情で日本に戻もどってきたそうでぇす。じゃ、自己紹介をぉー」














「初めまして、月詠静刃です。海外に長くいたので、日本の風習とかを少し忘れていますが、気にしないでください。よろしく」

「はい、質問！」

　教室の一番前に座すわっていた男子生徒が手を上げた。

「なにかしらぁー、前まえ島じま君？」

「さっき、天井に立っていたのはなんですか！」

「天井に立つのが、私は好きなのです」

　転校生はそっけない口調でそれだけ答えた。

「ど、どうして？」

「床を歩いていると、地じ雷らいや落とし穴あなに気をつけねばなりませんから」

　あなたはどこの戦せん闘とう国家を歩いているのですか、とクラス一同は思った。

「それ以前に、どうやって天井に立っていたんですか？」

「普通に立っていました。少なくとも私の里では、子こ供どもでもできます」

　それは地球のどこにある里ですか、と思いながら質問者の生徒は食い下がった。

「いや、でも、あれじゃまるで忍にん者じやみた……」

「危あぶない!!」

　と、転校生は叫さけぶや、鋭するどく手を振ふった。風を切ってなにかが高速で飛ひ翔しようし、壁かべに突き刺ささる。それはよく時じ代だい劇げきで忍者が使う十字手しゆ裏り剣けんだった。手裏剣は立っていた男子生徒を掠め、彼の髪の毛を少し落としていた。しかも、壁に刺さった手裏剣は巨きよ大だいなクモを串くし刺ざしにしていた。人間の手のひらくらいの大きさがある全身剛ごう毛もうのクモは、明らかに日本に生息している種類ではなかった。

「危なかったですね。今タランチュラがあなたに嚙かみ付こうとしていましたよ。日本は怖こわいですね」

　青ざめた男子生徒は無言のまま着席した。彼はもはやそれ以上転校生に質問を続ける気を失っていた。なぜなら、転校生の言葉に有う無むを言わさぬほどの迫はく力りよくがこもっていたということと、転校生は最初から巨大なクモが刺さっていた手裏剣を投げたという二つの事実のためである。

「月詠さんって……もしかして、忍者……」

　誰かが尋たずねようとしたが、その疑ぎ問もんの続きは転校生によってさえぎられた。なぜなら、転校生がこうつぶやいたからだ。

「おや、どこからかまたタランチュラの気配がしますね」

　そう言ってこれ見よがしに手裏剣を取り出す転校生を見て、もはやクラスにいる生徒たちは二の句くがつげなくなってしまった。

「はいぃ、それじゃいったんホームルームを終わるから、月詠さんに質問のある人は個こ人じん的にやってねぇー」

　と、なんだかうやむやのうちにホームルームは終わってしまった。だが、問題児クラスにまた一人クセのあるメンバーが増ふえた、ということでその場にいた者たちの見けん解かいは一いつ致ちしていた。

「それじゃ、月詠さんはぁ……あいている後ろの席に座すわってねぇー」

　と、転校生は静かに教室の奥おくへと歩いていった……途と中ちゆう、ガタンと、なにか重いものが落ちる音が響ひびいた。それは転校生のスカートから落ちたもので、どう見ても鞘さやに収おさまった日本刀にしか見えない物体だった。

「おっと、うっかりシャープペンシルを落としてしまいました」

　静かにつぶやくと、彼女はそのシャープペンシルをブレザーの背せ中なかに入れた。明らかに長さ的に入らないように見えたそれは、不思議なことに完全にしまわれて外見上はなにも入ってないように見えた。

　その一部始終を見て誰もが思ったことは──いや、シャーペンは無理ありすぎだろ！




　なかなかに衝しよう撃げき的な登場をした転校生。しかもそれが美少女とあっては、誰もが彼女に対して好こう奇き心しんを抱いだくのも道理だろう。

　だが、明らかに刃は物ものを所持している事実と、整いすぎて近ちか寄よりがたいほどの容よう姿しにしり込ごみし、彼女に近づこうとする者はほとんどいなかった。

　それでもあえて近づく者が数人いた。そういった者に対し、転校生月詠静刃は意外にも愛あい想そ良よく接せつしていた。だが、やはり忍者という単語を口にすると途と端たんに不ふ穏おんな雰ふん囲い気きとなった。どうやらそれは彼女の前では、タブーらしい。

「……どうなのかしら、あの転校生？」

　と、昼休み。弁べん当とうを食べながら夢姫は隣となりの総太郎に尋ねた。いや、そうやって一いつ緒しよに行動していれば、朝の登校とかごまかしても周囲に二人の関係はバレバレだろうと誰もが思うことなのだが、当人たちはそのことに気づいていない。

　同じく弁当を食べていた総太郎は顔を上げて答えた。

「いふぁ、かふぁいいふぁふぁいい……」

「ちゃんと食べてからしゃべんなさい！」

　まるで幼よう稚ち園えん児じをしかる母親のようである。総太郎は口の中の物を飲み込んで、再ふたたび口を開いた。

「いや、かわいいんだから、いいんじゃないのか？」

「……あんたは気楽でいいわね」

「まぁ、見た目冷たそうだけど、そこがまたいいんじゃないか。なんかこう、なじられたいっていう被ひ虐ぎやく的嗜し好こうをそそられないか？」

「ヘンタイはヘンタイがお好みのようね」

　夢姫の口調はあくまで冷たい。というか、総太郎の発言を聞いていっそう機き嫌げんが悪くなったようだった。

「まぁ、確たしかに変わった子みたいだけど、あれだけの美人ならいい。というか、美人ならなにしたっていいと思う。メシ食ったら早さつ速そくアタックしてみよう！」

「……ソータは美人の転校生にずいぶんご執しゆう心しんね」

「なにさっきから不機嫌なんだよ……そうか、わかったぞ。あの転校生が美人すぎて嫉しつ妬としてるな」

　夢姫は無言のまま弁当のオニギリを食べた。かなり図星らしい。

「ま、世の中には厳げん然ぜんとして否ひ定ていしようもない現げん実じつというものがある。確かにお前とあの転校生じゃ月とすっぽんだ。だが安心しろ。すっぽんのお前にも、それなりにいいところがあるだろう、たぶん」

「そんなとってつけたように言われても嬉うれしかないわよ！」

「……すいません、ちょっとよろしいですか？」

　と、涼すずやかな声がかけられた。二人が驚おどろいて振ふり返ると、件くだんの転校生月詠静刃が二人のそばに立っていた。

　夢姫は驚きつつも、すぐに落ち着きを取り戻もどすとにこやかに口を開いた。

「あら、なにかしら。月詠さん？」

「変わり身の早いやつ……」

　が、転校生は夢姫のその言葉を無む視しし、総太郎のほうを向き直った。切れ上がった双そう眸ぼうに見つめられ、総太郎は背せ中なかに冷たいものを感じた。

「……はふぅ♡」

「なに恍こう惚こつとしてるのよ、このヘンタイ！」

「……お久ひさしぶりですね、総太郎様」

「え？」

　と、総太郎は思わず間ま抜ぬけな声を出した。名前はおろか、苗みよう字じすら名乗った覚えがないからである。だが、目の前の転校生は明らかに総太郎のことを知っている様子で、心持ちホームルームの時よりも打ち解とけた口調だった。

「ちょっと、ソータ。知り合いだったの？」

「いや、それは、その……」

「……やはり、覚えてらっしゃらないのですか？」

「えっと……」

　総太郎は必死に記き憶おくを探さぐったが、心当たりはなかった。というか、こんな美人なら一目見ただけで忘わすれるはずがない。

「ごめん、どこで会ったっけ？」

「そうですか……なら、この手でいきますか」

　転校生はそこで軽く咳せき払ばらいをすると、両手を軽く握にぎって口元に寄せ、足を内うち股またにし、目を潤うるませながらこうのたまった。

「会いたかったです、お兄ちゃん！」

　しかもそれまでの涼やかな声とうって変わって、蜂はち蜜みつをかけたかのように甘あまったるくて絡からみつくような声こわ色いろだった。

『はいぃぃ？』

　当然その爆ばく弾だん発言に総太郎と夢姫、ついでに近くで昼休みを満まん喫きつしていた生徒一同が驚いた。

「お兄ちゃん、私は生き別れたあなたの妹の静刃なんです！」

「ソータ、これどーゆーことよ！」

　そんなこと、総太郎だってわからなかった。総太郎は普ふ段だんあまり使わない頭をフル回転させ、なんとか状じよう況きようを把は握あくしようとした。

　目の前には謎なぞの転校生。しかも初対面のはずだ。そんな彼女がいきなり妹などと、電波発言をしてきた。この場をどうやれば切り抜けられるか……総太郎は迅じん速そくに結けつ論ろんを導みちびき出した。

「あ……会いたかったぞ、我わが妹よ！」

「お兄ちゃん!!」

　立ち上がった総太郎は諸もろ手てを上げて転校生を胸むねに抱だいた。転校生の髪かみから香かおる甘あまい芳ほう香こうが鼻をくすぐるのが心ここ地ちいい。

「って、あんたなにやってんのよ、ソータ！」

「なにを怒おこっているんだ、ユキ？」

「心底わからない、って顔で聞き返さないでよ！　あんたはこの状況を見て変だと思わないの！」

　正論だ。だが総太郎はさも当然という様子で答えた。

「なにを言う。生き別れた妹とこうしてめぐり合ったんだ。これを優やさしく迎むかえ入れるのが兄としての正しい行こう為いだし、どこにも変なところはない」

「鼻の下伸のばしながら言われても説得力ないわよ！　だいいち、月詠さん！　どうしてあなたがソータの妹なのよ！　ありえないわ！」

「そんなことありません。実は私は総太郎様のお母様がお腹なかを痛いためて産んだ実の娘むすめとなりうる可か能のう性せいがあったかもしれない娘なのです」

　その答えに総太郎は喜色満面で叫さけんだ。

「やはり俺おれの妹だったのか！」

「今の発言のどこをどうやったらそうなるのよ！　二〇〇％赤の他人じゃない！」

　夢姫は口こう角かく泡あわを飛ばしながら続けた。

「月詠さん、いったいあなたどういうつもりなの？　そんなウソ八百並ならべ立てて」

　夢姫の問いかけに、転校生は涼しげな表ひよう情じようで答えた。

「私はただ、総太郎様がそのように望まれていたご様子だったのでそうしただけです」

「なんだって！　俺のためにそんなことを……男冥みよう利りに尽つきるぜ！」

　一人盛もり上がっている総太郎を無視して夢姫は続けた。

「ソータのためって、いったいあなた、ソータとどういうご関係？」

「私は総太郎様を主人とすべく、ここに来たものです」

「しゅ、主人……」

　周囲からどよめきが上がった。特に転校生を狙ねらっていた男子生徒たちは、なぜ六尽がぁ、と悲ひ痛つうな叫びを上げた。

　そんな周囲の反はん応のうをよそに、転校生と風紀委員長のにらみ合いは続いた。体たい格かくの差から夢姫が見下ろされている形だったが、夢姫は冷たい眼まな差ざしを前に一歩も引いてなかった。

「主人ね……それはどういうことかしら？」

「部外者があまりしつこく尋たずねないでください」

「あたしはソータの幼おさな馴な染じみとして、関係あるのよ！」

「あぁ……ちょっといいかな？」

「なによ！」

　総太郎が声をかけると、夢姫が嚙かみつかんばかりの様子で振ふり返った。

「えっと、月詠さん？」

「静刃とお呼びください、総太郎様」

「じゃ、静刃。それじゃあさ、君が俺の妹だって話は……」

「あんた今までの話のなに聞いていたのよ！　ウソよウソ、全すべてデタラメよ！」

　それを聞いて総太郎はのけぞった。ショックだったらしい。が、すぐさまフォローするように転校生が口を開いた。

「いえ、それは違ちがいます。総太郎様が望まれるならば、私は総太郎様の妹なのです」

「おぉ、やはりそうだったか！」

「このバカ！　おかしいとか思わないの！」

「私にとって、主人の命令は絶ぜつ対たいなのです。主人が妹が欲ほしいとおっしゃるならば妹となり、メイドが欲しいとおっしゃるならばメイドの修しゆ行ぎようをつみ、ネコミミが欲しいとおっしゃるならネコミミのために命を棄すてるのです！」

「いいの、そんな人生で？　というか、特定の趣しゆ味みに偏かたよりすぎてない？」

「すばらしい、君こそ俺の待ち望んだ人物だ！」

　総太郎は感かん涙るいを流しながら叫んだ。その様子を見ていた男子生徒たちも羨せん望ぼうと嫉しつ妬との涙なみだを流していた。女子は完全に呆あきれて関かかわり合いにならないように離はなれている。

「ところで静刃。実は俺、もう少し願いがあるんだが」

「なんでもおっしゃってください、総太郎様」

「実は俺……妹が一二人欲しいんだぁぁぁぁ!!」

「本気でバカかッ！　あんたは！」

　絶ぜつ叫きようする総太郎を夢姫は思いっきり小こ突づいた。が、転校生は神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「一二人ですか……わかりました」

　言うと、彼女は両手で印を切った。小声で二言三言つぶやく。

「では、参ります」

　増ふえた、というか分身した。細かい理り屈くつははぶく、というより誰だれにもわからない。だが、その場は一いつ瞬しゆんで一二人に増えた転校生によって埋うめ尽くされた。

『これでよろしいですか、総太郎様？』

　と、一二人全員が寸すん分ぶんたがわぬ動作で言う。

「いや、違ちがう！　ダメだ！」

　意外にも総太郎はそう言った。

『なぜでしょうか、総太郎様？』

　一二人全員が尋ねる。総太郎は重々しく言った。

「俺のことはお兄様と呼よべ！」

『お兄様、よろしいですか？』

「オォォォォ、俺はいまモーレツに感動しているぅぅ！　サイコーだ！」

「少しはおかしいと思いなさい！　一二人全員が同じ動きをして気持ち悪いわよ！」

　夢姫の叫びも、感かん極きわまった総太郎には聞こえていない。

「俺は今死んでもいい、というか、幸福の絶ぜつ頂ちようのまま死ぬことができればサイコーだ」

『なるほど、かしこまりました、お兄様』

　言うと、一二人の妹たちは背せ中なかから日本刀を取り出した。

『それでは、お望みどおりに』

　と、一二人がにじり寄よってくる。それを見て一番慌てたのは、夢姫だ。命が危あぶない張ちよう本ほん人にんは、状じよう況きように酔よって周囲が見えてなかった。

「ちょっと、ソータ、気づきなさいよ、まずいわよ！」

「あ、あぁ。俺は幸せだ」

「バカ！　危ないわよ！」

『では』

　転校生の手で白はく刃じんが閃ひらめいた。事じ態たいを静観していた生徒たちの間から悲鳴が上がる。

　なにかが裂さけるような音が響ひびいた。

　なにごとかと見れば、それは日本刀がカバンに刺ささった音だった。静刃が振ふるった刀を、夢姫がとっさに掲かかげたカバンで受け止めたのだった。カバンの中には教科書がぎっしり詰つまっており、刃やいばは半ばまで刺さったところで止まっていた。

「ひ、ひ……本物？」

　夢姫は目前に迫せまった刃に目を見開き、半泣き状態だ。だがそれでも掲げたカバンを持つ手から力を抜ぬこうとしなかった。そして夢姫が受け止めたのは一二の刃のうちの一つだけで、他の一一本は全すべて夢姫をすり抜けていた。が、その一一人の転校生たちは霞かすむようにして消えた。分身が解とけたのだ。

「……ちっ」

　舌した打うちすると、転校生は日本刀を鞘さやに戻もどした。

「なぜ邪じや魔まをしたのですか」

「当たり前じゃない！　こんなことされたら誰だって止めるわよ！」

　夢姫は涙を流しながら、それでも気き丈じように叫さけんだ。よほど怖こわかったか、気が抜けたとたん腰こしが抜けてその場に座すわり込こんでしまった。

「だいたい、あなたなによ！　ソータのこと主人と呼びながら、こんなことをして！」

「先ほども言いましたが、主人の命令こそ絶対なのです。主人が死ねと言えば私は死にますし、逆ぎやくも然しかりです」

「そんなのロボットと一いつ緒しよじゃない！　あんたなんかソータを主人と呼ぶ資し格かくなんてないわよ！」

「……では聞きますが、あなたは総太郎様のなんなのですか？」

　その言葉に夢姫は一瞬口ごもった。だが、すぐに立ち直って答える。

「あたしは総太郎の幼おさな馴な染じみよ！　総太郎のことを誰よりもよくわかっている者よ！」

「……なるほど」

　とだけ転校生はつぶやいた。周囲の生徒たちからは、なぜか拍はく手しゆが巻まき起こった。今この教室で起こったことがあまりに現げん実じつ離ばなれしていたので、なにかの芝しば居いでも観みているような気分になったのだ。

「ユキ」

「ソ、ソータ！」

　呼ばれて、夢姫は慌てて振り返った。見れば総太郎が真しん剣けんな眼まな差ざしで彼女を見ていた。

　さすがに今の一言は言いすぎだっただろうか、と夢姫は思った。確たしかに幼馴染であることは間ま違ちがいないが、総太郎のことをうんぬんはさすがにやりすぎだろうか、でもあれが正直な自分の気持ちだし……って、なにを自分は考えているんだ。

　一人で勝手に赤くなって顔を隠かくした夢姫を見み据すえ、総太郎は真剣な口調で言った。

「ユキ……俺、自分の世界にこもっていたから状じよう況きようが摑つかめないんだが、なんでみんな拍手してるんだ？　もしかしてみんな俺のこと祝しゆく福ふくしてくれてるのかな？　ははは」

「…………」

　夢姫は無言で総太郎にアッパーカットを入れた。見事にのけぞって倒たおれる総太郎。

「総太郎様になにをするのですか！」

　と、叫んだ転校生が慌てて倒れる総太郎を受け止めた。

「総太郎様、お気を確かに！」

「あ、あぁ、我わが妹よ……兄は無事だ。お前を残して死ねるものか」

　そう言われ、転校生も総太郎に調子をあわせて言った。

「お兄様！」

「……バッカみたい」

　抱だき合う二人を見て、夢姫は吐はき棄すてた。なにやら、自分がとんでもない道どう化け者もののように思えてきたからだ。

　夢姫は裂さけてしまった自分のカバンを床ゆかの上に置き、席に戻った。

「お待ちなさい」

　その背中に転校生が言葉をかけた。彼女の手には、鞘に収おさまった日本刀がある。

「私の斬ざん撃げきを受け止めるとは、只ただ者ものではありませんね」

「……あたしは通りすがりの幼馴染よ」

　シニカルに言う夢姫。気が落ち着けば、もう大だい丈じよう夫ぶだった。なかなか決まったその口調に、周囲から歓かん声せいが上がった。

「名は？」

「夢姫よ。春日川夢姫」

「春日川夢姫……その名、二度と忘わすれません」

　その時、タイミングよく昼休みの終わりを告げる予よ鈴れいが鳴った。転校生は手にした日本刀を背せ中なかに戻し、静かに自分の席に向かっていった。

「時間のようですので、今こ宵よいはここまでにいたしとうござりまする」

　と、彼女は締しめくくった。今どきの高校生とは思えないセリフだった。

「ん？　結局どうなったんだ？　ユキに静刃……はっ！　まさか俺をめぐる二人の少女の争いか？　これだからもてる男はつらい。罪つみな男だな、俺も」

　状況をわかっていない元バ凶カが一匹ぴきいた。

「イタッ！　誰だ、投げたの！」

　と、誰かが投げた空き缶かんが総太郎にヒットした。総太郎は怒ど鳴なるが、級友たちは冷めた眼まな差ざしでにらむだけだった。まぁ、当然といえば当然の反はん応のうである。




　その後、放課後まではなにも事じ件けんは起きなかった。夢姫と転校生は互たがいを見ようともしなかったし、総太郎も状況がわからないものの近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きをかもし出す二人に圧おされてなにもできなかった。

　一部始終を見守っていた級友たちも、このことは教きよう師しに言わずにクラスの秘ひ密みつにしようと暗あん黙もくの了りよう解かいを作っていた。

「……というわけで、六尽と春日川がいつくっつくかレースは終しゆう了りよう。今日から転校生と風紀委員長、どっちが六尽を取るかレースを始める」

「委員長にビスケット三袋ふくろ」

「転校生だな、二個こいこう」

「新しいトトカルチョも決まったし、こんな面おも白しろい話先公に邪魔されるわけにはいかないもんね。みんなこのことは黙だまっとくんだよ」

「わかってるって」

　……たくましい生徒たちだった。ちなみに金の代わりにビスケットを賭かけるのは、この世界の常じよう識しきである。

　ともかく、放課後。ホームルームが終わるや否いなや、夢姫は総太郎の襟えり首くびを摑んで半ば強ごう引いんに外に連れ出していった。ちなみに切られたカバンはとりあえずテープと紐ひもで補ほ強きようしている。

「おい、なんだよ、ユキ。そんなに引っ張ぱって！」

「いいから、さっさと帰るわよ。あの転校生に追いつかれるわ！」

「なんで静刃から逃にげなきゃいけないんだ？」

「あんた本気でわかってないの？　あの子、マジでヤバいわよ。絶ぜつ対たい頭イッちゃってるわよ！　電波入ってる！」

「おいおい、自分が負けてるからって、女の嫉しつ妬とは見苦しいぜ」

「本当に気づいてないの？　あの子、あんたの命を狙ねらったのよ！」

「あぁ、あれね。気づいたよ」

　あっさり言う総太郎。あっさりしすぎて逆ぎやくに夢姫が拍ひよう子し抜ぬけするほどだ。

「なら、なんで……」

「決まってるだろ。美人だからだ！　美人に殺されるなら本ほん望もう！　というか、あれは結局俺おれを想おもっての行こう為いだ。俺の欲望を全ぜん肯こう定ていしてくれる彼女は、まさに女め神がみのような存そん在ざいだ！」

「……頭ず痛つうがしてきたわ」

「さすが、総太郎様はわかってらっしゃる」

　横手からいきなり声がした。はっと身み構がまえる夢姫。

「どうも」

　と、学校を囲う壁かべの一角がめくれ、転校生が現あらわれた。壁とまったく同じ色の布ぬのをかぶって隠かくれていたのである。

「い、いつの間に。全然気づかなかったわ」

「残念でしたね、春日川夢姫。私を出し抜けるとは思わぬことですね」

　転校生はそう言いながら、その場で布を丁てい寧ねいに畳たたみ始めた。

「少々お待ちください」

「……けっこうマメね」

　正せい確かくに二つ折りを重ねていき、その布はあっという間に手のひらサイズになった。それを転校生は厚あつ底ぞこブーツのかかとにしまった。

「そこ、物入れなんだ……」

「お待たせしました。ところで総太郎様。実は私、総太郎様にお喜びいただける新しい手しゆ段だんを思いつきました」

「ほぅ、興きよう味み深ぶかいな」

　総太郎の目がきらりと光った。夢姫がため息をつく。

「どうせ、絶対ろくでもない方法よ」

「総太郎様はそこに立っていてください」

　と指し示じを出すと、転校生は走って数十メートルくらいの距きよ離りをとった。その位置で懐ふところから焼いたパン（早い話、トースト）を取り出して口にくわえ、勢いきおいよくこちらに向かって駆かけ出してきた。

「キャー、遅ち刻こくしちゃうぅ！」

「はぁ？　いったいなにをやる気……」

「ブ……ブラボォォォォ！」

　総太郎は奇き声せいを発した。というか、感かん極きわまって叫さけんだと言うのが正しい。傍はた目めには完全に変へん質しつ者しやだが。

「これぞまさしく俺が夢ゆめにまで見た、遅刻しそうな転校生だ！」

「あんた、なに言ってんのよ？」

「ふっ、女にはこのロマンはわからんさ。そして今、前方からトーストをくわえた転校生が走ってくるという状じよう況きよう。俺がとるべき行動は唯ただ一つ！　全身全ぜん霊れいを以もつて彼女を受け止めるのみ！」







　言うや、総太郎は駆け出した。それも転校生めがけて一目散に。唖あ然ぜんとする以外なにもできない夢姫。

　二人はお互たがいを目指して一直線に走っていった。やがて……起こるべき必然として、正面衝しよう突とつした。だが、弾はじかれたのは総太郎のほうだった。体たい格かくでは明らかに勝まさっているはずの彼だが、ぶつかった瞬しゆん間かん持ち上げられてしまった。転校生のそれは、プロラグビー選手もかくやというほど腰こしの入ったタックルだったのだ。浮うき上がった彼の長身はそのまま押おし倒たおされ、アスファルトに激はげしく叩たたきつけられた。後頭部を強打、けっこうヤバめの音が鳴り響ひびいた。

「うぎゃっ！」

「ちょ、ソータ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　慌あわてて夢姫が駆け寄よって助け起こす。総太郎を激しく押し倒した転校生のほうは、けろりとした様子で起き上がった。

「どうですか、総太郎様。トーストをくわえた転校生と激げき突とつするというシチュエーション」

「今は下校時間よ！　明らかに不自然でしょう！」

「い、いや……サイコーだぜ」

　総太郎は倒れたまま、親指をぐっと突つき出した。

「だが、静刃。それではまだ甘あまい、続きがあるはずだ」

「はい、心得ています、総太郎様」

　転校生はそう答えると、わざとらしい仕草でその場に転びながらスカートのすそを持ち上げて叫んだ。

「きゃー、パンツ見たでしょ、エッチ」

　もはやベタベタだった。だがやってる当人同士はノリノリだった。夢姫が思わず叫ぶ。

「って、あんたたちは本気でなにがしたいのよっ！」

「いえ、この本に、殿との方がたはこうすれば喜ぶとあったので、総太郎様のために」

　転校生が懐ふところから取り出したその本のタイトルは、『決けつ定てい版ばん　ラブコメの定番シチュエーション』だった。

「……だから知ち識しきが偏かたよってるのね」

「ユ、ユキ……ダメだ」

　と、総太郎が苦しい息の下でうめいた。

「ソータ、どうしたの！　頭が痛いたむの？」

「ダメだ、お前がそこにいたら、静刃のパンツが見えない」

「死になさい、バカ！」

　乱らん暴ぼうに総太郎から手を離はなす夢姫。そこで初めて気づいたように転校生が駆け寄った。

「総太郎様、ぐったりしていかがなさいました？」

「あなたがやったのよ、あなたが！」

「お気を確たしかに。今人工呼こ吸きゆうを！」

「関係ない関係ない。おぼれたわけじゃないし」

　夢姫が手を振ふるが、総太郎は目を閉とじてぐったりとし始めた。そのまま彼はなにかを期待して唇くちびるを突つき出してくる。

「って、どさくさであんたはなにしようとしてんのよ！」

　夢姫は総太郎を強ごう引いんに抱かかえ起こして激はげしく揺ゆさぶった。

「いや、俺は今不幸な事じ故こにより意い識しき不明の重体なのだ。この俺の窮きゆう地ちを救う方法はただ一つ、転校生の熱いベーゼ……もとい、人工呼吸のみなのだ」

「バカ！」

「総太郎様から手を離しなさい、春日川夢姫！」

　もはやムチャクチャだ。

「……二人の女子に介かい抱ほうされ、いいご身分だな、六尽」

「いや、別にそんなことは……って、え？」

　突とつ如じよ響ひびいた野太い声に総太郎たちが振り返ると、そこには腕うで組ぐみをして仁に王おう立だちの背せ広びろを着た中年男だん性せいがいた。神しん経けい質しつそうな細いメガネが特とく徴ちようの彼は、水天主付ふ属ぞく高校の生徒指し導どう担たん当とう、野の中なか教きよう諭ゆであった。まぁ、校門のそばで騒さわいでいればこうなるのも当然だ。

「の、野中先生……これはですね、違ちがうんですよ、そうなんですよ。ちょっと俺がここで転んで……」

「全すべて見ていたぞ、六尽。ちょっと生徒指導室まで来い」

　総太郎は頭を抱えたくなった。問題児の総太郎はなにかとこの野中教諭には目をつけられている。今日もこのままでは、軽い説教くらいでは済すみそうにない。

「さっさと立たんか！」

　と、総太郎の襟えり首くびをわし摑みにする野中教諭。だが、その彼の腕を横からさらにわし摑みにする別の存そん在ざいがあった。

「総太郎様から薄うす汚ぎたない手を離しなさい」

　無む論ろんそれは転校生であった。彼女はその全身から冷え冷えとした殺気を立ち上らせており、大の大人でも思わず引いてしまうほどの迫はく力りよくがあった。

「な、なんだ、お前は。わたしを誰だれだと思っている！」

「あなた如ごとき小物の名など、記き憶おくする海馬を持ちません」

　静かに告げる静刃。だがその手にこめられた握あく力りよくは並なみのものではなく、野中教諭は苦く悶もんしながら手を振り解ほどこうとした。だが、しっかりと摑つかんだ静刃は放さない。

「貴き様さま、このわたしにここまでして、ただですむと……」

「うるさいですね、目め障ざわりです」

　言った瞬しゆん間かん、野中教諭の体が一回転した。勢いきおいよく道路に叩たたきつけられて後ろ手に制せいされた教諭を総太郎は見て、ようやっと教諭が静刃に投げ飛ばされたのだと気づいた。

「総太郎様、この者の始末、いかがいたしましょうか？」

　野中教諭はショックで失神し、ピクリとも動かなかった。

「そ、そうだな……磔はりつけ獄ごく門もんにせい！」

　総太郎はノリでそう言ったが、転校生はえらくまじめな表ひよう情じようで頷うなずいた。

「かしこまりました、総太郎様」

「バ、バカ！　あの子にあんなこと言ったら、本気でするわよ！」

「え？　まさか、冗じよう談だんだよ」

「あの子は冗談が通じないのよ！　いいから、早くあの子を止めなさい！」

　必死に叫さけぶ夢姫。総太郎も彼女の真しん剣けんな様子を思い返し、考え直した。

「あぁ、静刃。やっぱり……」

　と、言いかけたところで硬こう直ちよくした。なぜなら、そこにはいつの間にか用意された木の柱に十文字に磔はりつけにされ、ぐったりとした野中教諭の姿すがたがあったからだ。しかも転校生はどこからか槍やりを取り出していた。

「じょ、冗談だ、冗談！　ジャパニーズジョークだ！　だからそれ以上はやめろ！」

　ギリギリのところで総太郎は静刃に飛びつき、その暴ぼう挙きよをなんとか押し止とどめた。

「よろしいのですか、総太郎様？」

「あぁ、もう十分だ。だから命令は取り消し！」

　と、その時磔になっている野中教諭がうめき声を上げた。

「やばっ、起きるぞ！　逃にげよう！」

「そ、そうね。さすがにシャレになんないわ」

「ご安心を、総太郎様。死人に口なしです。このまま……」

「いいから、見られる前に逃げるぞ！」

　総太郎と夢姫はまだなにかしようとする転校生の手を摑み、強引に走り去っていった。ちなみにもうすでに十分すぎるほど下校中の生徒に目もく撃げきされているが（教きよう師しに発見されるくらいだから当然だ）、見るからにやばそうな磔台を見て関かかわり合いになるのを避さけて誰もが校門前を避けていたのだった。

「……は！　わたしはいったい……ん？　なぜわたしが磔になっているんだ！　さては六尽だな、おぼえておけよ！　誰か下ろさんか、オーイ」

　だが誰も近ちか寄よろうとしない。野中教諭、厳きびしすぎる指導のため生徒からの人気は皆かい無むなのだ。

　結局彼は夕方、他の教師に偶ぐう然ぜん発見されるまでそのままだった。




　総太郎たち三人はあのまま全速力で駆かけ、なんとか総太郎と夢姫の家の近くまでたどり着いた。彼らの家から学校まで、走って一〇分くらいの距きよ離りしかない。

「ハァ、ハァ……ここまで逃げればいいだろ」

「そ、そうね……あぁ、どうしよう！　野中先生に目をつけられたわ！　あたし、風紀委員会で絶ぜつ対たい顔あわせないといけないのに！」

「ま、自じ業ごう自じ得とくと諦あきらめるんだな」

「二〇〇％あんたたちが原げん因いんじゃない！」

　と、夢姫は二人に向き直った。が、そこで違い和わ感かんに気づく。彼女と総太郎が握にぎる転校生の腕うでが、妙みように柔やわらかいのだ。

「って、これ人形じゃない！」

　二人がここまで引いてきたのは、等身大の人形だった。顔にはへのへのもへじが描かかれたダミーだ。

「まさか、これが変わり身の術じゆつか！」

「……本気であの子って何者？」

「いや、忍にん者じやだろ、明らかに」

「あんたね……忍者なんて、マンガじゃないのよ！　本当にいるわけないでしょ！」

「だって、他ほかに説明のしようがねぇだろ」

　二人は口こう論ろんしながら六尽家の玄げん関かんに向かった。この後は夕食の準じゆん備びもあるので、夢姫もこちらに用事があるためだ。

　二人が玄関の扉とびらを開けたところで涼すずやかな声が響ひびいた。

「お帰りなさいませ、総太郎様」

　玄関先には三つ指をついた転校生、月詠静刃がいた。しかもなぜか頭にはネコミミの付いたホワイトブリムを着けていた。ついでに服ふく装そうはフリルがたっぷり付いたメイド服だったりする。

「なんでここにいるのよ！」

「エ……エクセレンット!!　素す晴ばらしいぃぃぃ!!　扉を開けたところにいるネコミミメイド！　俺おれはこれを何年待ったことか！」

「待たないで、頼たのむから！」

「総太郎様、お食事になさいますか、それともご入浴が先でしょうか？」

　立ち上がった転校生は両手をエプロンの前に重ねて尋たずねた。

「うむ、そうだな。やはり今夜は君を……」

「自然になじまないでよ！　おかしいところを突つっ込こみなさい！」

「そ、そうだったな」

　総太郎は一回咳せき払ばらいをした。

「静刃……そのカッコウの時は語ご尾びに『にゃ』をつけるように。そして俺はご主人様と呼よぶように」

「かしこまりましたにゃ、ご主人様」

「ぐはぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　総太郎は胸むねを押おさえて玄関に倒たおれると、そのまま悶もん絶ぜつした。

「激はげしく萌もえ、かいしんのいちげきだ」

　ひらがなのところがミソである。

「バカやってんじゃないわよ！　だいたい、月詠さん！　そのカッコウはなによ！　もっと一いつ般ぱん良りよう識しきを考えなさい」

「これに殿との方がたの喜ぶ服装だと書いてあったので」

　静刃が取り出したのは、『完全保ほ存ぞん版ばん　コスプレ名めい鑑かん』という本だった。

「激しく間ま違ちがっているわ、それ」

「お、二人とも帰ってたのか」

　と、ひょっこり顔を出してきたのはべっ甲こうフレームのメガネにちょび髭ひげが特とく徴ちようの中年男だん性せい、総太郎の父親である。彼は転校生のメイド姿すがたに目を留とめると、相そう好ごうをくずした。

「いいねぇ、静刃ちゃん。かわいいよ、すごくいい」

「そうですかにゃ。似に合あってますかにゃ？」

「うん、その口調がなおグッドだ。百点満点を君には上げよう」

　この親にしてこの子ありである。

「おじさん、その子、誰なんですか！」

　夢姫がそう尋ねると、総太郎の父は不思議そうな顔で彼女を見た。

「なんだ、聞いていないのかい？　うちの親しん戚せきの子だよ。今度うちで預あずかることになったから、夢姫ちゃんも仲良くしてやってね」

『え？　親戚？』

　総太郎と夢姫がそろって疑ぎ問もん符ふを浮うかべると、転校生は急に表ひよう情じようを引き締しめて咳せき払ばらいをした。

「では、そろそろ自じ己こ紹しよう介かいをさせていただきましょうか」

　そのまま彼女はメイド服のスカートを摑つかみ、破やぶり捨すてるように一気に引き裂さいた。総太郎たちの視し界かいを一いつ瞬しゆん黒い布ぬのが覆おおい、その下から現あらわれたのは彼女の全身をピッタリと覆う黒いジャンプスーツだった。そして同じく黒く、長い布が彼女の顔の下半分を隠かくしていた。

　その姿となった転校生、月詠静刃は玄関先で跪ひざまずき、総太郎に向かって頭こうべを垂たれた。

「学校では余よ人じんの視線があったために隠さざるをえませんでしたが、総太郎様。私はなにを隠そう、古いにしえの時代より脈々と伝えられた忍しのびの技わざを現げん代だいに具現化する者なのです」

「……え？」

「わかりやすく言い換かえれば、私は忍者です」

「うん、わかってたよ」

　総太郎がそう言うと、転校生は無表情に頷うなずいた。

「さすがは総太郎様。その深い洞どう察さつ力りよくには驚きよう嘆たんの限かぎりです」

　いや誰でもわかるだろ、と突っ込む者は今この場にはいなかった。

「そして総太郎様。あなたこそ私が仕えるべき主君。古代にこの日ひの本もとの国を支し配はいしていた一族、六ろ刀と氏しの末まつ裔えいです。この六十六代目月詠流忍にん術じゆつ正せい統とう後こう継けい者しや、月詠静刃。総太郎様を正当なるその地位に戻もどすため、本日より微び力りよくを尽つくさせていただきます」

「あ、あぁ、丁てい寧ねいにどうも」

　と、総太郎は頭を下げた。話がよくわからなかったので、とりあえずそうしてみたのだった。

「えっと……月詠さん。話がよくわからないんだけど」

「……春日川夢姫にもわかりやすいように嚙かみ砕くだいて説明しましょう」

　引っかかる物言いに夢姫はムッときたが、あえてなにも言わなかった。

「つまり、総太郎様に日本の支配者の地位に就ついていただくということです」

「は？」

　夢姫は大口を開けて硬こう直ちよくした。それ以外の反はん応のうのしようがなかった。総太郎はわかったのかわからないのか、しきりに何度も頷いた。

「うん、そうか、なるほど」

「って、あんた本当にわかって頷いてるの？」

「もちろんさ。この俺が日本の支配者にね……えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「反応が遅おそいわよ！」

　とりあえず、夢姫は幼おさな馴な染じみの頭をはたいて突っ込んだ。
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　六む尽じん家の食しよく卓たく。席に着いているのは総そう太た郎ろうに夢ゆ姫き、静しず刃はに総太郎の両親と、合計五人である。今そこで新たな家族である静刃の紹しよう介かいが行われていた。

「……なぜここに春日川かすがい夢姫までいるのですか？」

　あまり感かん情じようを表に出さない静刃だが、心持ち不ふ快かいそうにそう言った。それを受けて、上かみ座ざでお茶をすすっていた総太郎の父が答える。

「夢姫ちゃんは普ふ段だんからうちで暮くらしているから、うちの家族の一員なんだよ」

「……まぁ、仕方ありませんね。私が辛しん抱ぼうすれば済すむだけの話です」

「待ちなさいよ！　まるであたしだけが悪いような言い草じゃない！」

　棘とげのある静刃の言葉に夢姫が反応した。この二人の不仲は、もはや決定的なものだった。

「そうですね、言い方が悪かったので、歯に衣きぬを着せて言い直します。邪じや魔まな春日川夢姫がここにいるおかげで私の不快感はうなぎ上りな状じよう態たいですが、私の想そう像ぞうを絶ぜつする脅きよう威いの忍にん耐たい力りよくで我が慢まんしましょう」

「さっきより悪いじゃないの！」

　夢姫は怒いかりに燃もえる目で、静刃は冷え冷えと冷め切った目で互たがいににらみ合った。そんな重苦しい空気を打だ破はすべく、総太郎が二人の仲ちゆう裁さいに入った。

「二人とも、仲良くしてくれ。ほら、近所同士仲良くな」

「……あんたはどっちの味方よ」

「え？　それはその……」

「……春日川夢姫風ふ情ぜいが偉えらそうに」

「なにか言ったかしら、月つく詠よみさん？」

「いえいえ、独ひとり言ですよ」

　またも火花を散らす女子二人。そんな子こ供どもたちの様子を、総太郎の両親はお茶を飲みながら見るとはなしに眺ながめていた。穏おだやかな眼差しが特とく徴ちようの母が口を開く。

「もう三人ともすっかり仲良しね。安心したわ」

「うむ、そうだな。やはり子供たちのことは子供たちに任まかせ、我われ々われが余よ計けいな口出しをすることはないな」

「おじさん、このどこを見れば仲がいいんですか！」

　夢姫が暢のん気きな総太郎の父ににじり寄よるが、彼は自分の髭ひげを指先で撫なでながらのんびり答えた。

「まぁ細かいことはともかく、夢姫ちゃんは静刃ちゃんになにか聞きたいことがあるんじゃないのかい？」

「そうだったわ、月詠さん。あなた、ソータを日本の支し配はい者しやにするとか言ってるけど、どういうことなの？　なにをする気？　そもそも、なんでそんなことをするの？」

「そうだな、それは俺も気になる」

「総太郎様がそうおっしゃるならば、順を追って説明しましょう」

　静刃はそう前置きをして語りだした。ちなみに現げん在ざいの彼女の服ふく装そうは制せい服ふくである。黒いジャンプスーツはその場の勢いきおいだったのか、あの後すぐ着き替がえたのだ。

「太古の時代、『むぅ大陸』を治めていたラァ皇こう帝ていの命により、ある神官がこの極東の島国の統とう治ちを任されました。その……」

「ちょっと待ってよ、ムー大陸ってなに？」

　いきなり聞こえた不ふ審しんな単語に夢姫が疑ぎ問もんを投げかけた。

「春日川夢姫はそんなことも知らないのですか？　大昔に太平洋にあった大陸です」

「そんなムー大陸なんて、伝説でしょ！」

「ムー大陸ではありません、『むぅ大陸』です」

「どこがちがうのよ！」

「あぁ……話が前に進まないんだけど」

　総太郎がやや控ひかえめにそう言った。夢姫がそこに反はん論ろんする。

「だって、いきなりわけのわからない話が始まるのよ！　話はまだ進むどころか、後こう退たいしているわよ！　それも、最初の第一歩から、一気にマイナス百歩くらい」

「一歩下がって二歩進む、これも兵ひよう法ほうです」

「じゃぁ、これから先話が進しん展てんするって言うの！」

「落ち着けよ、ユキ。ほら、昔、三角木馬の伝説を信じて探さがし、本当に見つけた外人がいただろ？　それと同じさ、もしかしたらその大陸だってあるかも……」

「なによ、その三角木馬の伝説って？」

「総太郎様がおっしゃりたいのは、トロイの木馬で有名なトロヤを発はつ掘くつしたシュリーマンのことでしょう」

　静刃が的てき確かくなフォローを入れてきた。

「そう、それそれ、そのトロイの三角木馬」

「三角木馬から離はなれなさいよ、このヘンタイ！　そもそも、ムー大陸が存そん在ざいしないっていうのは地ち質しつ学がく的にも証しよう明めいされているのよ！」

「まぁ、そう言わないで、夢姫ちゃん」

　と、そこで総太郎の父が口を挟はさんできた。

「今静刃ちゃんが話しているのは、一族の発ほつ端たんの話さ。そういう昔話はだいたい曖あい昧まいだったり大げさだったりで信しん憑ぴよう性せいは低いけど、昔のことだからはっきり記録も残ってないし、そういうものだと納なつ得とくするしかないんじゃないかな？」

　なかなか説得力のある大人の発言だった。夢姫もしぶしぶ頷うなずいた。

「そうね、百歩譲ゆずって信じるわ」

「では一万歩譲って話を進めましょう」

「歩数を張はり合ってどうするのよ！　早く続けなさいよ」

「……ともかく、古代の日本にやってきたその神官の一族は、名を六ろ刀と氏と言いました。その六刀氏の補ほ佐さ役やくとして仕えていたのが我々月詠一族です。六刀氏は古代より日本を陰かげから支配してきました。歴代の支配者たちも、裏うらでは全すべて六刀氏の配下でした。ですがその六刀氏も、江え戸ど時代以い降こう、急きゆう激げきに押おし寄せた近代化の波によって血ち筋すじが途と絶だえてしまいました」

「血筋が途絶えた？」

「はい……当時の六刀氏の当主が、日本にやってきた外国人を見て『金きん髪ぱつの美人と結けつ婚こんしたい』と言って、本当に結婚してしまったために純じゆん血けつが穢けがれて途絶えたのです」

　なんというか、すさまじく胡う散さん臭くさい話だった。だが、夢姫だけは納得したように頷いた。

「それはまちがいなくソータの先せん祖ぞね」

「おい、どういうことだよ！　俺おれは産うぶ毛げの多いフォーリナーより、吸すい付くようなもち肌はだのジャパニーズが好きだ！」

「どっかのエロ本から仕入れた中ちゆう途と半はん端ぱな知ち識しきでしゃべらないでよ、実物を見たこともないくせに」

「そうだな、どれどれ」

　総太郎はそのまま手を伸のばし、夢姫の頰ほおをつまんだ。

「いたっ！　なにふるのよ！」

　口調が微び妙みようにおかしくなる夢姫。総太郎はそのまま感かん触しよくを確たしかめるように指を動かした。

「うむ……やはりダメだな。これはもち肌どころか、ガサガサのおろし金肌だ。確かに実物を見ると、正しい現実が見えるな、はははは」

　夢姫は総太郎の手を乱らん暴ぼうに振ふり解ほどいた。

「あんたが問題ばかり起こすから肌が荒あれるんじゃない！」

「やれやれ、自分の手入れ不足を人のせいにして、見苦しいですよ、春日川夢姫」

「なら、あなたはどうなのよ！」

　夢姫が静刃の頰に手を伸ばした。指先で数回撫なでて感触を確かめてみる。

「うっ、これは……」

「満足ですか？」

　夢姫は打ちひしがれて真っ白く燃もえ尽つきたボクサーのような体たい勢せいで席に戻もどった。

「コホン……話を戻します。一時は穢れた六刀氏の血筋ですが、数百年の時が混まざった不純物を浄じよう化かしました。それが総太郎様、あなたです！」

「え、俺だったのか！」

「あんたねぇ、今まで誰だれの話だと思ってたのよ！」

「いや、わかってたよ。ただ、ノリでなんとなく言っただけ」

「おじさん、今の話、どうなんですか？」

　夢姫が静刃の突とつ拍ぴよう子しもない話の是ぜ非ひを、総太郎の父に求めた。その相手は机つくえの上でメモに向かってなにかをせわしなく書きとめていた。

「フムフム、『むぅ大陸』からやってきた謎なぞの忍にん者じや転校生……イィ！　こいつは次回作に使えそうだ！　これなら百万部ヒットのベストセラーだ！」

「……聞くだけムダだぞ、ユキ」

「そうみたいね」

　総太郎と夢姫は互たがいに顔を見合わせてため息をついた。総太郎の父親の職しよく業ぎようは小説家で、主に中高生向けのライトノベルを書いている。そのせいかどうかは知らないが、少し一いつ般ぱん人じんとはかけ離はなれた性せい格かくなのである。早い話、変人なのだ。

　静刃が咳せき払ばらいをして再さい度ど注目を集めた。

「ともかくそういうわけですので、総太郎様にはかつての六刀氏と同じく日本の支し配はい者しやの地位に返り咲ざいていただくべく、私が派は遣けんされることとなったのです」

「うん、未み熟じゆくな俺をこれからよろしく」

「あんたなにやる気満々なのよ！　本当に今の話の意味がわかっているの！」

　嬉うれしそうな顔で頷く総太郎に対し、夢姫は顔を赤くして声を張はり上げた。

「わかってるさ、早い話、俺が偉えらくなるんだろ？」

「だいたい日本の支配者になるって、具体的にどうする気なのよ、月詠さん！」

「そうですね。当面の目標として、とりあえず総太郎様に大だい統とう領りようになっていただいて……」

「日本に大統領なんていないわよ！」

　夢姫が荒あら々あらしく叫さけぶと、静刃は気まずそうな表ひよう情じようで視し線せんをずらした。

「……まぁ、細かい方ほう針しんはおいおい考えていけばいいでしょう」

「あなた二〇〇％なにも考えてないわね！　絶ぜつ対たいいきあたりばったりでしょう！」

「人聞きが悪い、臨りん機き応おう変へんと言ってください」

　計画がないことは否ひ定ていしなかった。

「まぁ、ユキもそう怒おこるなよ。細かいことはどうでもいいじゃないか」

「あんたは大おお雑ざつ把ぱすぎよ！」

「……そう言えば、死んだ爺じいさんからそういう話を聞いたこともあったな」

　と、総太郎の父が思い出したようにつぶやいた。

「本当か、オヤジ？」

「あぁ、うちの先祖は大昔、九く頭ず龍りゆうとかいう海の神様を祀まつる神官だったって。その時『むぅ大陸』とかの話も聞いたが……酒の席だったから、今まで信じてなかった」

　それがごく普ふ通つうの反はん応のうだろう。

「ともかく、これで総太郎様自身に課せられた使命はご理り解かいいただけましたね」

「全然理解できていないけど、たぶんあなたになにを言おうとムダだと思うから諦あきらめるわ」

「賢けん明めいな選せん択たくですね」

　そう言うと二人の少女はまたもや視線の交こう錯さくで火花を散らし始めた。隣となりで始まった女同士の冷戦に居い心ごこ地ちの悪さを感じた総太郎は、先ほどからあまり会話に加わってこない父に話を振った。

「なぁ、オヤジ。これからどうするんだよ？」

「ん？　そうだな……総太郎。男にはな、苦しくても選択しなければならない時がある。今のお前の状じよう況きようがそうだ。はっきり言うと、お前は今、人生最大の岐き路ろに立っていると言っても過か言ごんではない！」

　と、父は突とつ然ぜん声を大にして語りだした。いったいなにを言っているのか、脈みやく絡らくが摑つかめずに総太郎はきょとんとした。

「そう、ゲームで言えばこれでエンディングまでのルートが決定しちゃう重要な選せん択たく肢し、セーブ必ひつ須すの分岐点だ！　幼おさな馴な染じみで頼たよれる可愛かわいいお隣さんを取るか、突然現あらわれた先せん祖ぞの因いん縁ねん関係がある謎なぞ多き美人転校生を取るか、究きゆう極きよくの選択だ！」

「ちょっと、おじさん、いったいなんでそういう話になってるんですか！」

　夢姫の言葉に、総太郎の父はべっ甲こうメガネを押し上げながら答えた。そこでムダにメガネのレンズが光を反はん射しやするのが、妙みようにカッコよかったりする。

「いや、総太郎がどうすればいいのかって聞いてきたから、人生の大だい先せん輩ぱいとしてアドヴァイスをな」

　総太郎は本当にこの人の息子むすこだな、と思いながら夢姫は叫んだ。

「そうじゃないでしょう？　ソータは、月詠さんをこれからどうする気なのかって聞いただけでしょう？」

　と、夢姫が隣を振ふり返ると、件くだんの幼馴染は腕うで組ぐみをして真しん剣けんな表ひよう情じようを浮うかべていた。

「ウーム……確たしかにこいつは重要な選択肢だな、ここは慎しん重ちように選ばねば……」

「あんたも本気で悩なやんでるんじゃないわよ！」

「まぁ、静刃ちゃんを預あずかるっていうのはもう決まったことだし、二階の余あまっていた部屋で生活してもらうから」

　と、父は付け加えた。家主がそう決めた以上、ただの隣りん人じんにすぎない夢姫は口出しできない。

「なぁ、オヤジ、一つ聞いていいか？」

　総太郎が挙手をして言った。

「この選択肢って、セーブ＆ロードでやり直しできないよな？」

「あんたは、まだ悩んでたの！　っていうか、ゲームと現げん実じつの区別をつけなさいよ！」

　夢姫が机つくえを叩たたきながら怒ど鳴なった。顔を赤くして白熱する彼女とは対照的に、静刃が落ち着き払はらった様子で口を開いた。

「そんなに慌あわてて、春日川夢姫はよほど総太郎様に選んでいただける自信がないと見えますね」

「ちょっ、どういうことよ！」

「いえいえ、別になんでもありませんよ。ただ……幼馴染であるということだけしか利点がなく、それも要するに総太郎様に子こ供どもの頃ころから勝手に付きまとって無む為いな時間をムダに積み重ねただけの空くう虚きよな経けい験けんの集積にすぎないのですから、春日川夢姫が総太郎様に棄すてられるという不安に押しつぶされそうな気持ちも理解できるということです」

「なっ！　なにを言っているのよ！　ソータはね、確たしかに一見スケベで女たらしでバカでアホに見えるけど、本当は……死し姦かんをやってもおかしくないヘンタイなのよ！」

「オイッ！　どういうことだ、それ！　全然フォローになってないどころか、むしろ俺を貶おとしめてるだろうが！」

「うっさいわね、あんたをフォローしようと思ったけど、あんたのいいところがまったく二〇〇％思い浮かばなかったのよ！　あんたが日ごろからもう少しまともな行動していれば、こうはならなかったんだから！」

「俺か？　俺が悪いのか？　俺のせいなのか？」

　そこで静刃が静かな口調で尋たずねてきた。

「それで、総太郎様。結局私と春日川夢姫と、どっちを選ぶのですか？」

「なに、ちょっと待てよ？　本当に選ばなきゃいけないわけ？　っていうか、なにげに俺、今この場で人生決まっちゃう感じ？」

　総太郎がそこでようやく慌てると、左右にいる幼馴染と転校生が同時に迫せまってきた。

「とにかく、ソータ。月詠さんにはっきり言ってやってよ。そんなわけのわからない話には付き合えないって」

「総太郎様、毎日食べ続けて飽あきたご飯より、新たに新しん鮮せんな果実を食したいとは思いませんか？」

　二人がそれぞれの方法で迫ってくる（静刃のはいまいち意味がわからないが）。総太郎は冷や汗あせを浮かべつつも必死に考えをめぐらせた。自分がどう答えるべきかを。

　静刃を選んだ場合→ユキ、二〇〇％キレる。どんな報ほう復ふく攻こう撃げきがあるか不明。超ちよう危き険けん。

　ユキを選んだ場合→静刃、どんな行動に出るか不明（しかも刃は物もの所持）、危険度二〇〇％。

　冗じよう談だんでごまかす→現状では最さい適てきの選せん択たく。全すべて丸く収おさまる。

　ビンゴ！──総太郎は決心し、その案を実行すべく口を開こうとした。

「言っとくけど、冗談でお茶濁にごすの禁きん止しね」

　先手を打たれた。言葉に詰つまる総太郎。

「な！　どうして……」

「あんたの考えることなんてお見通しよ！　今はそうやってふざけないで、まじめに答えなさい」

　状じよう況きようは振り出しに戻もどった。今、総太郎はこの大ピンチをどう乗り切ればいいのか必死に悩なやんだ。と、そこで父が腕組をしながら口を挟はさんだ。

「そうだぞ、総太郎。人生っていうのは一度限かぎりの勝負なんだ。必死になって悩み、現状で最適の選せん択たくをしろ。そうすれば失敗しようとも、後こう悔かいはしない」

　威い厳げんに満ちたなかなかに立りつ派ぱな内ない容ようだった。が、そこで父はちょいちょいと指で総太郎に近づくように促うながし、彼の耳に小声で囁ささやいた。

「……とは言っても、こんな美お味いしい状況でどっちか片かた方ほうを選べなんて、無理な話だな」

「そうだよ、オヤジ。どうすればいいんだ？」

「なぁーに、わたしに任まかせろ。伊だ達てに場数は踏ふんどらん……見たところ、夢姫ちゃんも静刃ちゃんも強そうに見えて、その実誰か強い人間に甘あまえたいという願望を胸むねに秘ひめているはずだ。だから男の強さを見せればいい」

「と、いうと？」

「つまりだ、『この場でどちらか片方なんて決められないが、俺には二人を引っ張ぱっていく自信がある。だから俺と共に進もう。そして俺に見切りを付けたら自由に去ってくれ。だが、俺とてそう簡かん単たんに見切られるほど軟なん弱じやくじゃない、黙だまって俺についてこい！』ってな感じのことを言えば、二人はクラッときて、お前についてくるって寸すん法ぽうだ。二人の美少女を手に入れ、お前はウハウハハーレム状じよう態たいってわけさ」

　……さっきまでカッコよかった父親の威厳はもはや影かげも形もなかった。

「すげーぜ、オヤジ。やっぱあんたはサイコーだよ」

「ふっふっふ、わたしも昔は似にたような手しゆ段だんで母さんと愛人の両方を手に入れたのさ」

「さすが小説家、悪わる知ぢ恵えが働くな、ふっふっふ」

「なぁに、お前の父親だからな、ふっふっふ」

　二人は顔を見合わせ、闇やみ献けん金きんを積み立てる企き業ぎようと悪あく徳とく政せい治じ家かのような含ふくみ笑いを浮うかべた。が、そこで横手から伸のびた手が父親の耳を摑つかんだ。

「いたたたた」

「あなたぁ、なかなか興きよう味み深ぶかい話が聞こえたわ。ちょっとこっちに来て♡」

　と、総太郎の母がにこやかな笑えみと共に言った。が、その目はまったく笑っていないどころか殺気に満ちているという事実に、総太郎は哀あわれな父の末路を予期して冥めい福ふくを祈いのった。

「か、母さん、待て、話し合おう、討とう論ろんは人類の偉い大だいな発明品だぞ」

「はいはい、たっぷり言い訳わけしてもらうから」

　と、父は母に引きずられるように退たい場じようしていった。その場に残ったのは高校生三人である。

「……おじさんとおばさん、どうしたの？」

「いや、ちょっとな」

「今はそんなことはどうでもいいのです。総太郎様、結局お答えは？」

　静刃に促され、総太郎は咳せき払ばらいをして気を落ち着かせた。

　よし、気分は落ち着いた。とにかく男らしさを見せればいいんだよな、オヤジ──総太郎は覚かく悟ごを決めて言った。

「二人とも、聞いてくれ。俺おれは……男だ！　だから二人とも好きなんだ！　どっちか片方なんて決められないから、このまま三人で行こう！　そう、今時代はハーレム路線！　全員の好感度を上げれば全員ドンブリにできるとゆー難なん易い度どは高いが美お味いしいシナリオ！　俺はあえてその苦く難なんの道を目指す！　だから、黙だまって俺についてこい！」

「ソ、ソータ……」

　と、夢姫がまじまじと総太郎を見つめてきた。決まった、と総太郎は会心の笑えみを浮かべた。

「ユキ、俺はお前を一生幸せに……」

　が、総太郎は最後までその言葉を続けられなかった。なぜならば、その時には総太郎の背はい後ごにすばやく回り込んだ夢姫が完かん璧ぺきなジャーマンスープレックスを決めていたからだ。脳のう天てんを勢いきおいよく床ゆかに叩たたき付けられ、白目をむく総太郎。

「この、大バカッ！　今度という今度は愛あい想そが尽つきたわ！」

　怒いかりに震ふるえながら夢姫は足音荒あらく六尽家を出て行った。投げられて失神しかけた総太郎は、駆かけ寄よった静刃に介かい抱ほうされて復ふつ活かつした。

「総太郎様、ご無事ですか？」

「ユ、ユキ……なぜだぁぁぁ！　ちゃんと男らしいところを見せつけたのに！」

　それがわからないあたり、この男は致ち命めい的てきだった、いろんな意味で。

「総太郎様、春日川夢姫には総太郎様の素す晴ばらしくも男の欲よく望ぼうにまみれた理り想そうが理り解かいできていないだけです」

「そ、そうか……って、静刃。さりげなく嫌いや味み入ってない？」

「気のせいです。それより総太郎様、ケガはございませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶ……いてて、あいつ本気で投げやがった」

　頭をさすりながら立ち上がる総太郎。自分より二回り近く体たい格かくが大きい総太郎を持ち上げて投げるあたり、夢姫のスポーツ万ばん能のうな技ぎ能のうが見受けられた。

「それはそうと、静刃。君ってさ、俺を危き険けんから守ってくれるのも役目じゃないの？」

「無む論ろんそうです。総太郎様をあらゆる害悪から守るのが私の使命です」

「なら、なんで今助けてくれなかったんだよ」

　恨うらみがましく総太郎が言うと、静刃は曖あい昧まいな笑みを浮かべて言った。

「いえいえ、無む論ろん総太郎様をお助けしようと思ったのですが、私とて自分の意にそぐわぬ回答を聞かされては使命に対する情じよう熱ねつを損そこなうのも道理というもの」

「え？　それってどういうこと……」

「申し訳わけありません、私の努力不足ということです。今後はこのようなことがないよう努めますので、お赦ゆるしください」

「あ、あぁ。まぁ、別に怒おこってるわけじゃないけど……でもユキのやつ、どうするかな……」

　総太郎は夢姫の消えていった玄げん関かんを見てつぶやいた。

「総太郎様。そんなに春日川夢姫のことが気になるのですか？」

「え？　それは……まぁな。今みたいな別れ方したら、気になるだろ？」

「総太郎様、私の話をお聞きください」

　静刃が真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてきたので、総太郎も居い住ずまいを正しながら席に座すわった。

「総太郎様は随ずい分ぶんと春日川夢姫にご執しゆう心しんのようですが、差し出がましいことながら忠ちゆう告こくさせていただければ、あの女はお止やめください。総太郎様にはふさわしくありません」

「いや、ふさわしいとかどうとか言われても……」

「では、総太郎様はご自身とあの女の二人の釣つり合いが取れているとお考えですか？」

「それは……」

　総太郎は夢姫との思い出を反はん芻すうしてみた──幼よう稚ち園えんの時、かわいい子と仲良くしてたらユキにラリアットされた。中学の時ナンパしてたらユキにパワーボムを食くらった。高校で評ひよう判ばんのマドンナに話しかけたらユキにフランケンシュタイナーをプレゼントされた。

「全然釣り合ってねぇー！　っていうか、俺の人生に影かげ落としてるだけじゃないか！　あいつさえいなければ、今いま頃ごろ俺はウハウハハーレム人生を満まん喫きつしているのに！」

　仮かりにユキがいなかったとしても上う手まくいったかははなはだ疑ぎ問もん……というか、それは無理だろう、絶ぜつ対たい。

　だが総太郎と対面している静刃は賛さん同どうするように深く頷うなずいてきた。

「そうです。春日川夢姫など百害あって一利なし、むしろ産業廃はい棄き物ぶつも同然のハザードマーク認にん定てい女です」

「そうだ、あの夢ゆめの島不法投棄確かく定てい女め！　俺の青春を返せ！」

　たぶん総太郎は今のままで十分青春を謳おう歌かしている。

「そういうわけですので、総太郎様。あのような春日川夢姫にはさっさと三行みくだり半はんを突きつけ、棄すててしまいましょう」

「え……いや、それは……そこまでしなくてもいいんじゃないか？」

　と、そこに来ると急に総太郎はしり込ごみしてしまう。それこそ、今まで燃もえ上がっていた怒いかり（逆さか恨うらみ）の炎ほのおが急きゆう激げきに鎮ちん火かするように。

「なぜですか、総太郎様」

「いや、だって……せっかく……そうだよ。あいつを棄てたらさ、あんな乱らん暴ぼうな女誰だれにも見向きもされないまま寂さびしい独どく身しんの一生を全まつとうしそうじゃないか。やっぱそれは心苦しいし、俺のハーレム（将しよう来らい構こう築ちく予定、完成予定未定）の末席くらいなら入れてやってもいいんじゃない？」

「総太郎様、お気を確たしかにしてください。慈じ悲ひ深ぶかい総太郎様はあの淫いん売ばい毒どく婦ふの魔ま手しゆにかかって騙だまされているだけです」

　淫売毒婦とはずいぶんな言いようだが、静刃は真剣そのものの表ひよう情じようで続けた。

「総太郎様は素す晴ばらしい男だん性せいです。ですがあまりに余よ人じんを超ちよう越えつした感性をお持ちのため、暗あん愚ぐな大たい衆しゆうはそれが理解できず、総太郎様は今まで孤こ独どくな人生を送ってきたのです」

　物は言いようである。

「そこにあの厚こう顔がん無む恥ちな春日川夢姫が目をつけ、総太郎様の孤独につけ込んで取り入ってきたのです。騙されているのは総太郎様なのです！」

「そ、そうか？」

　力説する静刃とは対照的に、総太郎は懐かい疑ぎ的だった。目の前で異い常じような論理を熱ねつ弁べんする静刃を見て、かえって冷静になっているのである。

　頭を冷やしてみれば、別に夢姫のことを普ふ段だん態たい度どで示しめすほど嫌きらっているわけでもなく、むしろ好意のほうが多い。それは歴然とした事実だ。確たしかに衝しよう突とつは多いが、それを苦く痛つうとは感じていない（感じていたらとっくにケンカ別れしている）。

「総太郎様は、あの春日川夢姫の奸かん智ちによって欺あざむかれているのです。いわば幼よう少しよう期きのインプリンティングによって洗せん脳のうされているだけです。考えても見てください。今の総太郎様にはこの私がいます。私は総太郎様のあらゆるご期待に添そうよう努めますし、それを可か能のうとするだけの実力も持っていると自負します。この上なぜ春日川夢姫にかまける必要がありましょう？」

　静刃も次し第だいに興こう奮ふんしてきたか、感情をあらわにしてしゃべるようになってきた。一方の総太郎は、静刃の押おし付けがましさが鼻につくような気がした。

「いや、でも静刃。どうしてそんな、ユキと張はり合おうとするの？」

「そんな……張り合ってなどいません」

「それにさ、昔から言うじゃないか。そんなの、キャビアと北京ペキンダックを較くらべるようなものさ。どっちも美う味まいことに変わりはない、ってね」

　総太郎は昔見た映画の中のセリフを思い出して言った。

「そんな総太郎様、近代まで見向きもされずに棄すてられていたグロテスクな外見をした魚類の卵たまごの塩しお漬づけと、運動不足で血けつ糖とう値ちコレステロール値ＢＭＩ指数うなぎ上りのアヒルの皮なんかで比ひ較かくされても理り解かいできません。というか、西洋の食材と中ちゆう華か料理を同列で比較しようという基き本ほん姿し勢せい自体に問題があると思います」

　なんか、いろんな意味で敵てきを増ふやしそうなセリフである。

「と、ともかくだ、俺が言いたいのは、君がなんと言おうとユキと別れるとかそういうことは考えられないってことだ。ドゥーユーアンダスタン？」

「……総太郎様のご命令とあらば」

　無表情に静刃は頷うなずいた。その様子を見る限かぎり、心の中では納なつ得とくしていないようだった。

「とにかく、その話はもう終わりだ。後はユキのやつに……謝あやまるのは少ししゃくだな」

　どうせいつものとおり自分が悪いのだろうが、それを認にん識しきすることと実じつ際さいに行動することは別問題だ。というより、ユキにそんなあっさり頭を下げるというのは容よう易いには承しよう認にんできない。そのあたり思春期の少年の複ふく雑ざつな心しん境きようである。

「……ま、いっか。俺、疲つかれたから今日はもう寝ねる」

「そうですか。お休みなさいませ、総太郎様」

「あぁ。オヤジとオフクロも今夜は忙いそがしそうだったから、静刃ももう休んだら？」

「ありがたきお言葉です。それでは、私も私用があるので失礼させていただきます」

　そう言うと静刃はその場で高く跳ちよう躍やくした。そして天てん井じようにまで彼女の体が届とどいたかと思うと、わずかな残ざん像ぞうだけを残して消えてしまった。

「ウーム、さすが忍にん者じや……どうやって消えたんだ？」

　総太郎はしげしげと天井を見上げたが、変わったところはなにも見つからなかった。

「それにしても、忍者か……」

　総太郎は思案深げな様子でうなり声を上げた。

「……忍者の技ぎ術じゆつを身につけたら、女子更こう衣い室しつや女湯に忍しのび込み放題ってか？　うわっ、忍者って素晴らしい！　よし、今度静刃に頼たのんでみよう！」

　総太郎は高まる自分の妄もう想そうに顔を喜き悦えつに染そめ、二階の自室へ向かっていった。もはや彼の頭の中には、数分前までの夢姫と静刃の間での葛かつ藤とうなど完全に消えていた。こういう男なのである。




　夢ゆめ──総太郎はまたも夢の中にいた。夢の中で、彼は小さな少年だった。まだ学校にも行っていないくらいの幼おさない少年。

　彼の目の前には見知らぬ少女が立っていた。今はいつで、そこがどこなのか、彼にはわからなかった。ただ彼の前に少女がいる。今の総太郎にとっての世界は、彼と彼女の二人だけだった。

　少女の顔はひどくぼんやりしているようにも、くっきりしているようにも思えた。黒くろ髪かみと顔の輪りん郭かくだけはわかるのだが、他ほかがひどく曖あい昧まいなのだ。ただ、どことなく見覚えのあるような気がした。

　総太郎と同い年くらいに見える幼い少女は、夢の中で口を開いた。

『……なら結けつ婚こんしてくれますか、わたしと？』

　それに対する返答は、総太郎の口からあっさりと出た。疾とうの昔にその回答が決まっていたかのように。

『あぁ、もちろん。大きくなったら、ぜったい』

　その答えを口にした瞬しゆん間かん、少女の姿が急きゆう激げきに遠ざかっていった。あたかも何者かの手で二人の絆きずなが引き裂さかれたかのように、二人の距きよ離りが離はなれていく。総太郎は必死に前に向かって駆かけながら、手を伸のばした。

『まって、いかないで！』

『いきたくありません！』

　二人の叫さけびもむなしく、伸ばされた手は摑つかむものを得ぬまま無む情じようにも引き離されて……

「総太郎様、起き床しようの時間です」

　そこで涼すずやかな声に起こされた。目を開けると、ベッドの傍かたわらに静刃が立っていた。彼女はすでに制せい服ふくを着ており、髪の毛なども完かん璧ぺきに整えられていた。

「総太郎様。そろそろ起きなくては、学校に間に合いませんよ」

「あ、あぁ……」

　ぼんやりとした目で静刃を見つめる総太郎……次し第だいに頭が覚かく醒せいしてくると、ようやく昨日のことを思い出した。昨日から彼女は一緒に暮くらすことになったのだった。そして昨夜はあの後気分が良くなかったので不ふ貞て寝ねしたのだ。

「総太郎様、ぼんやりなさってどうされたのですか？」

「いや……今け朝さは静刃が起こしてくれたんだなと思って」

　それは今まで夢姫の役やく割わりだった。中学の時から四年以上。それが急に変われば、多少の違い和わ感かんを覚えるのも当然の反はん応のうだ。

「はい。これからは毎朝私がお目覚めの挨あい拶さつをさせていただきます」

「ははは、目覚めの挨拶か……じゃ、キスでもしてくれる？」

　それは総太郎にしてみれば、寝起きのぼんやりした気分をスッキリさせる軽い冗じよう談だんだった。だからあっさり承しよう諾だくされた時は一気に目が覚めるような気分だった。

「はい、お望みならば」

「……マジ？」

　眠ねむ気けは完全に吹ふっ飛んでいた。傍らの静刃はしごく平然としたまま、腰こしを曲げて総太郎に視し線せんの高さを合わせた。切れ上がった双そう眸ぼうが総太郎をまっすぐ見み据すえ、彼女の全身からほのかに香かおるさわやかな香りが鼻び腔こうをくすぐってきた。

「し、静刃！」

「はい、総太郎様」

　その場の雰ふん囲い気きにしたがって、総太郎は思わず静刃の両りよう肩かたを摑んだ。そして静刃のほうはまるでそれを待っていたかのように、総太郎の力に逆さからわずその場に静かに倒たおれていった。

　床ゆかの上で静刃を組み伏ふせるような体たい勢せいになった総太郎。まぁこれは当然の成り行きの結果である。寝起きでなんとなくムラムラとしている健全な青少年の目の前に超ちようがつくほどの美人がいたのである。自分に正直な総太郎ならずとも、押し倒したくなるシチュエーションだ。

「し、静刃……お、俺おれのために毎朝子こ供どもを作ってくれぇぇぇ!!」

　総太郎は叫さけんだ。だが言葉の内ない容ようはあせりまくってゴチャゴチャ……というか、それを実じつ現げんするのは人類には不ふ可か能のうだ。だが静刃は心得ているとばかりに、総太郎の下で頷うなずいた。

「総太郎様の、お望みのままに」

「よし。それじゃさっそく、愛のベーゼを……」

　長い睫まつ毛げの揺ゆれるまぶたを閉とじた静刃の顔に、ゆっくりと顔を近づける総太郎。グロスをつけた静刃の薄うすい唇くちびるに、総太郎の興こう奮ふんが自然と高まる──そんな彼の耳にノックの音が聞こえてきた。

　総太郎はその音にいやな予感を覚えた。心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように脈打ち、冷や汗あせが全身を濡ぬらした。どうして自分はもっと早く周囲の確かく認にんをしなかったのか、後こう悔かいしまくった。

　総太郎が錆さび付いたような動きで顔を上げると、開け放たれた部屋の扉とびらの横に制服姿すがたの夢姫が立っていた。彼女は総太郎たちを見下ろしながら、開いたままの扉を片かた手てで何度も叩たたいてノックしているのだった。

「ユ、ユキ……おはよう」

　総太郎はかすれたような声でそれだけ言うのがやっとだった。蛇へびににらまれた蛙かえるの心しん境きようが今なら痛いたいほどわかると、総太郎は思った。

「おはよう」

　返答するユキは、自然な様子でそう言った。だが総太郎を見み据すえるその眼差しは、冷ややかを通り越こして凍いてつくほどに痛かった。

「いや、ユキさん。君も人が悪い。いるならいると、言ってくれればいいのに」

「いる」

　総太郎の笑い声がむなしくこだました。もはや、夢姫は総太郎とまともな会話をしようともしていないようだった。

「待て、ユキ。これは誤ご解かい、誤解なんだ。だから落ち着け」

「あたしは落ち着いてるわ。それで、六尽総太郎君。誤解ならば、早くその誤解を解といて欲ほしいものだわ」














　夢姫が総太郎をフルネームで呼よんだ。これは夢姫の怒いかりがメルトダウン寸すん前ぜんだという合図だった。総太郎は必死に自分の今の状じよう況きようをごまかす手しゆ段だんを考えた。

　今の状況──寝起きで乱みだれた寝間着姿の自分（朝の男だん性せい特有の生理現げん象しようが発生中）が、制服姿の静刃の両肩を摑んで押おし倒している状態……

　……そんな状況をごまかせるわけないだろ！　二〇〇％押し倒したと誤解されてる！

　誤解もなにも、事実そのものである。だが総太郎は必死に悪あがきを講こうじた。

「ユキ。確たしかにお前から見たら、俺が静刃を押し倒しているように見えるかもしれない」

「総太郎様が押したお……」

「シャラップ！　君は黙だまってろ！」

　余よ計けいな口出しをしようとする静刃を黙らせ、総太郎は続けた。

「だがそれは誤解なんだ。実はこれ、南米のリオデジャネイロから伝わった新しい体たい操そうでさ、こうやって体を動かすと、すごく胎たい教きようにいいっていうヨガなんだ」

　もはや言っている内容はムチャクチャだった。だが夢姫はそこで一回頷いてため息をつくと、ゆっくりと口を開いた。

「……ソータ。昨日は、少し私も悪かったわ。ちょっと短気だったわ」

「え？　そ、そうか？　うん、確かにお前が悪いな。ま、別に俺は怒おこってないから気にしないでいいけどな」

　意外な夢姫の言葉に、総太郎はとっさに話を合わせた。

「それで今朝は謝あやまろうと思ってここに来たの」

「そうか。でも、謝らなくてもいいさ。俺も少し悪かったしな」

　総太郎は少しだけ安心した。どうやら夢姫も総太郎が思っているほど怒ってはいないようである。だが──甘あまかった。

「ところでソータ。一つ言っていいかしら？」

「なんだ？」

「あたし、あんたがベッド上から月詠さんの肩かたを摑つかんだところから見てたの」

　総太郎の動きが凍こおった。それは死し刑けい宣せん告こく書しよに署しよ名めいされたのと同どう義ぎだったからだ。

　夢姫は硬こう直ちよくしている総太郎に近づくや、おもむろに彼の首と腰こしを摑んだ。

「え、なに……」

　総太郎が疑ぎ問もんを浮うかべた瞬しゆん間かん、彼の長身は床ゆかから持ち上げられていた。

「この、ドヘンタイッ[image: ]」

　衝しよう撃げき。総太郎はすさまじい勢いきおいで床に脳のう天てんを叩たたきつけられた。夢姫の必殺、ブレンバスターである。

「あんたは一生月詠さんと仲良くしてればいいのよ！」

　そう叫ぶや、床に逆さかさになって刺ささっている総太郎を振ふり向きもせず駆かけ出していった。

「総太郎様、お気を確かに！」

　静刃がそこでようやく総太郎の救助に向かった。床から総太郎を引き抜ぬき、失神している彼を強く揺ゆさぶった。

「う、うーん、ミキちゃん、君が好きだ……」

「総太郎様、現げん実じつに戻もどってください」

「あ、あぁ……俺は助かったのか？」

「あぁ、総太郎様。ご無事でよかった。私が付いていながらまたも春日川夢姫の暴ぼう挙きよを許ゆるしてしまいました。なんとお詫わびすればいいのか！」

　大おお仰ぎような様子で静刃は嘆なげいてきた。総太郎もさすがに大げさだなと思いながら頭をかいた。ちなみにこの男、夢姫の必殺技わざをまともに食くらったにもかかわらず無む傷きずだ。基き本ほん的に頑がん丈じような体なのである。

「もはや総太郎様に顔向けできません。かくなる上は、死んでお詫びを！」

　と、静刃はその場に正せい座ざするとスカートの下から小こ刀がたなを取り出し、鞘さやから抜ぬいた刃やいばを自分の腹ふく部ぶに向けた。

「だぁぁぁ、やりすぎだっての！」

　慌あわてて総太郎は静刃の手を押さえた。静刃が総太郎の顔を見上げる。

「総太郎様。それではこの私をお赦ゆるしくださるのですか？」

「それはそうだ。こんなことで切腹されたら目覚めが悪いだろ」

「慈じ悲ひ深ぶかいお言葉、月詠静刃感かん謝しやの言葉もありません。かくなる上は、汚お名めい返上すべく憎にくき春日川夢姫の首級しるしをとってまいります！」

　宣言した静刃は制せい服ふくの背せ中なかから日本刀を取り出し、剣けん呑のんな眼まな差ざしを作った。総太郎が慌てて止める。

「待て待て待て！　それはやりすぎだ！」

「ですが、あの春日川夢姫の暴挙は目に余あまります」

「だから、あれでいいんだって。あれはな、照れてるのさ」

「照れている？」

　総太郎は乱みだれた服ふく装そうを整え、前まえ髪がみをかき上げながら言った。

「そうだ。ユキのやつ、俺と静刃が仲良くしているのを見て嫉しつ妬としていたのさ。仲間はずれが悔くやしくて、その悔しさの裏うら返がえしであぁいう行動に出るのさ。あいつは昔からこうだからな、恥はずかしがり屋なのさ」

　総太郎は臆おく面めんもなくそう言ってのけた。しかもこの言葉、かなり本気だ。

「そうだったのですか？」

「あぁ、付き合いの長い俺にはよくわかる。なに、この後適てき当とうに優やさしい言葉でもかければ、あいつはこんなことすぐ忘わすれるさ」

　気楽な感じでそう言うと、総太郎は能天気な笑い声を上げた。そんな主人をじっと見み詰つめていた静刃はポツリとつぶやいた。

「総太郎様は、春日川夢姫のことにおくわしいのですね」

「ん？　なにか言った？」

「いえ、別に」

「じゃ、さっさと着き替がえて学校行くか」

　総太郎が着替え始めたので、静刃は一礼して静かに退たい室しつした。




　制服に着替え、一階のリビングに入った総太郎は唖あ然ぜんとした。いつもならば朝食が用意されているはずなのに、今日に限かぎってテーブルの上にはなにもなかったのだ。

「オフクロ、メシは！」

「あら、まだいたの、総太郎？　今日は早くから学校行くから朝食はいらないんじゃなかったの？」

「んなわけないじゃん！　どこからそんな話が！」

「夢姫ちゃんがそう言ってたわよ」

「ユキ！　どこに行った！」

「さっき登校して行ったわよ」

　総太郎はがっくり肩かたを落とした。どうやら夢姫の怒いかりは相当高まっているようだ。

「まったく、また夢姫ちゃんとケンカしたのね」

　と、母親が腰こしに手を当ててため息をついた。息子の様子を見てだいたいの事じ情じようを悟さとったのである。

「どうせ全面的にあんたが悪いんだろうから、早く謝あやまりなさいよ」

「うるさいな、わかってるよ。それよりなにか食わせてくれよ」

「謝るまでご飯抜き」

「えぇぇぇぇ!!」

「一食抜いたって死にはしないわよ」

　と、母は取り付く島もない様子でそう言った。どうも今朝は彼女も機き嫌げんが悪いようだ。

「なんだ、総太郎。また夢姫ちゃんとケンカしたのか？」

　と、背はい後ごから父親の声がした。考えてみれば昨夜この父の言葉に従したがったらこうなっているのだ。元げん凶きようは父ではないか（←逆さか恨うらみ）。一言文もん句くでも言わねば気がすまない。

「おい、オヤジ。昨日は……って、その顔は！」

「ん？　これか？」

　そこにいた父は顔中に包帯を巻まいてミイラ男のような様相であった。包帯の隙すき間まからわずかに見える肌はだは、赤く腫はれているようだった。

「なに、昨夜母さんと話し合いをしたら、こうなっただけさ」

「……それでオフクロ、機嫌が悪いのか」

「私も今朝は朝食抜ぬきさ。ま、これも男の生きる道だ」

　親指を立てる父を見て、自分はこうはなりたくないな、と総太郎は思った。同時に空くう腹ふく感かんがますます高まってきた。と、そこで背後から静刃が声をかけてきた。

「総太郎様。よろしければ私の朝食をいかがでしょう」

「え？　いいの？」

「はい。いくらでもどうぞ」

　と、静刃が取り出したのは指先ほどの大きさの錠じよう剤ざいのようなものだった。それを数十個こばかり総太郎に渡わたす。

「……なに、これ？」

「忍しのびの携けい帯たい食しよくです。我われ々われはこれを食べて飢うえをしのぐのです」

　そう言うと静刃はその丸薬のような物体を口に入れた。総太郎も恐おそる恐る食べてみる。

「……味がしねぇー」

「塩味がするとのどがかわくので、味つけは最小限げん度どです。ですが一食に十個も食べれば必要最低限の栄えい養よう素そは摂せつ取しゆできるよう配合されています」

「なんだか、ダイエットみたいだ」

　それでも食べないよりはマシなので、総太郎は水と一いつ緒しよにそれを食べた。なんとなく、一時的にだが腹はらが膨ふくれた気分になった。今はこれで満足するしかない。

　総太郎は空腹感をなんとかごまかしながら玄げん関かんを抜け、静刃を伴ともなって一路学校へ足を進めていった。




　水すい天てん主しゆ大学付ふ属ぞく高校二年二組に到とう着ちやくした総太郎は、自分の席に着きながら先に来ていた夢姫の様子をうかがってみた。彼女は昨日と同じく友人と会話していたが、総太郎の視し線せんに気づくとツンと横を向いた。

「ヤレヤレ。まだ照れてるようだな」

　この期ごに及およんでまだそんなセリフが出るとは、この男案外大物かもしれない。

「あれで本当に照れているのですか？」

　横に座すわった静刃が疑うたがわしげに言う。

「なに、あれで結けつ構こう恥はずかしがり屋……って、なんで静刃が隣となりの席に！」

「はい。常つねに総太郎様のおそばにいるため、この席を譲ゆずってもらいました」

　総太郎の隣の席の持ち主だった生徒は、教室の後ろで仲間ともめていた。

「てめぇ、賭かけの参加者が手を貸かすのは禁きん止しだぞ！」

「そんなの知らないね。俺おれは月詠さんが席を譲って欲ほしいと言ってきたから、フェミニストとして譲っただけさ。だいたい俺は『委員長と転校生、どっちが先に六尽をゲットするかレース』には参加していない」

「とぼけるな。てめぇが吉よし田だに頼たのんで自分の分も買わせているのは筒つつ抜ぬけなんだよ！」

　はじめは小声でしゃべっていたが、段だん々だん白熱して互たがいにののしり合い始めた。だがその賭けの対象者たちはあまり気にしていなかった。

「なにか、後ろのほうが騒さわがしいですね」

「放ほっとけよ。このクラスじゃいつものことだ。それより、ちょっとユキのところ行ってくる」

　総太郎はそう言って夢姫に近づいていった。総太郎には夢姫がなぜ今朝からあんなに怒おこっているのか、その理由がだいたいわかっていた。

「よぉ、ユキ。ちょっといいか」

「……なによ、ヘンタイ」

　夢姫が冷たく言う。いつも以上のただならぬ雰ふん囲い気きに、夢姫と話していた女子たちはそそくさと散っていった。

「お前もそんなに怒るなって。今朝のあれは、不ふ可か抗こう力りよくみたいなもんだ。寝ね起おきで寝ぼけてただけさ」

「あたしには嬉き々きとしてやってるよーにしか見えなかったけどね」

　総太郎は肩かたをすくめた。

「ま、俺にも悪いとこはあったかもしれないけど、でもお前が怒おこるのは少しお門かど違ちがいだろ」

「別に、あたしは怒ってないわよ！」

　どう見ても怒いかりをあらわにして夢姫は机つくえを叩たたいた。クラス中の注目が二人に集中する。

「わかってる、お前が怒るその理由も、俺にはちゃんとわかってるさ」

「本当にわかってんの？」

「あぁ、もちろん……女の機嫌が悪い理由なんて三つしかない。太った、男と別れた、アノ日だ、のどれかだ。前者二つは今のお前には当てはまらないから、論理的に考えると、ズバリお前は今生理の真っ最中」

　夢姫は問答無用で総太郎の顔面に真空飛び膝ひざ蹴げりを叩き込こんだ。

「このセクハラ男！」

　総太郎は脳のう震しん盪とうを起こしかけながらも机に手をかけ、必死に体を支ささえた。

「そ、そんな、ユキ怒るなよ。なにが気に入らないんだよ」

　そこで背はい後ごから近づいてきた静刃が口を挟はさんできた。

「総太郎様。きっと春日川夢姫は、重度の便べん秘ぴで苦しんでいるのですよ。だからあんなに全身がむくんで不ふ機き嫌げんなのです。私が調合した強力下げ剤ざいをどうぞ」

「そうだったか、ユキ！　便秘くらいで気にするな。誰だれだってそれくらいするさ。ほら、静刃がお前のために下剤を……」

「もういいわよ、このバカ！　それ以上しゃべらないでっ！」

　そう怒ど鳴なるや、夢姫は脱だつ兎とのごとく教室から駆かけ出していった。あっという間に見えなくなる彼女の背せ中なかを、総太郎は呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「ユ、ユキ……」

「六尽のやつ、よくあれだけ的外れなことができるもんだな」

　と、一部始終を眺ながめていた級友たちがクラスの後ろで話し合っていた。

「まったく、あれじゃいつレースの結果が出るかわからないぞ」

「だから盛もり上がるんじゃない」

「でも、このままじゃ転校生が一歩リードだからな、委員長が不利だ。桜井の不正行こう為いで転校生が少し有利になった分、おれたちで少し委員長にてこ入れしてやろう」

　と、なにやら秘ひ密みつの話し合いが始まったようである。

　一方、呆然としたままの総太郎には静刃が近づいていった。

「ユキのやつ、どうして……」

「総太郎様、春日川夢姫ならきっと、総太郎様の慈じ悲ひ深ぶかい行動に心打たれ、ショックで便通がきたのでごト不イ浄レに駆け込んだのでしょう」

「なんだ、そーだったのか。心配して損そんした、ハハハハハ」

　あっさり立ち直った。つくづくいいかげんな男である。

「……しかし、春日川もつくづく哀あわれだよな。なんであんなバカが好きなんだろ？」

「さぁ。蓼たで食う虫も好き好きってやつでしょ」

　クラスメートたちは夢姫に同どう情じようしてため息をついた。

　ちなみに蛇だ足そくながら、始業時間ギリギリに戻もどってきた夢姫に対し、「便秘治ったか」と大声で聞いた総太郎は再ふたたびラリアットされることになる。




　放課後。授じゆ業ぎようは全すべて何事もなく過すぎ去っていった。だが夢姫は相変わらず総太郎と顔をあわせようともせず、ホームルームが終わると同時に教室から出て行ってしまった。

「まったく。あいつそんなに便秘をばらされたのが恥はずかしいか。女は複ふく雑ざつだな」

　などと総太郎がつぶやいている。それにしても、未いまだにそんなことを考えているとは本当にどうしようもない男である。

「ユキのやつもう帰ったのかな？　静刃もなんか、急にいなくなったし……俺も帰るか」

「六尽！　大変だ！」

　と、血相を変えた級友の一人が教室に駆かけ込んできた。

「今、校こう舎しや裏うらで春日川さんが不ふ審しんな男にからまれている！」

「なに、マジか！」

　と、総太郎も顔を驚きよう愕がくにゆがめて立ち上がった。

「あんな外見中学生のユキにからむとは、そいつは相当なロリコンだな」

「お前、本人に聞かれたらまた殴なぐられるぞ……それより早く助けに行かないと大変だ！」

「そうだな。よし、早く職しよく員いん室しつへ行って誰か先生を……」

「違ちがう！　職員室はダメだ！」

　と、級友は職員室へ行こうとする総太郎を必死に止めた。

「そんなことをしている間に春日川さんが大変なことになったらどうする！　すぐに助けに行くんだ！」

「それもそうか。じゃ、柔じゆう道どう部ぶの柳やなぎと堀ほり井い、手伝ってくれ」

　と、総太郎はクラスでも体たい格かくのいい二人組を呼よんだ。慌あわてて押おし止とどめる級友。

「ダメだダメだ！　六尽、お前一人で行け！」

「どうしてだよ」

「いや……春日川さんは、お前一人に助けを求めていたんだ！　ここはお前一人で行かなければ、男が廃すたるってものだろ」

「お、おぉ！　その通りだ。どんな野や郎ろうか知らないが、俺のユキに手を出すとは赦ゆるさん！　ダンボールに箱はこ詰づめしてイラクへ空くう輸ゆしてやるぞ！」

　と、意気込んで総太郎は疾しつ風ぷうのごとく駆け出していった。それを見送った級友はホッとため息をついた。

「やれやれ、あいつがバカで助かった……」

「よぉ、伊い藤とう。お前、なに考えてるんだよ」

　問われた伊藤は薄うすい唇くちびるをゆがめてにやりと笑えんだ。

「おれの父さんの会社で働いている少し人相の悪い男に頼たのんで、春日川にからんでもらったのさ。そこを六尽が助けに行く。そんでそいつはおれの指し示じに従したがってわざとやられて、助けられた春日川と六尽の仲は元通りってわけさ。まさしく完かん璧ぺきなけーかく！」

「……むっちゃベタだね」

「うるさい！　あまり複ふく雑ざつな作戦だと、六尽はバカだから失敗しかねないんだ！　単たん純じゆんな作戦のほうがいいんだよ！」

「ま、いーか。それじゃみんな、ミニゲームやるぞ。伊藤の作戦が成功するかどうかレース」

「失敗に三袋ふくろ」

「あたしも失敗に五つ」

「ぼくは大失敗に」

「お前ら誰か成功に入れなきゃ賭かけになんねーぞ」

「どいつもこいつもおれの作戦をバカにしやがって！　ならおれが成功に全ぜん財ざい産さん賭けてやらぁ！」

　と、伊藤がやけくそのように叫さけんだ。たちまち周囲から拍はく手しゆが巻まき起こるが、周囲の者の目は罠わなにかかった獲え物ものを前に舌したなめずりする獣けもののような眼まな差ざしだった。なにはともあれ、自分のペースを崩くずさない連中である。




　場面変わって総太郎。彼は全速力で駆けていた。目的はもちろん夢姫を助けることである。今彼はかなり本気だった。

　総太郎は途と中ちゆうで体育用具倉庫により、野球部の使う金きん属ぞくバットを一本拝はい借しやくした。無む論ろん武ぶ器きに使うためだ。

　総太郎は己おのれのうちから湧わき起こる本ほん能のうのような想おもいに突つき動かされ、見み慣なれた幼おさな馴な染じみの小さな姿すがたを求めてバットを構かまえたまま校舎裏に突とつ入にゆうした。マンモス校である水天主付属高校の敷しき地ちは広い。校舎裏はその構こう造ぞう上じよう、建物を大きく迂う回かいせねば入れないため人があまり来ない場所である。

　人ひと気けのないその校舎裏に、果たして夢姫はいた。しかも彼女の前には不審な男がいる。見たところ、夢姫はその男と激はげしく口こう論ろんしているように見えた。

　それを見た瞬しゆん間かん、総太郎の中のなにかがキレる音がした。プチン。総太郎は全速力で二人に接せつ近きんしながら、バットを大きく振ふりかぶった。

「ユキィィィィ!!」

「ソータ！　あんた、どうして……」

　総太郎に背せ中なかを向けていた男が、ようやく振り返った。だが、その時にはすでに総太郎は男の間近にまで迫せまっていた。

「死ねやコラァァァァァ!!」

「ブガッ！」

　男が振り返った瞬間、総太郎の一八〇センチある長身からくりだされた渾こん身しんの一いち撃げきが相手の顔面に直撃した。たまらずその場に倒たおれる男に対し、総太郎はさらにバットで追い討うちをかけた。

「てめぇ、俺のユキになにする気だったんだ、この少女愛好者ロリータコンプレツクス、小児性愛者ペドフアイル、屍体性愛者ネクロフアイル！」

　バットでめった殴なぐりにすると同時、つま先で何度も蹴けり上げる。最初はうめいていた男も、しばらくすると身動きしなくなった。

「ハァ、ハァ、見たか、愛に燃もえる俺のラブラブパワーの前には敵てきはいない！」

　恥はずかしいセリフをきっぱり言い放つ総太郎。彼の脳のう内ないではドーパミンが大量分ぶん泌ぴつされていることだろう。早い話、極きよく度どの興こう奮ふん状じよう態たいでトランスしているのだ。

「ユキ、ケガはないか、助けに来たぞ！」

　総太郎は夢姫を見た。彼女は唖あ然ぜんとして突とつ如じよ現れた総太郎を眺ながめているばかりだった。

「どうしたんだ、このヘンタイに変なことされたのか？　どこまでだ！　キスされたか、胸むねもまれたか、それともヤることヤられてしまった……」

「このバカッ!!　よく見なさいよ！　この人は野の中なか先生よ！」

「え？」

　言われて見れば、総太郎の足元で失神しているのは生徒指し導どうの野中教きよう諭ゆである。メガネは割われ、顔の真ん中にバットで殴られた太い跡あとがくっきり残り、血まみれで失神していた。

「そんな……野中のやつがロリコンだったのか！　このヘンタイ教きよう師しめ！　てめぇ、懲ちよう戒かい免めん職しよくになりやがれ！」

「このバカ！　なに勘かん違ちがいしてるのよ！　野中先生は、あたしに注意していただけよ！」

　夢姫が顔を赤くして怒ど鳴なった。

「なんかうちのクラスの伊藤が話あるっていうからここに来たんだけど、野中先生に見つかって、こんなところでなにをしているんだって聞かれてたのよ！」

「え？　俺は伊藤に、お前が変な男に強ごう姦かんされているって聞いたから来たのに……」

　二人は互たがいに奇き異いなものを見るような眼差しを向け合った。

　──その様子を遠くからうかがっていた二年二組のメンバーは、ため息をついた。

「やっぱこうなったか」

「なぜだぁぁぁ!!　おれの計画がどうして失敗するんだぁぁ!!」

「伊藤、あきらめて全財産よこせ」

「待て、なにかがおかしい。今はみんなで、失敗の原げん因いん究明をすべきではないか？」

「知るか！　おい、こいつ剥むいちまえ！」

　と、伊藤とその他の級友の間で取っ組み合いが始まったその場所に近づく人ひと影かげがあった。

「おや、皆みなさん。そんなところでなにをしているのですか？」

「あ、月詠さん。いや、ちょっとこのアホに敗者の末路を教えているところ……って、なにをあなたは引きずっているのですか？」

　凍こおりついた級友が指差す先には、静刃が片かた手てでボロボロになった人間を引きずっていた。

「あぁ、これですか？　校内に不ふ審しん者しやがいたので、総太郎様を狙ねらう刺し客かくかと思って取り押さえました」

「あっ！　小お前まえ田だ！　お前なにやってるんだよ！」

　と、伊藤が級友を振ふり切り、静刃が持っていた男に駆かけ寄よった。角かく刈がりに四角い顔のその男は、顔中を真っ赤に腫はらしてうめくように言った。

「ぼ、坊ぼつちゃん……なんなんすか、この女。柔じゆう道どう三段だんの俺おれが、手も足も出ないなんて……」

「このバカッ！　てめぇのせいでおれが負けただろうが！　役立たず！　父さんに言ってクビにするぞ！」

　と、すでにボロボロの男に追い討うちをかけて蹴けりつける伊藤。鬼おにだ。

「いったい皆さんでなにを騒さわいでいるのですか？」

「あぁ、実は……」

　静刃に級友の一人が事じ情じようを説明すると、静刃は軽く目をしばたたかせた。

「そんな、皆さんがそんなに総太郎様のことを思って……」

「いや、ただ賭かけを面おも白しろくしたかっただけだけど……まぁ、それも結局失敗だけどね」

「それを私が台無しにしてしまったのですね！　相手が春日川夢姫というのが気に入りませんが、せっかくの総太郎様が喜ぶきっかけを……月詠静刃、一生の不覚！」

「そんな、大げさな」

「わかりました。失敗の責せき任にんを取って、私がこの場をなんとかしてみます！」

　と言うや、静刃はその場で跳ちよう躍やくして周囲に溶とけ込こむように姿すがたを消した。

「……行っちゃった」

「なんか、面白そうだな。もう少し様子を見ようぜ」

　──一方の総太郎と夢姫は、口こう論ろんが続いていた。

「だいたいなにしに来たのよ、あんたは？」

「だから、俺はお前を助けに来たって言ってるだろ！」

「ふーん、そうなの……」

　そこで考え込むような素そ振ぶりを夢姫は見せた。

「なんだよ」

「それってさ、あんたがあたしのことをそれだけ心配してくれたってこと？」

　ニヤリと笑って夢姫が言った。

「なに嬉うれしそうな顔をしてるんだよ」

「ふーん、そうかそうか。ソータがあたしのことをね……あんたもたまには男らしいとこがあるじゃない」

「当たり前だ。ハーレムこそ男の願望！　ハーレムメンバーはまだそろっていないからな、そろうまではお前も重要な構こう成せい員いんの一人だ！」

「って、なによそれ！　それじゃ、あたしのこと心配したんじゃないの!?」

「もちろん心配したに決まっている。お前がいなくなれば……ハーレムに空きスペースができるじゃないかぁぁぁ！」














「いっぺん死になさいっ！」

　夢姫は怒いかりを込めてコークスクリューパンチを総太郎に放った。総太郎はまともにそれを食くらって大きくよろめく。

「な、なんで……」

「この、バカッ！　あんたは一生女の尻しりでも追いかけてなさい！」

「ま、待てよ、ユキ！　俺がお前を心配したってのは本当なんだぞ。そこまで怒おこることないだろ？」

　情なさけない顔で言い寄ってくる総太郎。そんな幼おさな馴な染じみの姿すがたを見ていたら、夢姫の中でわだかまっていたものも消えていった。

「まったく……過か程ていと結果はともかく、心配はしてくれたわけだしね。お礼は言うわ。ありがと、ソーちゃん」

「バッ！　なに昔の呼よび方してんだよ！」

「照れない照れない」

　頰ほおを赤くしたソータの背せ中なかを夢姫が軽く叩たたいた。普ふ段だんとは立場が逆ぎやくだ。

　──あれ、俺、なんかユキと仲直りしてる……これってやっぱ、ユキが俺にゾッコンラブだからだよな？　なんだ、こいつも案外かわいいとこあるじゃん。やっぱハーレム完成の暁あかつきには、こいつのとこにも週一回は顔出してやろう。

　ビミョーな誤ご解かいはあるものの、二人の仲は修しゆう復ふくされたようである。様子を見ていた級友たちも驚おどろいている。

「なんか、春日川と六尽の仲が急きゆう接せつ近きんしている！」

　そこで伊藤が歓かん喜きの声を上げた。

「やった！　やはりおれの作戦は完璧だったんだ！」

『それはないッ！』

　ここで話が終わるならば全すべては丸く収おさまるのだが、そうはいかないのが世の中の不ふ条じよう理り。総太郎と夢姫の目前に、突とつ然ぜん空から降ふってきた人ひと影かげが現あらわれた。かなり高いところから落ちてきたのか、大きな着地音と共に周囲に土が飛び散る。

「うわ、なんだ！」

「その場を動かないでください、総太郎様！」

　突とつ如じよ現れた謎なぞの人影は、顔の下半分に黒い布ぬのを巻まいた謎の女子高生だった。彼女はそばにいた夢姫の肩かたを摑つかむと、手に持っていた日本刀を夢姫の首くび筋すじに突つきつけた。

「この春日川夢姫の命が惜おしくば、動かないでください、総太郎様！」

「って、月詠さん？　いきなりなんなのよ！」

「静刃？　なにやってるんだ？」

「私は月詠静刃などという女ではありません！」

　どう見ても正体バレバレの女子高生は叫さけんだ。

「いや、日本刀持った女子高生なんて、そうそういるわけないでしょ」

「違ちがいます！　月詠静刃はたとえ春日川夢姫のように気に入らない女でも、主君である総太郎様が気にかけている女性に刃やいばを向けるような女ではありません！　だから、私は月詠静刃ではないのです！」

　ムチャクチャな理り論ろんを展てん開かいさせる覆ふく面めん女子高生。

「……あぁ、わかったよ。それで、君はいったいなにがしたいんだ？」

「そうでした……総太郎様、そこを動かないでください！　動いたらこのおじょーちゃんのきれいなおべべが赤く染そまりますよ！」

　時代劇げきの悪役のようなセリフを言う静刃に対し、総太郎と夢姫は呆あきれてどう反はん応のうすべきかわからなかった。

「いや、静刃……」

「ぐはぁぁぁ！」

　総太郎が一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かん、静刃がいきなり後ろへ大げさに転がった。

「え？」

「くっ、さすがは総太郎様。一歩動いただけで私を弾はじき飛ばすとは！」

「いや、なにもしてないし！」

「さすがは海神九く頭ず龍りゆうの末まつ裔えい！　今日のところはこれくらいにしておきましょう！」

　そう言うと静刃は大きく跳ちよう躍やくしてあっという間に見えなくなった。

「……なに、あれ？」

「俺も知らん」

「総太郎様、ご無事ですか！」

　と、総太郎の背はい後ごから静刃がやってきた。

「って、早っ！　今あっちのほうに跳とんでいったのに、なんで逆ぎやく方向から？」

「いや、危あぶないところでしたね。怪あやしい賊ぞくがいたようですが、総太郎様が撃げき退たいしたのですね、さすがは総太郎様！」

「俺なにもしてねーよ」

　静刃は必死に芝しば居いを通そうとしているが、ムダな努力であることは明白であった。

「ま、いーじゃないのよ、ソータ。なんか、突っ込むのもバカらしいし」

　と、夢姫が半分呆れながら間に入ってきた。

「おや、春日川夢姫。ずいぶん総太郎様と親しそうですね」

「当たり前よ。あたしとソータの間にはね、子こ供どもの頃ころからの固い絆きずなが……」

「いや、静刃。ユキも大切だが、当然君も大切だ。だから気を悪くしないでくれ」

　という総太郎の余よ計けいな一言に夢姫のマユが吊つり上がった。

「ちょっと、ソータ、それどういうことよ！」

「ん？　決まってるだろ！　将しよう来らい完成予定の俺のハーレムを作るためには二人とも必要な人員だからな！　アイラビュー！　愛してるぜベイビィ！　俺は今宣せん言げんしよう！　俺は二人とも好きだ！　ついでに世界中のまだ見ぬ女の子たちも愛している！」

「この浮うわ気き者っ！」

　再ふたたび夢姫が手を振ふり上げたが、その手は静刃によって押おさえられた。

「総太郎様になにをする気ですか！」

「月詠さんは気にならないの！　今のこいつのセリフ、明らかに女の敵てきよ！」

「素す晴ばらしいではないですか。ハーレムとはまさしく男だん性せいの浅ましくも下げ劣れつな欲よく望ぼうの象しよう徴ちようです。総太郎様の願望がハーレムならば、この月詠静刃死力を尽くしましょう！」

「ビミョーに本音が混まじってるわね」

　そんな様子をうかがっていた級友たちは。

「……あれで本当に仲直りしたの？」

「ま、振り出しに戻もどるって感じだな、結局は」

「なぁ、おれの作戦が成功するかレースは？」

「それもお流れだな。賭かけ金返金しようぜ」

　と、マイペースにやっていた。が、ふと伊藤がつぶやく。

「あれ？　でも、なんか忘わすれてるような気が……」

「むーじーんーッ！」

　総太郎たちの後ろで地じ獄ごくから這はい出るような声がした。振り返れば、ボロボロになった野中教きよう諭ゆが立ち上がるところだった。

「ヤベッ、完全に忘れてた！」

「貴き様さま、教きよう師しに向かって暴ぼう力りよくを振るうとはなにごとだ！　昨日のことといい、貴様、学園長に頼たのんで即そつ刻こく退たい学がくに……」

「さわがしいですね」

　音もなく移い動どうした静刃の当あて身みにより野中教諭は再び昏こん倒とうした。

「ちょっと、ソータ！　これどうする気よ！」

「俺も知らねーよ。お前、野中と仲いいんだからなんとかしろよ！」

「できるわけないでしょ！」

「総太郎様、それならば私がなんとかいたしましょうか？」

「なんとかできるのか！」

　静刃は自信ありげな笑えみを浮うかべると、日本刀を取り出した。

「死人に口なしと言います」

「殺すのはダメ！」

「……では、記き憶おくを消しますか」

「そんなことできるのかよ！」

「お任まかせください、総太郎様」

　静刃は豊ゆたかに膨ふくらんだ自分の胸むねを軽く叩たたいた。

「我わが月詠流忍にん術じゆつに不ふ可か能のうはありません。月詠流忍術、記憶消去の術で見事、都合の悪い記憶は消去しましょう」

　そう言うと、静刃は背せ中なかからハンマーを取り出した。幼よう児じがうずくまったくらいの大きさがある巨きよ大だいなハンマーだ。相変わらずどこにそんなものを隠かくし持っているのかは謎なぞだ。

「この記憶消去ハンマーで殴なぐれば記憶は全すべて消し飛びます！」

「記憶以前に、命が消し飛ぶわっ！」

「大だい丈じよう夫ぶです、手て加か減げんして殴りますから」

　言うと、静刃は止めるまもなくハンマーを振りかぶった。慌あわてて総太郎と夢姫が離はなれる。振り下ろされたハンマーは見事野中教諭の後頭部に命中。鈍にぶい打だ撃げき音おんが響ひびいた。

「……本当に大丈夫なのか？」

「そのはずです」

　殴られた野中教諭は見たところ、軽くコブができているようだった。静刃が彼を摑つかんで揺ゆさぶると、うめき声を上げた。

「うーん、むじーん、ゆるさーん」

「全然記憶残ってるじゃないか！」

「ではもう一度」

　静刃がすかさず殴ると、野中教諭は激はげしく地面に打ち付けられた。そしてもう一度揺さぶる。

「むじーん」

「まだですか」

　さらにハンマーで殴る。

「ちょっと、本当にそれ効こう果かあるの！」

「もちろんです。このハンマーで、相手の記憶がなくなるまで殴り続ければ、どんな記憶でも消えます」

「その前ぜん提ていがおかしいじゃない！」

「まとめて二、三回殴ってみましょう。それ、光になれー」

　遠とお巻まきに見ている級友たちは慌てていた。

「おい、さすがにやばいぞ。あの三人、なにやってんだ！」

「まさか、口くち封ふうじに殺す気かよ？」

「誰だれか止めなさいよ」

「バカ、俺おれは命が惜おしい」

「……おれ、一抜ぬけた」

「ぼくも」

「あたしも」

　全員がさっさと逃にげ出した。賢けん明めいな判はん断だんである。

　結局その後ハンマーを振ふりかざす静刃を総太郎と夢姫が強ごう引いんに連れ帰ることになる。全身打だ撲ぼくで発見された野中教諭は直ただちに病院に運ばれ、全治一か月と診しん断だんされた。ちなみに全身の痛いたみが激しくて人事不省となっていた彼は、事じ件けんのあらましをすっかり忘わすれていたのである。これが静刃の忍術によるものかどうか、確たしかめる手しゆ段だんはもはやない。







　第三章　邪じや神しんの組からこんにちは







　とある穏おだやかな昼食時の学校。私し立りつ水すい天てん主しゆ付ふ属ぞく高校二年生、六む尽じん総そう太た郎ろうと春日川かすがい夢ゆ姫きは高校校こう舎しやの屋上でため息をついていた。二人の現げん在ざいの気分を表すならば、凶きよう悪あく犯はん罪ざいを行った知人の共犯者と思われて（冤えん罪ざい）逃とう亡ぼう中ちゆうの犯人のような気分だった。わかりやすく言えば、最近転校してきた静刃の引き起こす問題で頭を抱かかえているのである。

「ねえ、ソータ。あたしたち、なんでこんなところに隠かくれなきゃいけないの？」

「教室にいたら、周囲の視し線せんが痛いからだよ」

　そのとおりである。なにしろ静刃ときたら、今日も朝からいろんなことをしでかしてくれたのである。授業中に総太郎の居い眠ねむりを注意した教きよう師しを投げ飛ばしたり、廊ろう下かで総太郎にぶつかった生徒に刀を突つきつけたりと、そんなのは序じよの口。最近は総太郎の能のう力りよくと授じゆ業ぎようレベルが不ふ一いつ致ちであると学園長に抗こう議ぎしたらしい。

　そして静刃がなにか問題を起こすたびに総太郎と夢姫がその後始末をするのである。同どう居きよの仲なのでそれはいいが、いいかげん静刃の非ひ常じよう識しきさにも辟へき易えきしてきたところだ。

「……あぁ、学校で唯ゆい一いつの楽しみは弁べん当とうくらいだよな」

「そうね。教室で落ち着いてゆっくり食べられたらなお良かったけどね」

　夢姫の言葉には棘とげがある。静刃が問題ばかり起こすので教師の風当たりが強くなっていき、休み時間のたびにコソコソこうやって隠れるという生活を送っているのである。

「そう言うなよ。たまにはこうして青空の下で食べる食事もいいもんじゃないか」

「そうね、今日曇くもりだけど」

「……しかし、こうして暖あたたかい春風の香かおりがあるとメシも美う味まくなるよな」

「あたしには二に酸さん化か硫い黄おうの混まじった生温かい風にしか思えないけど」

　夢姫の指差す先、風上には学校の焼却炉からたちのぼる灰はい色いろの煙けむりがあった。

「えぇい、貴き様さまには現げん状じようをより好意的、楽観的に受け止めるというオプティミストの心意気はないのか！　心頭滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずしという言葉は戦国時代の焼き討うちでとある僧そう侶りよが自分の体を焼かれながら言った言葉なんだぞ！　お前にはそういう日本人特有の無む我がの境きよう地ちの意地がない！」

「このバカッ！　今の状じよう況きようにその言葉は当てはまらないわよ！　そんなのはただのやせ我が慢まんじゃない！」

「えぇい、この小こ娘むすめは口答えするか！　罰ばつとして貴様の玉子焼きは没ぼつ収しゆうする！」

　総太郎は夢姫の弁当から黄色い塊かたまりを素す早ばやく摑つかんで口に放ほうり込こんだ。口の中に柔やわらかい食感と甘あまく包み込むような味わいが広がる。

「アッ！　なにするのよ！」

「うむ……甘いな。砂さ糖とうが多い。お前、糖分取りすぎだぞ。そんなことじゃ生せい活かつ習しゆう慣かん病びようや肥ひ満まんや糖とう尿によう病や肥満になるぞ」

「うっさいわね、黙だまんなさいよ！」

「ちなみに今の言葉を要約すると、デブになるぞと警けい告こくしているのだ」

「言わなくてもわかってるわよ！」

　夢姫はそこでまた重いため息をついた。まぁもともと小食だし、今は頭が痛くて食しよく欲よくも落ちているので玉子焼きの一個こや二個で目くじらを立てることはない。

「フム、そっちの肉にく団だん子ごのほうが美う味まそうだな。もらうぞ。ついでにそっちの煮に物ものも」

　総太郎は夢姫の弁当箱からハゲタカのようにオカズを素早く掻かっ攫さらっていった。

「なにすんのよ！　あたしの食べるものがないじゃない！」

「なんだよ、食欲落ちているんじゃないのか？」

「勝手に人の心を読まないでよ！」

「それに、ブロッコリーとミニトマトは残しておいてやっただろう？」

「そんなのをオカズにどうご飯を食べろってのよ！」

　夢姫がいつものとおり声を大きくして怒ど鳴なると、それとは対照的に涼すずやかな声が背はい後ごから響ひびいてきた。

「あいも変わらず騒さわがしいことですね、春日川かすがい夢姫」

　振ふり返れば、そこにはいつの間にか静刃が立っていた。相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつで気配を感じさせない少女である。今までまったく気づかなかった。

「いつの間にそこに！　どうやって？」

「たった今、そこから」

　静刃が指差す先には、屋上の床ゆかの一部が下から押おし上げられ、階下へ繫つながる穴あなが出現していた。

「いつの間に屋上にそんな仕し掛かけを？」

「お気になさらずに」

　静刃は二人の注目を軽く受け流しつつ肩かたをすくめた。

「って、なんで月詠さん、体たい操そう服ふく着ているの？」

「お気になさらずに」

　という言葉どおり、静刃はなぜか体操服を着ていたのだった。次の授業は体育ではないのに。

「グ、グレィトッ！　素す晴ばらしいぞ、静刃。体操服とは、君はツボを押さえているな！」

「はい、総太郎様にお喜びいただけるよう、着き替がえてきました」

　静刃は臆おく面めんもなくそう言った。

「なによ、体操服くらい、あんたいつも見ているじゃない」

「わかってないな、静刃の今の体操服は、他のヒンソーな少女たちとは月とスッポン、というか、アンドロメダ星雲とボウフラくらい差がある。見るがいい！」

　総太郎は静刃を振り仰あおいだ。

「体操服と言えば、マニアの喜ぶブルマ。そして上着は名前の書かれた半はん袖そでが有名だが、静刃が今着ている上着は長袖のジャージ。だが、これはこれでクルものがある！　さらにモモまで長さのあるサイハイソックスをはくことにより、ブルマというアイテムを使いながらも肌はだの露ろ出しゆつを最さい小しよう限げんにしている。だが全身からは男子の視し線せんを摑んで放はなさない魅み力りよくに溢あふれている。しかも静刃のような美形キャラがこれをやると、ギャップが相乗効こう果かを生み出してさらに素晴らしい！」

「お褒ほめに与あずかり、恐きよう悦えつ至し極ごくです」

　力説する総太郎と、表ひよう情じようを変えずに頭を下げる静刃。そんな二人を夢姫はエイリアンでも見るような眼差しで見つめた。

「もう、好きなようにやっていなさい。あたしにはついていけないわ」

「いや、眼がん福ぷく眼福。静刃を見ているだけで満まん腹ぷくになりそうだ」

「お喜びいただけて私も嬉うれしい限かぎりです」

　総太郎は満足げに何度も頷うなずいている。その表情は本心から幸福に満ち足りていた。

「それよりも月詠さん。話があるんだけど」

「私には話がありません」

　夢姫と静刃は互たがいににらみ合い、不ふ穏おんな空気を周囲にみなぎらせた。不ふ倶ぐ戴たい天てんとは彼女たちにふさわしい言葉である。

「まぁ落ち着けよ、二人とも。ここは俺の顔を立てて、おとなしく話し合ってくれ」

「なんであんたの言うことを聞かなきゃいけないのよ」

「総太郎様がそうおっしゃるならば、いたしかたありません」

　それぞれ対照的な反はん応のうが返ってきたが、二人はなんとか話し合う気になったようだ。

「ともかくさ、静刃。君には俺からも話があるんだ」

「なんなりとどうぞ」

　従じゆう順じゆんな静刃の態たい度どに、なにこの違ちがいは、と夢姫が不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

「俺の護ご衛えいをやってくれるのは確たしかに嬉しい。君もよく働いてくれている。でもさ、護衛はもうやらなくてもいいよ」

　総太郎は静刃を傷きずつけないよう、言葉を選んで言ったつもりだった。だがそう言った瞬しゆん間かん、静刃は顔を驚きよう愕がくにゆがめて後じさった。

「総太郎様。それはもしや……遠まわしな、解かい雇こ通つう告こく？」

　解雇もなにも静刃を雇やとった記き憶おくはない。総太郎は首を振りながら続けた。

「いや、そういうわけじゃない。別に君にどこか行けとか言うつもりはないけど、でも護衛はやる必要がないんだ」

「ですが、総太郎様の護衛は我わが使命。それをやらないというのは、我が存そん在ざい意い義ぎの喪そう失しつに等しいことです」

　言いながら静刃はシナを作りながら大げさな仕草でその場に座すわり込み、顔を覆おおった。体操服少女の艶つやっぽいその仕草は、総太郎のハートを直ちよく撃げきした。

「はははは。ま、そんなに気を落とさないで、ＯＫ、わかった。もう、いくらでも護衛しちゃってよ、ユーアーボディーガード」

「って、なに丸め込まれてるのよ、ソータ！」

　話が曲がりそうになったので夢姫が口を出してきた。陰でこっそり舌したを出していた静刃はつまらなそうな顔で立ち上がった。

「またあなたですか」

「月詠さん？　とにかくね、ソータに護衛なんて必要ないの！　そもそもこの日本の犯はん罪ざい検けん挙きよ率りつは世界的にも高レベルなんだから、ソータにはそんな危き険けんなんてないわ」

「これだから春日川夢姫は……話になりません。あなたはまだ総太郎様の価か値ちに気づいてらっしゃらないようですね」

「こいつにそんな価値があるっての？　預よ金きん通帳残高三千円のこいつに？」

「バカ、今は三千六百円あるぞ。千の位で切り上げれば一万円だ！」

　低レベルな争いに静刃はため息をついた。

「お二人ともお聞きください。そもそも総太郎様は、古代『あとらんてぃす大陸』を支し配はいしていた皇こう帝ていの隠かくし子の子孫……」

「って待ってよ、『むぅ大陸』の神官の子孫じゃなかったの!?」

　夢姫の鋭するどいツッコミに静刃はマユをひそめた。

「細かい設せつ定ていをよく覚えていますね」

「あなた絶ぜつ対たいその設定、今考えてるでしょ、二〇〇％行き当たりばったりでしょ！」

「総太郎様のご先せん祖ぞ、ロト様は多才なかたで様々な役やく職しよくを兼けん任にんしていたのです」

「皇帝って、兼任できる職しよく業ぎようなの！」

　話がまったく進んでいない。静刃もそれに気づき、夢姫の反はん論ろんを黙もく殺さつして先に進んだ。

「今そのようなことはあまり重要ではありません。ともかく、総太郎様のその体に流れる高こう貴きな血ち筋すじを快こころよく思わぬやからは無数に存そん在ざいします。そういった連中がすでに暗殺者を差し向けているという情じよう報ほうも入っております」

「本当にいるのかよ、そんな危あぶないやつ？」

　静刃は首しゆ肯こうした。

「六ろ刀と氏はもともとこの国の陰の支し配はい者しや。総太郎様がその座ざに返り咲ざこうとしている今、裏うら社会を牛ぎゆう耳じる暗黒組そ織しきたちが自分たちの地位を守ろうとしています」

「待て、俺は返り咲こうなんて考えてないぞ！」

「総太郎様、権けん力りよくを握にぎれば国中の女じよ性せいはあなたのものですよ」

「よし、俺こそが日本の支配者だ！　ふはははは、全すべての国民は俺の足元にひれ伏ふせ！　貧びん乏ぼう人にんは米がなければ水を飲んで寝ろ！　あははははははは！」

　独どく裁さい者しやモードに入る総太郎を尻しり目めに、静刃は陰でＶサインを作った。夢姫はそんな二人を見て頭を抱かかえた。

「あぁ……、月詠さん、ソータの動かし方覚えちゃった」

「ははははははは、愚ぐ民みんは整列してマスゲームの練習でもしとけ！」

「このバカ、いいかげんにしなさいよ！　あんたが乗せられてどーすんの！」

「ん？……はっ！　そうだった。いつの間にか静刃の話わ術じゆつに乗ってしまっていたぜ。恐おそるべし、さすがは忍にん者じや」

「完全に、二〇〇％あんたのバカさかげんの所業よ」

「話を進めてよろしいでしょうか？」

　静刃が咳せき払ばらいをして言った。

「今はそのあたりの話は置いておきますが、総太郎様の命を狙ねらう組そ織しきがあることは間ま違ちがいありません。現げん在ざい急きゆう先せん鋒ぽうとして総太郎様を狙ねらっているのは邪じや神しん組合です」

「邪神組合？」

　かなり胡う散さん臭くさそうな名前だった。

「その名のとおり、邪悪な神を崇すう拝はいするカルト集しゆう団だんです。その恐おそるべき呪じゆ力りよくによって日本の暗部を支配しています」

　そう言われても、総太郎や夢姫にはあまり現実感のある話に思えなかった。

「なんか、実感涌わかないな」

「連中を甘あまく見てはいけません。連中がその魔ま力りよくをひとたび解放すれば、たちまち内ない閣かく支し持じ率りつが急きゆう下か降こうするのです。歴代首相の中には連中によって退たい陣じんした者も少なくありません。四、五人くらい」

「……なんか、中ちゆう途と半はん端ぱに凄すごい能のう力りよくだな」

　と、その時タイミングよく昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。総太郎は床ゆかに手を突ついて立ち上がった。

「総太郎様。とにかくそういうわけですので、十分注意なさってください」

「わかったよ……注意するから、護ご衛えいの必要はないんだけど」

「それとこれとは話が別です」

「ダメか……」

　結局昼休み中はあまり話が進まなかった。




　午後はとくに騒そう動どうも起きないまま授じゆ業ぎようは進んだ。昼休みの会話で静刃も多少は自重してくれているらしい、というか、そう思いたい。

　本日の最後を締しめくくるホームルーム。担たん任にんの東ひがし峰みね教きよう諭ゆは間ま延のびした口調で事じ務む連れん絡らくをしている。

「はいぃー、中間テストに備そなえて勉強しましょうねぇー。それとぉー、最近学校の近くでキャッチセールスの被ひ害がいが出てるそうですけどぉー、皆みなさん注意するようにぃー。ではおしまいぃ」

　帰き宅たく部ぶの総太郎は授業が終わったら後は帰るのみである。薄うすいカバンを持って少しあわただしい教室内を見み渡わたした。

「おい、ユキ。さっさと帰るぞ」

「あぁ、先帰ってていいわよ」

　夢姫は机つくえから紙の束を出しながらそっけなく言った。

「あたし今日、生徒会の集まりがあるから」

「ん、そーか。待っててやろうか？」

「長くなるからいいわよ。それに……」

　夢姫は総太郎に近づいて小声で言った。

「あんた先に帰って、月詠さんが変なことしないように見み張はってなさい」

「わかったよ」

「じゃ、あたしはもう行くわ」

　生徒会室へ行く夢姫を見送り、総太郎は振ふり返った。そこには当然のような様子で静刃が立っている。

「えっと、静刃……帰ろうか？」

「総太郎様がお望みならば」

　総太郎が歩きだすと、静刃は音もなく続く。進む道すがら周囲の視し線せんが自分たちに集中してくるのが総太郎にもわかった。

　元々マイナーな地方都市では総太郎くらいの上うわ背ぜいがあるとイヤでも目立つ。それにくわえて今は静刃がいる。総太郎と同どう程てい度どの身長（厚あつ底ぞこブーツ含ふくむ）というだけでも目立つのに、目が覚めるほどの美人なのだ。これで目立つなと言うのがムチャである。

　──やれやれ、俺おれのハンサムフェイスだけでも注目度抜ばつ群ぐんなのに、その上静刃でダメ押おししてはこうなるのも当然だな。

　とか総太郎は思っているが、周囲の反はん応のうは少し違ちがう。

「おい、あれが噂うわさの転校生だよ、本当に美人だな」

「でもよりによってなんで二組の六尽と一いつ緒しよなんだ？」

「噂ではもう付き合ってるらしいよ」

「マジで？　あんなヘンタイとあんな美少女がくっつくとは、世も末だな」

　知らぬは本人ばかりとはこのことである。

　校門を抜ぬけてしばらく歩くと人通りも減へり、注目する人間もいなくなった。総太郎の住む赤あか霧ぎり市しのような中ちゆう規き模ぼの地方都市ではこういうものである。

　人ひと気けがなくなるのを待って、総太郎は静かについてくる静刃に尋たずねた。

「なぁ、静刃。聞いていい？」

「なんでしょう？」

「もしかしてさ、ユキのこと嫌きらい？」

　ストレートな問いかけである。なぜこんなことを聞くのかというと、やはり自分の周囲でギスギスした関係があっては居い心ごこ地ちが悪いと総太郎も感じていたからである。

　普ふ段だんの態たい度どを見ていれば答えは自おのずとわかるものだが、静刃はゆっくりと首を振ふった。

「いえ、そんなことはありません」

「でも、いつも仲悪そうじゃないか？」

「気のせいです。私と春日川夢姫は大親友です。それこそ、不ふ俱ぐ戴たい天てんと形けい容ようされるほど」

「ダメじゃん！」

「そんなことはありません。もしも春日川夢姫が銀行強ごう盗とうをしろと言えば、私は喜んでそれを手伝いますよ、彼女が主しゆ犯はん兼けんいざという時の捨すて駒ごま役ならば」

「それって本当に仲がいいのか？」

「重要な役を彼女に任まかせるほど、私は春日川夢姫を信しん頼らいしているということです」

　なんだか煙けむにまかれたような心しん境きようだ。総太郎が腕うで組ぐみをしてどうしたものかと悩なやんでいると、今度は静刃のほうから尋ねてきた。

「それよりも総太郎様。その春日川夢姫はどこへ行ったのですか？」

「生徒会だよ。あいつ風紀委員長だから、会議の時は顔を出さなきゃいけないんだ」

「生徒会？　それはなんですか？」

　意外にも静刃は知らないようだった。静刃の世間知らずさを改めて感じながら、総太郎は手短に説明した。

「なるほど……つまりは、この学校の生徒の最高意い思し決定機関なのですね？」

「まぁ、そうなるかな」

　総太郎が曖あい昧まいに頷うなずくと、静刃はしきりに考え込こみながら何度も頷いた。

「あの……静刃？」

「総太郎様。私、用事を思い出したので失礼いたします。では」

　そう言うや、静刃は大きく跳ちよう躍やくして隣となりの民家の屋根に飛び乗った。そのままあっという間に見えなくなってしまった。

「ウーム、こうやって見ると本当に忍にん者じやだな……っていうか、俺の護ご衛えいはいいのかよ？」

　と突つっ込んでも答えてくれる相手がいない。総太郎は妙みような手持ち無ぶ沙さ汰た感を胸むねに、一人帰き路ろについた。さっさと家に帰ってゲームでもするか、という腹はら積づもりである。

「申し、そこの少年」

　いつも口うるさいユキがいない分、今日は落ち着いてゲームができる。

「そこの少年、待たれよ」

　今日は一気にラスボス戦へ突とつ入にゆうしたいところだ。

「そこのハンサムな青年、お待ちください」

「なんですか？」

　そこで総太郎が振り向くと、相手は疲つかれた顔でため息をついていた。その相手を見た瞬しゆん間かん、総太郎は顔をしかめた。

　そこにいたのは見たこともない男だった。中背で顔は取り立てて特とく徴ちようのないありふれた男。年ねん齢れいは総太郎より若じやつ干かん年上に見える。服ふく装そうは黒いシャツに藍あい色いろのジーンズと、やはりありふれたものだった。

　その男はにこやかな顔で総太郎に語りかけてきた。

「いやぁ、あまりお時間とらせないので、少しよろしいですか？」

「なんの用ですか？」

「実はですね、今日はお兄さんに耳みみ寄よりなお話を用意させていただきました。いやね、とある素晴らしい商品のことなんですが……」

　その口上を耳にした途と端たん、総太郎はホームルームで東峰教きよう諭ゆが言っていたキャッチセールスの話を思い出した。総太郎は反はん射しや的に答えた。

「いえ、それもう持ってますから」

「左さ様ようですか、ではもう一個こいかがでしょう？　いや、一個といわず、二個でも三個でも、今のご時世、一家に最低十個は欲ほしいですからね」

　相手もなかなかのつわものだ。だが総太郎は鋼こう鉄てつの意い志しを以もつて、相手との会話を打ち切るべく動いた。

「悪いけど急いでいるので、それじゃ」

　強ごう引いんに立ち去る総太郎。それに対し男はポツリとつぶやいた。

「残念だなぁ、これがあれば女の子にモテモテなのに」

　巻まき戻もどしボタンが押された。男の下もとに戻った総太郎は言った。

「少しくわしく教えてくれない？」

「はい、もちろんよろしいですとも。こちらをどうぞ」

　と、相手はどこに隠かくし持っていたのか、ツボを取り出した。握にぎりこぶし二つ分くらいの小さなツボで、色は紫むらさき。表面にドクロが浮うき出た見るからに不気味なデザインである。

「はい、これ。見た目はただのツボだけど、実はこれ、大だい邪じや神しんリリカル・ミュミュ様のご加か護ごがある驚きよう異いのツボなんだ」

　大邪神のわりにかわいい名前だ。

「これに向かって自分の願いを言えば、大邪神リリカル・ミュミュ様が直ただちにそれを叶かなえてくれるって寸すん法ぽうさ」

　総太郎は思いっきり胡う散さん臭くさそうな顔で相手を見返した。だが慣なれているのか、男はにこやかに答えた。

「信じてないね？　じゃぁ試ためしてみよう。このツボに向かって大邪神リリカル・ミュミュ様を讃たたえる踊おどりを捧ささげればいいんだ」

　地面にツボを置くと、男は懐ふところからマラカスを取り出して激はげしく振ふりだした。

「アミィィィゴォォッ！」

　叫さけぶや男は両手のマラカスを激しく振りながらサンバを踊りだした。熱い太陽の日射しが似に合あいそうな情じよう熱ねつ的な踊りである。踊りながら男は呪じゆ文もんを唱えた。





　ヘイ　アミーゴォ　みんなで踊ろうサンバ

　踊れば誰だれもが喜ぶサンバ　邪神も思わずサンバ　踊って世界を踏ふみ潰つぶせ

　サンバ　サンバ　三倍の速さでサンバ　真っ赤に塗ぬって三倍サンバ　出力三割わり増まし

　サンサンバンバンサンバ　太陽戦隊じゃないよ　俺たちの魂たましいも燃もえている

　サンバ　サンバ　リリカル　リリカル　ミュミュ　願いを言えよ　アミーゴ

　お金が欲ほしいよ　ミュミュ様　叶えてプリーズサンバ　サンサンバンバンサンバ

　願いを叶えるサンバ　ヘイ　レッツダンシング　アミィィゴォォォ！






　総太郎は関かかわり合いにならないように足早に男から離はなれていった。慌あわてて男が追いかけてきて総太郎の肩かたを摑つかむ。

「待ってくれ！　神しん聖せいな踊りの最中にどこへ行く」

「離せ、この真しん性せい電波野や郎ろう！　俺はもう行く！」

「だってまだ説明が……」

「もうンなわけのわからんツボいらんわ！」

　総太郎は体たい格かくの差を生かして強ごう引いんに男を振り払はらった時、足になにかが当たった。

「ん？　これは？」

　拾ってみると、黒い革かわ張ばりの財さい布ふだった。開けてみると万札が数すう枚まい入っている。

「す、すげぇー」














「おぉ、見たかね？　さっそくリリカル・ミュミュ様の加護があったぞ！　感かん謝しやします、ミュミュ様！」

　ツボに向かって頭を下げる男に対し、総太郎は興きよう味み津しん々しんの顔で尋たずねた。

「それ、いくら？」

「普ふ段だんなら一個四十万円のところを、今なら出血大サービスの九九％引きで四千円。さらにお兄さんがハンサムだから特別に半はん額がくのさらに五割引で一個千円だ、持ってけドロボー！」

「安い！　信じられないくらい安い！」

　確たしかに安い。一個千円ならたとえ効こう果かがなくてもインテリアと思って買えばいい。

「ところでこれ、何個も並ならべてお願いするとより大きな願いが叶うけど、何個買う？」

　総太郎の返事はもちろん決まっていた。

「あるだけくれ！」




　場面変わって、放課後の学校。生徒会室で行われた会議は夕方になってようやく終わり、夢姫は書類をまとめていた。早く帰って夕食のしたくの手伝いをせねばならない。そう考えて手早く動いていると、背はい後ごから声をかけられた。

「春日川さん、よろしいかしら？」

「あ、はい、会長」

　話しかけてきたのはこの水天主大学付ふ属ぞく高校生徒会今期会長、三年の嶌しま智とも香かであった。

　長い髪かみを左右で結ゆった少女で、多少顔立ちがキツイと言われもするが、学園でも評ひよう判ばんの美少女である。

「なんの用ですか、会長」

　尋ねながら夢姫は首をひねった。会長とは生徒会での通り一いつ遍ぺんな付き合いしかなく、普段はあまり話したりはしない。さっきの会議でなにか落ち度でもあっただろうか、と考えていると、相手のほうから口を開いた。

「少しあなたにお尋ねしたいのですけど、よろしいかしら？」

「はい、どうぞ」

　会長は良家のお嬢じよう様さまらしく、口調も丁てい寧ねいだ。

「あなたのクラスに、この前転校生がいらっしゃったそうですわね？」

「はい、月詠さんですか？」

「その方、噂うわさではとてもキレイな子だとか？」

「そうですね。同性だけどつい見とれちゃうくらい美人ですよ」

　会長の質しつ問もんの意図がわからぬまま、それでもハキハキ答える夢姫。

「美人……それはわたくしとどちらが美人でしょう？」

「は？」

「いえ、一いち応おう学園のマドンナとして、聞いておきたいものですわ」

　ほほほ、と口元に手を当てる会長。そう言えば、と夢姫は思い出した。この会長、自分の美び貌ぼうにたいそう自信を持っていて、自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いらしい。美人の転校生が来て対たい抗こう心しんを燃やしているのか、と夢姫は察しをつけた。

「それで、どうなのかしら？」

「あ、はい。そうですね。あたしちょっとそういうことにうといんですけど、どっちかというと会長のほうが上かな？」

　会長のことを夢姫は有ゆう能のうな先せん輩ぱいとして尊そん敬けいしているので、相手を立てる返事をした。それを聞いた会長は満足げに頷うなずく。

「そうですの……ときに春日川さん。あなたその転校生と仲がよろしいのかしら？」

「えぇ、まぁ……それなりには」

「聞いたところによれば、よく一いつ緒しよにいるそうですわね」

　いったい相手がなにを知りたがっているのかわからない。夢姫は曖あい昧まいな笑えみと共に生返事をした。

「まぁ、家が近いもので」

「そう……お友達を増ふやすのはよろしいですけど、相手はよく選んだほうがいいですわよ」

「え？　どういうことですか？」

「お気になさらないで、ただの軽い助言ですわ」

　会長はそれだけ言うと、髪をかき上げつつ後ろを向いて話を打ち切った。釈しやく然ぜんとしないものを感じて夢姫が首をひねっているその時、夢姫は会長のカバンについている奇き妙みようなアクセサリーに気づいた。ドクロのついた紫むらさき色いろのツボだ。

　夢姫の奇き異いの視し線せんを感じたか、会長が振ふり返った。

「あら、春日川さん。これに興味があるのかしら？」

「なんですか、それ？」

「ご存ぞんじないかしら？　今巷ちまたで話題になっている願いを叶かなえる小物ですわ。今時の女子高生なら、必ひつ須すといえるアイテムね」

「へぇー、そうなんですか」

　夢姫は会長の話に引き込こまれていった。会長は理知的に、理路整然とした論ろん法ぽうでその小物の素晴らしさを滔とう々とうと語った。夢姫は会長の話が進むにつれ、そのアイテムを自分も欲ほしいと思うようになってきた。

　夢姫の反はん応のうをうかがっていた会長はにっこりと笑みを浮うかべると、殺し文もん句くを言った。

「もし気に入ったのなら、売っているかたを紹しよう介かいいたしますわよ」

　夢姫の返事は言うまでもない。




　放課後、総太郎と別れた月詠静刃は単身学校に引き返していた。目的は、生徒会を調べるためである。

　──生徒会という組そ織しきがこの学校を支し配はいしているというならば、その組織の長おさの座ざは総太郎様にこそふさわしいものです。日本征せい服ふくの手始めに、この学園から掌しよう中ちゆうに収おさめましょう。それにはまず、敵てきの内ない情じようを調べるのが先決です。

　微び妙みように静刃の誤ご解かいが混まざっているが、ともかく彼女は生徒会室の位置を突つき止めると、中の様子をうかがった。要は、天てん井じよう裏うらから中の様子を覗のぞき見しているのである。

　──中は会議中のようですね。さては、この学校の生徒たちの思想統とう制せいをどう行うかという重要な閣かく議ぎに違ちがいありません。

　静刃は理由もなくそう決め付けると、さらに熱心に中の様子を探さぐった。だが時間が進むにつれ、彼女は自分の考えが間違っていることに気づいた。

　──どうやら中で話しているのは文化祭というものについてのようですね……文化祭がなにかは知りませんが、どうやら大きな祭りのようなものらしいですね。きっと全生徒を整列させて色とりどりのパネルを持たせてマスゲームをやるのですね。

　静刃の見解はともかく、中の会議は数十分で終わってしまったので静刃が思うような情じよう報ほうは引き出せなかった。

　──思ったほど得るものがありませんでしたね。敵の構こう成せいやメンバーの情報を引き出したいところですが……

　と思った時、教室を出る一人の男子生徒が静刃のほうを向いた。そして一いつ瞬しゆんだが、天井裏の静刃と視線があった。

　男子生徒はすぐに正面を向くと、なにごともなかったように去っていった。だが静刃は、その相手から並なみ々なみならぬものを感じ取った。

　──気づいた？　この私の気配を？……あの視線、私を誘さそっているのですか？　よろしい、その誘いに乗りましょう。

　静刃は素す早ばやくその場を離はなれると、目立たないようトイレの天井を切り抜ぬいて降おり、先ほどの男子生徒を追った。




　──そのころ、静刃の存そん在ざいに気づいた男子生徒のほうは、人ひと気けのない校こう舎しや裏うらで息を潜ひそめていた。彼は使い慣なれた小こ刀がたなを右手に握にぎり、静刃が来るであろう校舎と繫つながる道をにらんだ。

　と、その時彼は自分に降ふりかかる殺気に気づいた。咄とつ嗟さに跳とぶのが後数瞬遅おそければ、飛来した手しゆ裏り剣けんの餌え食じきとなっていたのは彼だっただろう。

　驚きよう愕がくと共に上空を見上げると、校舎の壁かべに垂すい直ちよくに立つ静刃の姿すがたがあった。静刃は道ではなく校舎を壁伝いに来たのだ。完全に裏をかかれた。

　だが彼は諦あきらめなかった。同じく手裏剣を投げるべく、懐ふところに手を入れながら着地した瞬間、足元でカチリと硬かたいものを踏ふむ感覚があった。

　次の瞬間、彼の足元から槍やりが勢いきおいよく突つき出てきた。その鋭するどい刃は先さきに靴くつとズボンを切り裂さかれながらも彼は必死に跳んで横に逃にげた。わけがわからない。ここはただの校舎裏のはずなのに、なぜこんな仕し掛かけが？

　だが驚おどろいている暇ひまはなかった。横に跳んだまではよかったが、着地した瞬間地面の感覚が消えた。重力の井戸にはまった彼は下に広がる陥かん穽せいに落ちていった……

「運がよろしいですね」

　頭上からそう声がかけられた。穴のそばに月詠静刃が仁に王おう立だちになってこちらを見下ろしている。夕日が静刃の背せを照らし逆ぎやつ光こうとなっているのでなんとも言えない迫はく力りよくがあった。

「この穴あなは作りかけで、穴底に槍はまだしかけていません。一つ隣の穴なら串刺しだったのですがね」

「いつの間にこんな仕掛けを！」

「どんな時でも対たい応おうできる準じゆん備びを怠おこたらないのは忍しのびとして当然の務つとめです。まぁ、あなたが罠わなを設せつ置ち済ずみだったこの場所に来てくれたのは幸いでしたが、あなた少々注意が足りませんよ」

　彼は落とし穴の底で歯は嚙がみした。どうやら今回は完敗のようだった。

「わかった、降こう参さんだ。だから出してくれないか？」

「こちらの質しつ問もんに答えなさい。あなたは何者ですか？　なんの目的でここにいるのですか？」

「いや、ぼくはただのありふれた生徒だが……」

　そう言った瞬間、頭上から手裏剣が降ってきた。それは彼の頰ほおを掠かすめ、数本の髪かみの毛がはらりと下に落ちた。

「なにをする！」

「すいません。少々手が滑すべったもので」

「明らかに狙ねらって思いっきり投げてたじゃないか！」

「いえいえ。私もあなたと同じく未み熟じゆくでしてね、今のようなウソを聞くとつい感かん情じようが抑おさえきれなくて手が滑ってしまうのですよ。あれだけの身のこなしができるただの高校生が日本にいるとは思えません。お願いですから、もう私の手を滑らせないでくださいね」

　指先で手裏剣を弄もてあそびながら言う静刃の言葉は、形けい容ようのしようがない恫どう喝かつに満ちていた。身の危き険けんを悟さとった穴の底の彼は、慌あわてて手を振ふった。

「待った、確たしかにぼくはただの高校生じゃないが、怪あやしい者じゃない。実は君を同族と見込んで、話があったんだ」

「同族とは不ふ愉ゆ快かいですね。誇ほこり高き我わが月詠一族とあなたを同列にしないでください」

「ともかく、これを見てくれ」

　彼は懐から取り出した紫むらさき色いろのツボを掲かかげた。

「これは実は、邪じや神しんの力が込められた驚きよう異いのツボ！　どんな願いも叶かなうという……うわっ！　土をかけるのは止やめろ！」

　地面をブーツで蹴けりながら静刃は不愉快そうに言った。

「私はそういう冗じよう談だんが嫌きらいなのです」

「待て、これは本当なんだ！　頼たのむから聞いてくれ！　これに向かって願いを言いながら踊おどれば、どんな願いでも叶うんだ！　君も興きよう味みがあると思って、これをすすめてみようと待っていたんだ」

「疑うたがわしいですね」

「なら、その効こう果かを今見せるからそこで見ているんだな」

　と、彼は地面にツボを置きながら言った。静刃は疑わしい視し線せんでそれを見つめる。

　そして……




　夕方、用事が済んで夢姫は六尽家へと帰ってきた。制せい服ふくの上着だけ脱ぬいでエプロンをつけながら台所へと向かう。朝食と夕食のしたくは総太郎の母と共にやるのが夢姫の習しゆう慣かんである。休日は三食全すべてだ。六尽家にはなにかと世話になっているので、これくらいのことをやるのは当然だ。

「あら、夢姫ちゃん、お帰りなさい。今日は遅おそかったわね」

「ごめんなさい、おばさん。すぐ手伝います」

「それなら悪いけど、総太郎を呼よんでくれない？　あの子帰ってくるなり自分の部屋にこもって、呼んでも来ないのよ」

「わかりました」

　夢姫は幼おさな馴な染じみのいる二階へと向かった。どうせ部屋にこもってゲームに興きようじているのだろう。彼のだらしなさは今に始まったことではない。夢姫は腰こしに手を当てながらノックもせずに総太郎の部屋に踏ふみ込んだ。

「ちょっと、ソータ。遊んでないであんたも下で手伝い……」

「ア、ミィィィィィィゴォォッ!!」

　部屋の中で総太郎は両手のマラカスを狂くるったように振りながら絶ぜつ叫きようしていた。

　夢姫は扉とびらを閉しめ、深しん呼こ吸きゆうをした。気分を落ち着け、もう一度扉を開けてみる。

「アミィィィィィゴォォォォォォッ!!」

　総太郎は部屋の中央に置かれたツボに向かって激はげしくサンバを踊っていた。本人はサンバを踊っているつもりだが、夢姫にはチアノーゼを起こして痙けい攣れんしているバカにしか見えなかった。

「……あんた、なにやってんの？」

「はっ！　ユキ！　違ちがうんだ、違うぞ、決してやましいことはなにもしていない！」

　総太郎は夢姫の存そん在ざいに気づくと、慌てて背せ中なかに部屋の中央のツボを隠かくしながら手を振った。

「あんたが自分からそう言う時は、たいがいロクでもないことしてんのよね」

「違う！　俺おれは別に、クソ生意気なお前に天てん罰ばつが下って従じゆう順じゆんな俺の奴ど隷れいになるように、なんて願いはかけてないぞ！」

　語るに落ちるとはこのことである。夢姫は頭ず痛つうを抑えるようにコメカミに手を当てた。

「あ、そ……誰だれが奴隷よ！」

「う、うるさい！　奴隷のなにが悪いというのだ！　そもそも奴隷というと最さい下か層そうと考えるのが一いつ般ぱん的ではあるが、全てがそれに当てはまるわけではない。中世の貴き人じんに仕える美しい女奴隷は主人の寵ちよう愛あいを受ければ下へ手たな貴族より豪ごう勢せいな生活を送れるほどの保ほ護ごを受けていたんだぞ！　貴様にその栄えい誉よある奴隷、クイーン・オブ・スレイブの位を与あたえてやると言うのに、なにが不満だ！」

「全てよ、全て！　満足できる点なんて皆かい無むなくらい不満よ、二〇〇％ね！　そもそも、なんなのよ、このツボ！」

　夢姫は総太郎の部屋の中央に鎮ちん座ざするツボを指差した。数十個こほどのツボがピラミッド状じように積まれている。

「こんなにたくさんどうしたの!?」

「いやさ、帰りがけにセールスマンから買ったんだ。これに願いを言えばどんなことでも叶うっていう保ほ証しようつきのものだぜ。オマケに今ならタオルと洗せん剤ざいまでついてくるお買い得品だ！」

　総太郎は部屋の隅すみに置かれたタオルと洗剤を指差した。まるで新聞の勧かん誘ゆうである。

「だからって、こんなにたくさん買いすぎよ！　それって先生が言っていた、キャッチセールスに引っかかったんじゃないの？　あんたいくら使ったのよ！」

　総太郎は少し言いにくそうにつぶやいた。

「……有り金全部はたいたら、これだけくれたんだ」

「このバカ！　またムダ使いしたわね！　おまけに、こんなものを買うなんて！　あんた騙だまされてるわよ！」

「ずいぶん騒さわがしいですね。発はつ情じよう期きに入った獣けもののあえぎ声のようですよ」

　と言いながら静刃が開け放たれたままの扉から入ってきた。

「あ、静刃。遅かったな」

「それより月詠さんも見てよ、このバカったら、またわけのわからないものにお金使って……」

「おバカさんが総太郎様をさらにバカ呼ばわりとは、滑こつ稽けいな道どう化け芝しば居いのようですね」

　夢姫はその言葉にムッとして静刃をにらんだ。静刃のほうは余よ裕ゆうの様子で泰たい然ぜんとたたずんでいる。

「そのおバカさんってのは、もしかしてあたしのことかしら、月詠さん？」

「おやおや、自覚がおありでしたか？」

「あからさまにあたしに向かって言っていたじゃない！」

「ですが、これを見てはそう表ひよう現げんする以外の道がないでしょう」

　静刃は後ろ手に持っていたカバンを差し出した。ど真ん中に切れ目が入っているのをテープで強ごう引いんに固定しているそのカバンは、夢姫のものである。

「あたしのカバン！」

「中に面おも白しろいものが入ってましたよ」

　夢姫がカバンを取り返そうと動くのに先んじて、静刃はカバンの中身を取り出した。それは総太郎が買ったのと同じ、紫むらさき色いろのツボだった。それが五個こほどカバンから出てくる。

「総太郎様にあれだけのことを言って、ご自分がこれでは話になりません」

「ユキ！　お前、自分だって買ってたんじゃないか！」

「あ、あたしはいいのよ。あたしは会長から譲ゆずってもらったんだから、キャッチセールスに引っかかったあんたとは違ちがうわよ！　会長は信しん頼らいできる人なんだから！」

　夢姫はなんとか自分を正当化しようと必死になっているが、どちらも五十歩百歩である。

「だいたいソータ、あんたのほうは買いすぎよ！　それ、一個千五百円するでしょ！」

「バカ言え。セールスマンは話のわかるやつで、一個四十万のところを千円にしてくれたぞ。さらにまとめて買うから安くしろって言ったら、一個六百円にしてくれた！」

「ウソ！　あたしの半はん額がく以下？」

「見ろ、騙されたのはお前のほうじゃないか！」

「違うわよ、会長はそんな人じゃないわ！」

「あのセールスマンだっていい人間だ！」

「二人とも、お静かに！」

　激はげしく口こう論ろんする二人を見かねたか、静刃が鋭するどい一いつ喝かつを発した。その迫はく力りよくに総太郎たちも思わず動きを止め、静刃に向き直る。静刃は二人が自分を見ていることを確かく認にんした後、頷うなずきながら語りだした。

「お二人の話を聞く限かぎりは、典型的な悪あく質しつ商法ですね。春日川夢姫はともかく、総太郎様までそのような手口に引っかかるとは嘆なげかわしい」

「あたしはともかく、ってどういう意味よ！」

「お黙だまりなさい！　普ふ段だんから強固な自じ己こ意い識しきというものを固持していないからそのような見え透すいた手段に騙されるのです。もっとしっかりと己おのれの信念というものを……」

　静刃が説教モードに入った。総太郎と夢姫は自分が悪いので反論できず、それを甘あまんじて聞いていた。が、そこへさらに顔を出してきた者がいた。

「あ、いたいた。静刃ちゃん、ちょっといいかい？」

　やってきたのはメガネにひげを生やした男だん性せい、総太郎の父であった。彼も手に件くだんのツボを数個持っている。総太郎は鋭するどくそれを見み咎とがめた。

「オヤジ、そのツボは！」

「あぁ、玄げん関かんにこれと同じのが何個もあるんだ。母さんに聞いたらこれは静刃ちゃんのだって言うから。静刃ちゃん、悪いんだけど、あんなにたくさん置かれたら外に出られないから、片かた付づけてもらえないかな？」

　その言葉を聞いた総太郎と夢姫は険けわしい眼まな差ざしで静刃を見つめた。静刃は居い心ごこ地ちの悪そうな顔で視し線せんをそらした。

「自分だって買ってるじゃない……」

「俺たちにばかり、偉えらそうに……」

「いえ、誤ご解かいなさらないでください。これには事じ情じようが、そう、止やむに止まれぬ事情というものがあったのです、富士山より高く、田沢湖より深い事情が」

　静刃は日本一高い山と深い湖の名を出して言い訳わけをしだした。

「どんな事情か、説明してもらおうか」

「それは……なににしましょう？」

　総太郎の問いかけに、静刃は小首をかしげて返した。

「今考えないでよ！」

「いえ、たった今思い出しました。邪じや神しん組合です！　そうです、連中の仕し業わざなのです！」

　静刃は慌あわてて両手を振ふりながら力説した。その言葉に総太郎と夢姫は互たがいに顔を見合わせた。

「邪神組合って……昼に言っていたやつ？」

「そうです！　この日本を陰かげより支し配はいしようと画かく策さくする秘ひ密みつ結社です！　連中の恐おそるべき陰いん謀ぼうの魔ま手しゆが、今や我われらの足元にまで迫せまってきています！」

「月詠さん、話の脈みやく絡らくがまったく摑つかめないんだけど？」

　夢姫の言葉に総太郎も賛さん同どうして頷うなずくと、静刃はマジメな表情で語りだした。

「そう、問題はこのツボなのです。このツボこそ、連中の策さく略りやくを示しめす証左に他ほかなりません！」

「このツボが？」

「そうです。最近この近辺でこういったツボを売りつけるというキャッチセールスが横行しているという極ごく秘ひ情じよう報ほうを小耳に挟はさんでいます」














「極秘もなにも、あたしたちだって知ってるけど……」

　夢姫のツッコミを無む視しして静刃は続けた。

「その一連の動きの黒くろ幕まくこそ、邪神組合に間ま違ちがいありません。このツボに描えがかれたドクロの意い匠しようは、連中のシンボルマークです、たぶん」

「今、聞き捨ずてならない一言を最後に付け加えなかったか？」

「その点に関しては目下鋭えい意い調ちよう査さ中ちゆうですので敢あえて明言を避さける発言をいたしました」

　静刃はどこかの政せい治じ家かのような逃にげ口上でごまかした。

「ともかく、お二人は気づかないのですか？　この巧こう妙みような手口の裏うらに隠かくされた、おぞましいまでの悪意溢あふれる連中の真の意図に！」

「そんなのがあるのか？」

「そう。連中はこの国の未来を担になうべき少年少女の貴き重ちような財ざい産さんを卑ひ劣れつな姦かん計けいをもって強ごう奪だつし、このまま日本経けい済ざいを闇やみから牛ぎゆう耳じろうという恐るべき陰謀を画策しているのです！」

「い、いや……それってメチャクチャ強引な論法じゃない？」

「そもそも証しよう拠こもなにもないじゃない」

　静刃の独どく断だんと偏へん見けん溢れる主しゆ張ちように二人は否ひ定てい的だった。だが静刃は更さらに意い気き込ごんで言った。

「なにをおっしゃいます。私の推すい理りに間違いありません！」

「今のは推理と言うより、完全な空想なんじゃ……」

「正せい義ぎの味方の第六感はそれすなわち事実認にん識しきと同等なのです！　某ぼう仮か面めんをつけたバイク乗りなど、『冷れい凍とうマグロの盗とう難なん事件』のニュースを見ただけでそれが敵てき組そ織しきの行動であると看かん破ぱしたのですよ！　今の私の推理もそれと同じことなのです」

　もはや主張が強引すぎて突っ込む気すら起きない。

「っていうか、月詠さん、外国にいたのになんでそんな日本の特とく撮さつなんて知ってるの？」

「忍にん者じやたるもの、あらゆる情報に精せい通つうしていて当然です」

　静刃は職しよく業ぎよう意識たっぷりに言い切った。そんな知識が本当に役立つのかどうかという疑ぎ問もんはさておき。

「そういうわけで、邪神組合の野望を察知した私は敵の情報を探さぐるべく、連中の構こう成せい員いんと接せつ触しよくしてサンプルとしてこのツボを購こう入にゆうしてきたのです」

　静刃は話をそう締しめくくった。総太郎たちは半分驚おどろき、半分呆あきれて言葉もなかった。

「……なんかもう、話が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて信しん憑ぴよう性せいがかけらもないわね」

「人を信しん頼らいする純じゆん粋すいな気持ちを失った心貧まずしい春日川夢姫には難むずかしい話でしたね」

「いちいち棘とげのある言い方ね……」

「って、ちょっと待てよ。それじゃ、俺が全ぜん財ざい産さんをはたいて買ったこの願いを叶かなえるツボに、効こう果かはないのか！」

　常じよう識しき的な一いつ般ぱん人じんなら、最初からそんな効果など信じない。だがここにいる三人は、いろんな意味で常識的な一般人とは言いがたい者ばかりだった。

「いえ、効果がないかどうかは別問題です。試ためしてみないとわかりません」

「うーん、そうよねぇ。ソータとかのはともかく、あたしは会長にすすめられて買ったわけだし、会長はそんないいかげんなことを言う人じゃないしね」

「こういうものは実じつ際さいに確たしかめてみるのが最上でしょう。試してみましょう」

　そう言うと静刃は部屋の外へ出て階下へ下りると、両手いっぱいのツボを抱かかえて戻もどってきた。

「さっそく実じつ践せんです」

「その前に、何個買ったのよ、月詠さん！　ソータより多いじゃない！」

「五〇個こくらいですかね？」

「いったいいくら使ったんだよ？」

「いえ。捕つかまえた敵の下っ端ぱを締め上げ……ではなくて、話し合いの結果、一個十円で譲ゆずると快こころよく承しよう諾だくしてくれました。総太郎様の日本征せい服ふくを祈き願がんして、私も奮ふん発ぱつしてありったけを買ってきたのです」

「一個十円……あたしのは千五百円なのに」

「どういう交こう渉しようをしたんだよ？」

　そう尋たずねると静刃は遠いところを見るような眼まな差ざしで鼻から息を出した。

「ただの説得ですよ。誠せい心しん誠意溢れる、素す晴ばらしい話し合いの結果です」

「そんなのでよくそこまで安くできたな……」

「えぇ、私の説得に感動したか、最後には相手も感かん涙るいを流しながら快かい諾だくしてくれましたよ」

　総太郎と夢姫は、静刃の相手の苦労がなんとなくわかったので、それ以上は尋ねないことにした。

　三人はツボを部屋の中央に積み上げて準じゆん備びを整えた。

「さぁ、始めようぜ」

　言いながら総太郎は両手にマラカスを構かまえた。夢姫と静刃が奇き異いの視し線せんを向けてくる。

「ソータ。さっきも気になったけど、それはなに？」

「え？　願いを言いながらツボの周りでサンバを踊おどると願いが叶かなうんだろ？」

　それを聞いた二人は一様に首をかしげた。

「変ね。あたしはフラメンコを踊るって聞いたけど」

「私はコサックダンスを踊れと聞きました」

　三人は互たがいの顔を疑うたがわしそうに見つめ合った。

「……騙だまされたんじゃない？」

　夢姫のそのつぶやきに、残る二人から猛もう反発が返ってきた。

「なにを言うんだ、ユキ！　それじゃぁ俺おれたちがバカになるじゃないか！」

「そうですよ、春日川夢姫。この私がまさか、敵の口車に乗せられてこれを買わされたとでも言うつもりですか！」

「いや、だって……怪あやしくない？」

「だからそれをこれから確かめるのです。とにかく、なにかを踊るという点では一いつ致ちしているのですから、全部試してみればいいのです！　さぁ、やりましょう」

「よし、俺のアクロバティックでダイナミズム溢れるダンサー魂だましいを見せてやろう」

「あ、あたしはやっぱ、遠えん慮りよするわ」

　三人の中では一番常識のある夢姫が逃にげようとした。だが、遅おそかった。出口に足をかけたところで背はい後ごから肩かたを強く摑つかまれた。恐おそる恐る振り返ってみると、恐ろしいほど無む表ひよう情じような静刃が立っていた。

「ここで逃げるというなら、あなたは私の敵と見なしますが、よろしいですか？」

　口調は穏おだやかだが、薄うす皮かわ一枚まいを隔へだてたところに鋭するどい刃やいばが見え隠れする剣けん呑のんな意図が隠かくされていた。命の惜おしい夢姫は頷うなずくしかなかった。

「わかっていただければよろしいのです。では、春日川夢姫も一いつ緒しよに踊りましょう」

　うってかわってにこやかに言う静刃の言葉に従したがいながら、夢姫は理り不ふ尽じんな怒いかりと情なさけなくて泣きたいような気持ちの入り混まじった複ふく雑ざつな思いを胸むねに抱いだいた。

「さぁ、準じゆん備びは整いましたね。では始めましょう」

「アミィィィゴォォ！」

「オレェー」

「コサックコサック」

　三人はそれぞれの掛かけ声を叫さけびながら踊りだした。いや、若じやつ干かん一名明らかにおかしい者もいるが、気にしてはいけない。本場のコサックがこれを聞いたら怒おこりだすだろうが、静刃のダンス自体はそれなりに様になっていた。一番有名な、腕うで組ぐみをして中ちゆう腰ごしの体たい勢せいから足を前に出す、あれである。

　それぞれの願いを真しん剣けんに抱きながら、彼らは無心に踊り続けた。口を大きく開けて絶ぜつ叫きようしながら、全身を激はげしく動かし、迸ほとばしる汗あせを撒まき散らし、彼らは情熱的に踊った。

　一心不ふ乱らんに、なにかに取り憑つかれたかのように踊る彼らの姿すがたは圧あつ巻かんであった。はじめはイヤがっていた夢姫もヤケクソになったか、口にどこからか取り出した造ぞう花かをくわえて熱心に踊っていた。はたから見たら完全にイッちゃった集しゆう団だんである。正直邪じや神しん組合とかいうものよりこっちのほうがよほどカルトだ。現げんに姿すがたを見せない三人の様子を見にきた総太郎の両親は、一目見ただけでその場から立ち去ってしまった。

　──三時間後、声の出しすぎと激しい踊りのために酸さん欠けつで倒たおれた三人は、舌したを出して呼こ吸きゆうをしながら叫さけんだ。

『全然効こう果かがないじゃん！』

　もっと早く気づけ、というツッコミを入れる人物はそこにはいなかった。

「おかしい。あのセールスマンの願いはあっさり叶かなったのに」

「だから……騙だまされたって言ってるじゃない」

「もしや、踊りが間ま違ちがっていたのでしょうか？」

　静刃の言葉に総太郎は手を打った。

「それだ！」

「絶対違うと思う、二〇〇％」

「別の踊りを試ためしてみましょう。総太郎様はフラダンスをお願いします。私はタンゴをやってみましょう。春日川夢姫はファイアーリンボーダンスで」

「ちょっと待ちなさいよ！　あたしだけ激しくない？　それにファイアーってなによ！」

「文もん句くが多いですね。なら阿あ波わ踊りでいいですよ」

「だから、あたしだけ動きが激しくない！」

「ゴチャゴチャうるさいぞ、ユキ。さぁ、いくぞ。ラウンドトゥーだ。キャンユーダンス！」

「それを言うならシャルウィーよ！」

　……三人の激げき闘とうは深夜まで続けられた。翌よく朝あさ、近所のゴミ集積所に積み上げられたツボの残ざん骸がいが、三人の奮ふん闘とうを物語っているようであった。

　なにはともあれ、ついに行動に出た恐おそるべき秘ひ密みつ結けつ社しや、邪神組合。その魔ま手しゆ（？）にかかった総太郎たち三人は今回の敗北を次の勝利に結びつけることができるだろうか、戦いは今、遅い火ひ蓋ぶたを切ったばかりである。







　第四章　敵てきは生徒会にあり！







　邪神組合。名前からして異い様ようなその組そ織しきを知る者は少ない。そしてその実じつ際さいの行動を知る者は、更さらに少ない。目的は邪神の復ふつ活かつとされているが、真実であるかどうかは確かく認にんされていない。詳しよう細さいが不明な秘密結社である。

　その本部は意外にも、日本にあった。地方都市赤あか霧ぎり市しのとある建けん造ぞう物ぶつの地下である。今そこでは邪神組合の集会が開かれていた。

　一辺の長さが数十メートルほどの正方形のホールに、数十人の男女が集まっている。メンバーは皆みな比ひ較かく的若わかい、二は十た歳ち前後の者がほとんどだ。全員が紫むらさき色いろのローブのようなものを着けているのが共通点である。

　今ここにいるのは邪神組合の主要メンバーである。元々そんなに有名ではないし、組織のモットーが少数精せい鋭えいなので、実じつ質しつここにいるのが全メンバーであると言ってもいい。本部と呼よばれてはいるが、支し部ぶは存そん在ざいしない名前だけの本部である。

　その部屋の中に今、新たな人物が登場した。一いち段だん高くなった台の上。そこは薄うす絹ぎぬの幕まくが垂たれ下がっており、幕の向こうの様子は浮うき出る影かげから推すい測そくするしかない。今、やってきた人影が台の中央にある椅い子すに腰こし掛かけたのだった。その人影は中ちゆう性せい的なシルエットで男か女かもはっきりわからない。肩かたから下が横に大きく広がっており、マントのようなものを着用しているであろうことくらいしかわからなかった。

「首しゆ領りよう様に敬けい礼れい！」

　誰だれかがかけたその声に、部屋にいた者は幕の向こうに座すわる首領に向かって一いつ斉せいに敬礼をした。両手を胸むねの前で垂すい直ちよくに交差させる独どく特とくの形だ。

　全員が敬礼するのを確認したか、首領は幕まく越ごしにくぐもった声を響ひびかせた。

「皆みなの者、そろっているか」

『はっ、首領様』

「では、これより開会の儀ぎ式しきを始める。皆の者……邪じや神しんを信じてるかぁぁぁ！」

『オォォォォ!!』

　首領の叫さけびにあわせ、全員が声をそろえて絶ぜつ叫きようした。

「世界はリリカル・ミュミュ様のものだぁぁぁっ!!」

『ミュミュミュミュブラボォォォォ！』

「ミュミュ様のために命を捨すてられるかぁぁぁぁぁ!!」

『ミュミュミュミュガンホォォォォ！』

「ミュミュ様のいるモエモエ星に行きたいかぁぁぁぁ!!」

『オォォォォォォ』

「ミュミュ様の天てん罰ばつは怖こわくないかぁぁぁぁぁぁ!!」

『オォォォォォォ！』

「ミュミュ様ファイアァァァァァァ!!」

『ミュミュ様ファイアァァァァァァ!!』

「邪神組合アミィィィゴォォォォ!!」

『邪神組合アミィィィゴォォォォ!!』

「アミィィィィィィゴォォォォォォォ!!」

『アミィィィィィィゴォォォォォォォ!!』

　彼らの絶叫はそのまま一〇分ほど続き、酸さん欠けつで全員が膝ひざをつくころになってようやく終しゆう了りようした。幕の奥おくでさすがに疲つかれたか、首領も嗄かれた声で途と切ぎれ途切れに言った。

「では、これより、第八一回、定期集会を開始する」

「首領、よろしいですか！」

　構こう成せい員いんの一人が挙手をした。幕の奥で頭を振ふって促うながす首領。

「その……この開会の儀式、もう少しなんとかなりませんか？　正直、これでは、集会が始まる前に体力が尽つきてしまいます」

「愚おろか者がぁっ！」

　と、構成員たちの先頭にいた男がやおら立ち上がると、今発言した男を殴なぐり倒たおした。この殴った男を総太郎が見ることができれば、セールスマンの男とすぐに気づくだろう。

「貴き様さまの胸に溢あふれる我われらがミュミュ様への想おもいはその程てい度どなのか、我らの誓ちかいを忘わすれたかぁぁぁっ！」

　セールスマンの男は壁かべをビシッと指差した。板いた張ばりの壁には頭にネコミミ、メガネにメイド服を着けた十代前半と思おぼしき少女の写真が貼はり付けられてあった。

「我らの悲願は十四万八千光年離はなれたモエモエ星におわす大邪神リリカル・ミュミュ様の再さい来らい！　ミュミュ様の来らい迎ごうが叶かなうならば我らは命も惜おしまない！　この儀式はそんな我らの覚かく悟ごを表す聖祭に等しい！　それがなんだ！　体力が尽きるだと？　くたばり損ぞこないのジジイだってこの程度では死なんわ！　貴様のミュミュ様への忠ちゆう誠せいはその程度かっ！」

「申し訳わけありません、自分が間ま違ちがってましたぁぁぁ！」

　殴られた男は再ふたたび敬礼をすると、涙なみだを流しながら絶叫した。己おのれの未み熟じゆくさを恥はじ入り、悔くいる涙である。

「よし！　ミュミュ様への愛は燃もえているかぁぁぁっ!!」

「ミュミュ様モエモエェェェェェェェェェッ！」

「聞こえんぞ！　赤子の泣き声のほうがまだマシだ！」

「ミュミュ様ファイアァァァァァァァァァァッ！」

「ファイアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

「ファイアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

「見よ！　当方は赤く萌もえているぅぅぅぅっ！」

「萌え滾たぎっておりますぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

「よぉしっ！　二度とその想おもいを忘れるな！」

「わかりました」

「バカ者！　口を開く前と後には『みゅ』をつけろ！」

「うみゅ、わかったみゅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　命令していたセールスマンの男はそこで首領のほうに向き直って敬礼した。

「臆おく病びよう風かぜに吹ふかれた愛の奴ど隷れいの矯きよう正せいを終しゆう了りようしました」

「ウム、相変わらず見事な叱しつ咤た激げき励れいである、睦む月つき突とつ撃げき行動隊長よ。貴様の働きぶりにきっとミュミュ様も満足されているだろう」

「光栄です！」

　満足そうに頷うなずいた首しゆ領りようは構成員全員に向かって声高らかに言った。

「皆みなも睦月を見習え。皆の敬けい虔けんな振ふる舞まいは必ずやミュミュ様の目に留とまり、死後はモエモエ星で骨ほねの髄ずいまでとろけるような甘かん美びで享きよう楽らく的生活に現うつつをぬかすことができるぞ」

『オォォォォォ、邪じや神しん組合アミィィィィィゴォォォォォォォォォッ！』

　全員の最敬礼と絶ぜつ叫きようが重なった……もはやカルトだった。誰がどう見てもカルトだった。それ以外に表ひよう現げんの糸口が摑つかめないくらいカルト集しゆう団だんだ。

　ともかく邪神組合の会合はそのまま続き、本当に話し合っているのかどうか疑うたがわしい絶叫をひとしきり繰くり返した後解かい散さんとなった。ただし、皆が去った後も睦月と呼よばれるセールスマンは残り、幕まくの向こうにいる首領に向かって跪ひざまずいた。

「睦月よ。計画はどうなっている？」

　幕の奥からの問いかけに、睦月は笑えみを浮うかべながら答えた。

「全すべて順調です。例の品は、市内の中高生を中心に加速度的に広まっております」

「うむ。ならばよい。リリカル・ミュミュ様の復ふつ活かつには、若わかく健康な人間の思念が大量に必要だからな。引き続きツボを広めてミュミュ様来迎の下した準じゆん備びを整えると同時に、我わが邪神組合の活動資し金きんを手に入れるのだ」

「……あいにくと、様相はそう単たん純じゆん一色ではないようだ」

　と、二人の会話に新たな人物の声が乱らん入にゆうしてきた。

「緋ひ月づきか。なにかあったか」

　首領の言葉に、天てん井じようから音もなく一人の少年が下り立った。小こ柄がらながらも、長い前まえ髪がみの間から覗のぞく目の鋭するどさは相手を威い圧あつする輝かがやきを持っていた。なにを隠かくそう、学校で静しず刃はと死し闘とうを繰くり広げた男子生徒である。ただし、それは死闘どころか静刃の一方的な勝ち戦いくさだったが、緋月は死闘であったと思い込こんでいるのだった。

「ぼくが潜せん入にゆうしている水すい天てん主しゆ高校に、厄やつ介かいなやつがいる」

「この前言っていた月つく詠よみ静刃か」

　緋月は腕うで組ぐみをしたまま頷いた。

「彼女はぼくらの近くにまで迫せまっている。気づくのは時間の問題だ」

「そうか……太古よりこの日本を陰かげから支し配はいしていた六ろ刀と氏に付き従したがう隠おん密みつ集しゆう団だん、月詠一族の後こう継けい者しやか。厄介なことになりそうだな」

「首しゆ領りよう。凶きよう兆ちようは芽めのうちに摘つむべきでは！」

　睦月の言葉にだが首領は難なん色しよくを示しめした。

「まだその時期ではない。今争ったところで、我われ々われには月詠に対たい抗こうするほどの力はない」

「首領。それでは？」

「待つのだ、時を……ミュミュ様来らい迎ごうの時をな！　邪神組合アミィィィゴォォォッ！」

「邪神組合アミィィィィィゴォォォォォォッ!!」

　絶叫する首領と睦月とは対照的に、緋月は冷めた眼まな差ざしで二人を見つめるだけであった。

　──会合が終わったあと、足早に去る緋月を睦月が呼よび止めた。

「待て、緋月」

「……なんの用だい？」

「首領様はあぁおっしゃったが、なんの手も打たないまま放置できるほど月詠は甘あまい相手ではない」

「なんだ。首領の命令に逆さからうのか」

「逆らうのではない。気を回して先んずるだけだ」

　嘲あざけるような緋月の問いに、睦月はムッとして言い返した。

「ともかく、月詠静刃は危き険けんだ。近づいてきているというならば、早さつ急きゆうに処しよ分ぶんしろ。手しゆ段だんは任まかせる」

「六刀氏の末まつ裔えい、六む尽じん総そう太た郎ろうはどうする？」

　睦月はアゴに手を当て、先日接せつ触しよくした総太郎の様子を思い出した。彼の頭の中の総太郎は嬉き々きとした顔でマラカスを振ふり回すバカだった。

「あれは構かまわん。放ほうっておいたところで危険に発はつ展てんする可か能のう性せいすらない」

「……千里の堤つつみも蟻ありの巣から崩ほう壊かいするというのに」

「黙だまれ。緋月、そもそもお前は雇やとわれ者だ。いちいち我われ々われに口答えするな」

「わかっているさ、睦月」

　緋月は自分より年上で立場的にも目上に当たる睦月に対し、友人のような口調で語った。

「ぼくは雇われ者だから君たち邪神組合の考えとか、行動とかは理り解かいできないが、そのことについてどうこう言うつもりはない。雇われている間は、君たちの命令に従したがう。それで文もん句くはないだろう？」

「……月詠静刃、本当にお前に倒たおせるのだろうな？」

　緋月は先日の学校での一いつ件けんを思い出した。敵てきの策さく略りやくにあっさりはまってしまい敗北の辛しん酸さんを舐なめた思い出が脳のう裏りに浮うかぶ。

「……倒すさ、次は必ずな」

「ならばいい……それはそうと、お前もミュミュ様のツボを売ったそうだな」

「あぁ、そうだが」

　緋月は邪神組合の用よう心じん棒ぼう兼けん諜ちよう報ほう員いんとして雇われた忍しのびである。ツボの販はん売ばいは別の仕事だ。

「お前がそこまでやるとは、意外だな」

「別に構わないだろ、ぼくが売ったって」

「それはそうだが……一個一〇円で売ったとはどういうことだ！」

「値ね段だん設せつ定ていはその時々に任せると言っていたじゃないか。目的は資し金きん調達より、ツボの配布なんだろう？」

「それはそうだが……一〇円は原げん価か割われもいいところだ。いったい誰に売った！」

　敵てきに捕つかまって逃にげるために使った、とはさすがに緋月も言えない。

「……任にん務むに戻もどるので、失礼する」

　言うや緋月は跳ちよう躍やくし、影にまぎれてその姿すがたはあっという間に見えなくなった。

「あっ、オイ！……逃げたか。あいつはどうも信用できんな。所しよ詮せんは部外者か」

　ブツブツ言いながら睦月も自分の仕事へと戻っていった。




　一方その頃ころ、赤霧市東部に位置する私し立りつ水天主大学付ふ属ぞく高校、二年二組のクラスでは総太郎が死んでいた。総太郎だけではない、斜ななめ後方にいる夢ゆ姫きも同様だ。

　死んでいるといっても生命活動が停てい止ししているわけではない。青ざめた顔でグッタリと机つくえに伏ふしているのである。目の周りにはクマが浮かび、肌はだは荒あれ、声は嗄かれて生気というものに欠けているのだ。

　原げん因いんは言うまでもなく、昨日の踊おどりである。深夜まで続いた激はげしいダンスと近所迷めい惑わくすれすれの大だい絶ぜつ叫きよう大会に、二人は文字通り精せいも根も使い果たしたのである。クラスメートたちも二人のあまりに尋じん常じようでない様子に、気になりつつも怖こわくて聞けないという様子である。

「あの二人、昨日なにかあったのかな？」

「あんな姿になるまで……二人で互たがいを激しく求め合ったのね」

「ってことは、あの二人がくっついたってことか？」

「それは少し考えにくいな……」

　周囲の下世話な詮せん索さくはともかく、二人は午前の授じゆ業ぎようのほとんどを居い眠ねむりで過すごした。教きよう師しに何度か注意されつつもこうしてなんとか昼休みを迎むかえている。

「ユキィ、生きてるかぁ」

「…………」

「へんじがない。ただのしかばねのようだ」

　なんてくだらないことをやっていると、どこかに行っていた静刃が戻ってきた。

「総太郎様、ただいま戻りました」

　そういう静刃はいつもと変わらぬ涼すずやかな様子で、昨夜の疲つかれなど微み塵じんも残っていないようだった。

「タフだな、静刃……」

「忍にん者じやたるもの、丈じよう夫ぶでなくては生きていけません。非ひ情じようでなければ早死にします」

　そう言いながら静刃は総太郎の正面の席に座すわり、総太郎と向き合った。

「調べてまいりましたよ、総太郎様。我われらの仇きゆう敵てきを」

「仇敵……ってなんだっけ？」

「我らをまんまとたばかってくれた憎にくき邪じや神しん組合一いつ派ぱです」

「あぁ……一晩ばんたって頭が冷えると、邪神組合が本当に関係あるのか疑うたがわしい気が……」

「なにをおっしゃいます、総太郎様！　やつら以外にこのような恐おそるべき陰いん謀ぼうを企たくらむ者はいません！」

「で、なにかわかったの？」

　話が進まないので総太郎は静刃に先を促うながした。

「はい。残念ながら総太郎様と接せつ触しよくした男のほうは情じよう報ほうが少ないため調ちよう査さ中ちゆうですが、他の点は大丈夫です。私や春日川かすがい夢姫が買った相手について調べてきました」

　静刃はそう言いながら二枚まいの写真を取り出した。

「私が買った相手はこの学校の三年生、名前は緋ひ月づき暁さとる。学校の成績は中間だが、運動神しん経けいは良く各クラブから勧かん誘ゆうの手があまたあり、たまに助すけっ人とに出ると大だい活かつ躍やく。現げん在ざいは生徒会副会長の仕事についているためどのクラブにも所属していない。周囲の評ひよう判ばんは、面めん倒どう見みがよく気さくな人物と高評価。猫ねこをかぶる才さい能のうに長たけていると予想されています」

　最後の一言が気になるが、総太郎はあえて無む視しした。理由は、聞く元気がないからだ。

「春日川夢姫が買った相手というのは、同じく三年の嶌しま智とも香か。容よう姿し端たん麗れいで成せい績せき優ゆう秀しゆうという評判の優等生。周囲の評価は見み栄えっ張ぱりで少し自じ己こ中心的。生徒会では会長を務つとめ、クラブは茶さ道どう部ぶに所属しています」

　総太郎は緋月と嶌会長の二人が写った写真を見た。写真の中の二人はそれぞれあさっての方角を見ながらも、顔全体がはっきりわかるように撮とられていた。

「この写真、どうしたの？」

「事実確かく認にんのため、先ほど撮ってまいりました」

「盗とう撮さつかよ！」

「失礼な。堂々と撮ったけど本人がまったく気づいてないだけです！」

　静刃にこの類たぐいの話をしてもムダだということはすでにわかっているので、それ以上追つい及きゆうするのは諦あきらめた。

「二人とも、なにさっきから話してるの？」

　と、夢姫も気になったか、総太郎の隣となりの席に着いた。夢姫も普ふ段だんほど元気はないが、顔色は化け粧しようでごまかしているので総太郎ほどひどくはない。

「この二人のことを調べてきました」

「あ、会長と副会長じゃない。会長のなにを調べたのよ？」

「二人の近辺を洗あらったところ、嶌智香は怪あやしいところは見つかりませんでした。家は地元の名家で、特に邪神組合と関係がある証しよう拠こはありませんでした」

「そりゃそうよ。会長がそんな変な組そ織しきと関係あるわけないわ」

「問題は緋月暁のほうです。学校に届とどけられていた書類と戸こ籍せきの記き載さい内ない容ようが一いつ致ちしていません。家族がいるはずなのに実じつ際さいは一人暮ぐらしのようです」

「なんでそんなことまで知ってるんだ？」

　静刃は大したことはない、という様子で手を振ふった。

「蛇じやの道は蛇へびです。忍者にとってはこの程てい度ど、簡かん単たんに調べられます」

「そういうものなのか？」

「とにかく、怪しいのはこの緋月のほうです。おそらくは邪神組合となんらかの関かかわりがあると思われます」

「副会長が？　なにかの間ま違ちがいじゃない？　見た目少し怖いけど、けっこう優やさしい人よ」

　と、夢姫が緋月を庇かばった。だが静刃は首を横に振る。

「そのあたりのことは、直ちよく接せつ本人に聞いてみればわかるでしょう。おそらくはこの緋月こそがこの事じ件けんの黒くろ幕まくで、嶌智香は緋月の口車に乗っているだけでしょう」

「なんでそう思うの？」

「私のカンです」

　無む根こん拠きよなことを堂々と言いきるあたりに、この月詠静刃という少女の凄すごさがあるのかもしれない。

「そういうわけですので、敵てきの本拠地と思われる生徒会に放課後直接乗り込こみます。そこで全すべての決着を……昨日のツボの代金を返してもらいます！」

「まだこだわってたのか」

「というか、月詠さんのツボは一個こ十円だったんでしょ？　そんなに目くじら立てなくても……」

「値ね段だんの問題ではありません。この私と総太郎様を騙だましたという事実だけで万ばん死しに値あたいします！」

　静刃は拳こぶしを握にぎり締しめて断だん言げんした。彼女にしては珍めずらしく本気で怒おこっているようである。

「お金を返してもらうって言っても、ツボ全部壊こわしちゃったじゃない」

「ツボを返せというなら破は片へんを返してあげます。今いま頃ごろは夢ゆめの島にあるでしょうから、そこへ連れて行けばいいでしょう。文もん句くは言わせません」

　総太郎はまだ話したこともない副会長に少し同どう情じようした。厄やつ介かいな相手に目をつけられてしまったようである。

「そして敵本拠地へ乗り込む際さいには、敵地（生徒会室）に詳くわしい春日川夢姫にも同行してもらいます」

「なんであたしがそんなのに付き合うのよ」

「そう言うなよ、夢姫。俺おれも付き合うから、我が慢まんしてくれ」

「なによ、あんたやけに月詠さんの肩かたを持つわね」

　総太郎は夢姫の袖そでを引いて耳を貸かすようジェスチャーを送り、夢姫の耳元に囁ささやいた。

「静刃を放ほうっておいたらなにするかわかんないから、付いていったほうがお前としてもいいだろ？」

「……それもそうね。じゃあ、それでいいわ、月詠さん」

「話は決まりましたね」

　そこでタイミングよく昼休みの終しゆう了りようを示しめすチャイムが鳴り響ひびいた。

「では、続きは放課後に」

　そういう静刃の姿すがたを見て総太郎は頼たのもしいと感じると同時、そもそも自分はなにをしようとしていたのだろう、という根本的な疑ぎ問もんに思い至いたった。しかもその答えがどうしても思い出せなかった。




　放課後、ホームルームが終わると同時に意気揚よう々ようとした様子の静刃が総太郎に語りかけた。

「さぁ、総太郎様。いざ出しゆつ陣じんの時です」

「やっぱ、行くのか……」

「もちろんです。ほら、春日川夢姫ももたもたしないでください」

「月詠さん、やけに元気ね」

　静刃と対照的に、総太郎と夢姫はこれからどういうことになるか想そう像ぞうすると気が重くなってきた。

「暗い気分で出陣しては勝ち戦いくさでも惨ざん敗ぱいしますよ」

　そういうものか、と総太郎も思ったので無理に作り笑いを浮うかべてみた。

「ほら、ユキもさっさと行って、用よう件けんを済すませて帰ろうぜ」

「そうね」

　と、三人は連れ立って一階にある生徒会室に向かった。少し色あせた感のある扉とびらには『水天主大学付ふ属ぞく高校生徒会』というコルクを切り抜ぬいて作ったプレートがはってあった。

「お二人とも、ここから先は、いえ、すでにここすらも敵てきの勢せい力りよく圏けんです。危き険けんですから、決して私から離はなれないでください」

「そんな大げさな……って、日本刀はまずいからしまってくれ！」

　どこからか取り出した日本刀を構かまえる静刃を慌あわてて抑おさえる総太郎。これでは先が思いやられる。

「刀がダメならば、手しゆ裏り剣けんは？」

「そういうものは全部ダメ！　俺たちは話し合いに行くだけなんだから！」

「……ですが、凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しやが目前に迫せまってきた場合でも最後まで話し合いを固持しなくてはいけないのですか？　自じ衛えいのための実力行使は正当だと思います」

「どこの国の言い分よ！　だいたいこんな日本の高校で、いきなり襲おそい掛かかってくるような事じ態たいになるはずないでしょう！」

「……わかりました。武ぶ器きの使用は極きよく力りよく控ひかえましょう」

　静刃もシブシブ納なつ得とくして刀剣類を片かた付づけ、生徒会室の扉に手をかけた。

「では参りましょう。扉の隙すき間まから煙けむり玉だまを投げ込みますので、敵が混こん乱らんしている隙になだれ込んで発見即潰滅サーチアンドデストロイで……」

「全然わかってないな、君は！」

「なんであたしたちの言うことが聞けないのよ、月詠さん！　あなた本気で電波？」

「今のは冗じよう談だんです……チッ」

「最後の舌した打うちはなんだ！」

「ともかく、中に入りましょう」

　今度こそ扉を開ける静刃。開け放たれた扉の中、生徒会室では……

『ア、ミィィィィィィゴォォォォォォォォォォォォォッ[image: ]』

　踊おどり狂くるっていた、制せい服ふくを着た生徒たちが、中央に置かれたツボを中心に、マラカスを振ふって絶ぜつ叫きようしながらサンバを。

　静刃は静かに扉を閉しめて振ふり返った。

「……帰りましょうか」

「いや、今のはちょっと無む視しできないだろ！　というか、俺としてもあんま近づきたくない気分だけど、あれを見たら捨すててはおけないだろ！」

「っていうか、あたし、思いっきりデジャヴューなんだけど」

「仕方ありませんね。他ほかに手がかりがないのも事実ですし」














　静刃が再ふたたび扉を開けた。生徒会室の中では、

『オ・レェェェェッ！』

　踊り狂っていた、生徒たちが、口にバラをくわえ、情じよう熱ねつ的なフラメンコを。

　静刃は再び扉を閉めた。

「……すいません。日本の高校生の信じられない実じつ態たいから私は立ち直れないほどの衝しよう撃げきを受けてしまいました」

「いや、今の異い様ような光景を日本全国の高校生に当てはめたりしたらきっと文もん句くが来るぞ、文部科学省の中央教育審しん議ぎ会かいあたりから！」

「いきなりなんでそんな話が大きくなるのよ！　というより、あんたってバカのくせにどうしてそういうどうでもいい名前とか覚えてるのよ！」

「ふっ、ムダな知ち識しきこそマニオタにとっては誇ほこりだ！」

「開きなおるんじゃないわよ！」

　いつもどおりの漫まん才ざいを一通りやった後、三人は上がった息を整えた。

「と、とにかく、もう一度開けますよ」

「あぁ、今度は覚かく悟ごができている。もうなにが出てきてもびびったりしないぞ」

「そうね。たとえ中で踊っているのがコサックダンスだろうと阿あ波わ踊りだろうと人食い人種の戦いの踊りだろうと、なんでも来いよ！」

　三人はテンションを上げながら三み度たび扉を開けた。

『ミュミュ様モエモエェェェェェェェェェェェェェェェェッ!!』

　中の生徒たちは雄おたけびをあげていた。全員がネコミミにメガネをつけて、取り憑つかれたように天てん井じようを仰あおいで絶叫していた。

　静刃は三度扉を閉め……

「たら、話が進まないからこのまま行くぞ！」

　総太郎が閉まりかけた扉を押おしのけ、その異様な教室内に飛び込んだ。

『ミュミュミュミュファイヤァァァァァァァァァァァァァァッ!!』

「あぁ、お取り込み中悪いけど、ちょっといいかな？」

　と、とりあえずネクタイの色から下級生を探さがして話しかけてみる。小こ柄がらな少年がネコミミにメガネで装そう飾しよくされた顔で振ふり向いた。

「はい、なんですか」

「くっ……男がやるにはそのアイテムはキツイ」

「バカ言ってないで、話を進めなさい！　と、これはいったいなんの騒さわぎなの？」

「あ、春日川先せん輩ぱい。これは大だい邪じや神しんリリカル・ミュミュに願いを叶かなえてもらう儀ぎ式しきですよ」

　と、夢姫と顔見知りらしいその一年生はそう説明した。

「リリカル・ミュミュ？」

「そうですよ。絶対願いごとが叶うって、大人気なんですよ。先輩も一いつ緒しよにやりません？」

　そう言って誘さそってくる一年生に、総太郎たちは顔をしかめた。

「騙されてるやつが、他にもいたか……」

「いい？　それはインチキなのよ。そんな踊りをやっても得られるのは後味の悪い羞しゆう恥ち心しんだけよ」

「そんなことないですよ。だって僕ぼくら、もう願いが叶いましたもの」

「え？」

　下級生のその言葉は総太郎たちにとっては少々意外だった。

「あそこの田た中なか先輩は彼女が欲ほしいって言ったら昨日告白されて、あっちの佐さ藤とうさんはお金が欲しいって言ったら宝たからくじで四等が当たったんですよ。僕は欲しかったパソコンが懸けん賞しようで当たったんです」

「本当に？」

「はい。だからみんな次の願いを叶えてもらおうとしてるんです」

　そう言うとその一年生は再び絶叫する集しゆう団だんの中に戻もどって叫さけびだした。今の話を聞いて衝しよう撃げきを受けた総太郎たち三人は、思わず立ち尽つくしていた。

「そんな……いったいなにがあったの？」

「そーだ！　どうして俺たちだけ願いが叶ってないんだっ！」

「って、今この状じよう況きようで悩なやむのはそこじゃないでしょ！」

「やはり、踊おどり方が間ま違ちがっていましたかね？　リズムは一六ビートだったかも……」

「そんな速さでフラメンコやコサックダンス踊ったら死ぬわよ！」

「と、ともかく、どうするんだ？」

　総太郎の問いかけに一同が黙だまった。とりあえず生徒会室で絶叫するイッちゃった集団を説得するのは無理そうだ。ではどうするか……と、そこで静刃が手を叩たたいた。

「そうです。彼らはおそらく、邪神組合の毒どく牙がにかかって洗せん脳のうされているに違いありません！」

「そうなのか？」

「えぇ、彼らの濁にごったあの目を見てください！　明らかに正気を失っています！」

　彼らの目は濁っているというよりは、欲よく望ぼうの輝かがやきでギラギラしていた。

「まぁ、普ふ通つうの状じよう態たいじゃないってのは認みとめるけど……」

「おそらくは近くに彼らを操あやつる黒くろ幕まくがいるはずです！　それをどうにかしない限かぎり、彼らの洗脳は決して解とけません！」

　静刃がそう言った途と端たん、絶叫が途と絶だえた。なにごとかと見てみれば、先ほどまで踊り狂っていた者たちがみなメガネやネコミミをはずし、ツボを片かた付づけたりしていた。

「じゃ、今日のお祈いのりはこれくらいにしよっか」

「そうだね。さすがに叫びすぎて疲つかれたよ」

「でも、これでまた願いが叶うかと思うと、心ここ地ちよい疲れだよね」

　口々にそう言いながら全員が散らかった室内を手早く片付けると、あっけに取られる総太郎たちを尻しり目めにさっさと部屋から出て行った。総太郎と夢姫は、どういうことだ、という視し線せんを静刃に投げかけた。静刃は一度咳せき払ばらいをして答えた。

「どうやら敵てきの黒幕は私たちの存そん在ざいを察知し、逸いち早はやく逃とう走そうしたために彼らの洗脳も解けたようですね」

「それはまたずいぶんと都合のいい解かい釈しやくね、月詠さん」

「事実は小説より奇きなりと言います」

　ともかく、これで手がかりが途絶えてしまった。一同がまた首をひねっていると、再ふたたび静刃が手を叩いた。

「そうです！　そもそもの元げん凶きようは会長と副会長の二人のはず！　二人はどこですか！」

「そう言えばそうだったっけ」

　当初の目的を思い出し、三人は室内を見み渡わたした。少なくとも、先ほど踊っていたメンバーの中に二人はいなかったはずである。

　と、その時、生徒会室の奥おくにある扉とびらが開き、奥から一人の少女が出てきた。

「どなたかいらっしゃいますの……あら、春日川さん」

「あ、会長……って、なんてカッコウしてるんですか！」

　現あらわれたのは生徒会長嶌智香その人であったが、そのカッコウは異い常じようであった。ネコミミにメガネは無む論ろんのこと、メイド服まで着用しているのである。しかもミニスカートのすそは短すぎて、その奥にはいている紺こん色いろのブルマが見え隠かくれしていた。

「そのわけのわからないカッコウはなんですか、会長！」

「あら、春日川さん。ご存ぞん知じありません？　これが流行の最さい先せん端たんを先取りしたファッションですのよ」

　臆おく面めんもなくそう言ってのける会長を目にして、総太郎はサムズアップした。

「グッジョブ、会長っ!!　まさに眼がん福ぷくです!!」

「あら、あなたはたしか……六尽君でしたわね。喜んでもらえたかしら？」

「もう最高っす！　感無量とはこのことですね！」

「あぁ、会長、どうしちゃったんですか？　会長はそんな、ソータが喜ぶカッコウをする人じゃないでしょう！」

「あら、春日川さん。それは誤ご解かいですわ。わたくしは元々こういう性せい格かくですのよ」

「つ、月詠さんからもなにか言ってよ！」

　夢姫はわらをも摑つかむ想おもいで静刃を振ふり返った。だが、その摑むべきわらは部屋の隅すみで上着を脱ぬぎかけているところだった。

「そっちはそっちでなにしてるのよ、静刃さん！」

「あんなわけのわからない女ごときに総太郎様の心を奪うばわれるわけにはいきません。向こうがネコミミメガネメイドブルマ会長ならば、こちらは巫み女こ人ひと妻づま妹転校生で対たい抗こうを……」

　どこかから取り出した巫女服を着込こみだす静刃に向かって思わず夢姫は叫さけんだ。

「巫女の上に人妻なんてわけわかんないわよ！　そもそも巫女って結けつ婚こんしていいの！」

「巫女の結婚は宗しゆう派はによって違ちがいます。我わが月詠流神しん道とうでは婚こん姻いんを認みとめています」

「そんな神道あるんだ」

「はい、私が開かい祖そです」

「月詠さん、あなた絶ぜつ対たい、二〇〇％今作ったでしょ！」

　叫ぶ夢姫の肩かたを総太郎が叩たたいて落ち着かせた。

「あぁ、ユキ。俺おれが言うのもなんだが、お前のツッコミはずれているぞ」

「う、そう言えば……」

「とにかく、美お味いしいシチュエーションなら何なん個こあってもＯＫ。というか、たとえ狙ねらいがあざとかろうと中身の人間が美人ならば問題ナッシング！」

「あんたは結局それか！　このバカ！」

　夢姫が力説する総太郎に向かってフライングクロスチョップを放つ後ろで、巫女服を着た静刃が立ち上がった。

「総太郎様、いかがですか！　私の新作巫女人妻妹転校生は！」

「あなた、もしかして噂うわさの月詠静刃さんかしら？」

　と、会長が上体をそらした体たい勢せいで静刃の前に立った。

「そうですが、どなたです？　この、適てき当とうに萌もえネタを詰つめ込んどけばどれか当たるだろ的なあざといカッコウをした女は？」

「いや、月詠さんだけには言われたくないと思うけど……」

「その人は会長の嶌先せん輩ぱいだよ」

「あぁ、そう言えば写真と同じ顔ですね。頭悪そうなカッコウをしているから気がつきませんでした」

「ずいぶんなご挨あい拶さつですわね、月詠さん」

　マユをヒクつかせた会長が腕うで組ぐみをして静刃をにらんだ。静刃は涼すずしげな顔でそれを受け止める。今日の静刃はいつにも増まして毒どく舌ぜつだ。会長に敵てき愾がい心しんを持っているようである。

「あなた、先輩に対する口のきき方というものをご存じないのかしら？」

「はい、敬けい愛あいすべき大先輩様。小生は辺へん境きようにある片かた田舎いなかより上京してまだ日も浅いため見聞が狭せまく、更さらに加えて粗そ野やな気き性しようも相まって大先輩様をご不ふ快かいな気分にさせてしまったようで大変申し訳わけなく思います。よもや校内でトチ狂くるった三流レイヤーのようなカッコウをなさっているのが敬愛すべき大先輩様であったとは田舎者の小生には皆かい目もく想そう像ぞうだにしなかった事実であったというわけでございます」

　静刃の必要以上に丁てい寧ねいぶった口調はあからさまに会長を侮ぶ蔑べつした皮肉だった。当然会長はますます怒いかりを募つのらせ、顔を赤くしたり青くしたりしている。

「……あなたとは決着をつける必要があるようですわね」

「その意見には賛さん成せいですね」

　互たがいを敵てきと認にん識しきした会長と静刃は、ジリジリとにじり寄よっていく。巫女とメイド姿すがたの美少女が並ならぶのは面おも白しろい光景ではあるが、雰ふん囲い気きは正に一いつ触しよく即そく発はつである。

「そもそも、巫女人妻妹とはなんですの！」

「わかっていませんね。巫女、人妻、妹、全すべてに共通するのは神しん聖せいで、穢けがしがたい対象であるということです！　特に日本人男だん性せいは女性の恥はじらいというものを重じゆう要よう視しする傾けい向こうがあるため、この三つの要よう素そに傾かたむかない日本男児は存そん在ざいしません。あなたのように適てき当とうに要素を詰め込んだエセレイヤーとは格かくが違ちがいます！」

「なんですって。時代はインターナショナルですのよ！　そのように対象を限げん定ていして考えると自分の世界をもせばめる結果となりますわ。だからこそ、わたくしはあえてこのようなカッコウをしているのですわ」

　会長は自分の胸むねを叩たたいた。威い厳げんに溢あふれる言葉である。カッコウがネコミミメガネメイドブルマーじゃなければもっと威厳があっただろう。

「そもそも、あなたのカッコウこそわかりません。巫女はその服でわかりますけど、人妻と妹は外見ではわかりませんわ！」

　静刃は無言で左手を上げると、薬指に指輪がはまっていた。どうやらこれが人妻の証あかしらしい。

「ならば妹は！」

「戸こ籍せき謄とう本ほんを用意しました」

　静刃が差し出した紙を見ると、そこには筆頭に六尽総太郎と書かれ、その次に六尽静刃と書かれてあった。間柄の欄らんには『妹』と書かれてある。

「こんな戸籍謄本があるものですか！　明らかに偽ぎ造ぞうですわっ！」

「……あの、静刃。さっきから話がまったく進んでないんだけど……」

「あ、そういえばそうでしたね。わかりました。そろそろ決着をつけましょう」

　静刃が咳せき払ばらいをして巫み女こ服ふくの襟えりを自ら摑つかむと、一気に引いて剥はぎ取った。巫女服の下からはさっきまで着ていた高校の制せい服ふくが現あらわれる。どういう仕組みかは不明だ。

「生徒会長嶌智香。あなたに用はありません。用があるのはあなたの後ろの黒くろ幕まくです！」

「黒幕だって？　そんなのいるのか！」

　総太郎の疑ぎ問もんに、静刃は頷うなずいた。

「根本的に、こんな場所でこんなカッコウをする人間が正気のはずがありません。何者かの手によって操あやつられているのです！」

　確たしかに冷静に考えればそうである。だが、そういう正せい論ろんはさっきまでコスプレ合戦をしていた張ちよう本ほん人にんにはできれば言って欲ほしくなかった。

「まぁ、そう言えばそうだな」

「さぁ、姿すがたを現しなさい、黒幕！」

「なにを言っていますの、あなたは？」

　と、メイド服の会長は首をかしげた。

「あくまでとぼける気ですか。ですが、ならばこちらにも考えがあります……月詠流忍にん術じゆつ、洗せん脳のう強きよう制せい解かい除じよの術を使うしかないようですね」

　名前からして怪あやしげな術だ。静刃は口元に笑えみを浮うかべながら、スカートの下から鉄パイプを取り出した。長さ一メートルくらいあるが、どうやってしまっていたかはやはり謎なぞだ。

「この鉄パイプ型洗脳強制解除棒ぼうで殴なぐればどんな洗脳もたちどころ無む効こうとなります！」

「なんで鉄パイプなんだ！」

「デザインに他意はありません。さぁ、春日川夢姫。逃にげないよう、その女を押おさえておきなさい！」

「なんであたしが命令されなきゃいけないのよ！　というか、そんなもので殴ったら死ぬわよ！」

「そ、そうですわ！　わたくしはこれで失礼しますわ」

　会長も身の危き険けんを悟さとったか、足早に逃げ出した。だが、遅おそかった。

「甘あまいですよ！」

　静刃の袖そで口ぐちから分ふん銅どうのついた縄なわが飛び、それが会長の足に絡からみ付いて動きを封ふうじた。たまらずその場に倒たおれる会長。

「さぁ、もう逃げられませんよ」

「ヒ、ヒィ、誰だれか、助けて！」

　会長の悲ひ痛つうな叫さけびに、さすがの総太郎も不安になった。

「な、なぁ静刃。会長、本当に洗脳されてるのか？」

「これで洗脳が解とけるまで殴り続ければ、どんなに強力な洗脳も解けます。仮かりに洗脳にかかってなかったとしても、自分は洗脳から解けたと思い込ませることができます」

「だから、その前ぜん提ていがおかしいだろッ！　しかもそれ脅きよう迫はくじゃん！　というか、それで殴っても平気なのか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。これで殴ってもせいぜい一週間入院すれば退たい院いんできます」

「全然ダメじゃん！」

「このまま洗脳されたまま傀かい儡らいとして人生を全まつとうするよりはましでしょう。さぁ、いきますよ」

　静刃は鉄パイプを大きく振り上げて会長に歩み寄よっていく。会長は座すわり込んだまま歯を鳴らして震ふるえていた。

「た、助けて……」

「大丈夫です。痛いたいと思う間もなく、失神しますから」

「ヒィィィィッ！」

「さぁ……死になさいっ!!」

　静刃が振り上げた鉄パイプを振り下ろした瞬しゆん間かん、会長は思わず目をつぶった。だが総太郎と夢姫は同時に動いていた。

「やめろ、静刃！」

「だめぇぇぇぇっ！」

　二人で静刃の背せ中なかに飛びつく。静刃はいきなりの衝しよう撃げきに手元が狂くるい、鉄パイプは狙ねらいを大きくそれて会長のすぐ背はい後ごの壁かべにすさまじい勢いきおいでめり込んだ。

　ガゴッ「げふっ！」

　壁に当たったおかげで会長には当たってないが、そのパイプは彼女の鼻先すれすれにあった。会長はよほど怖こわかったか、そのまま床ゆかに倒れて失神してしまった。

「なにをするのですか、いきなり。危き険けんでしょう！」

「危険なのは君だ！　今明らかに殺意があっただろ！」

「失礼な。私は洗脳された彼女を救うべく動いただけです」

「ならなんで『死になさい』なんて言うんだよ！」

「それは私の生まれた里の方言で、『洗脳よ解けろ』という意味です」

「どこの里だ！　そんなの！」

　静刃は相変わらずの涼すずしげな様子で、どこまでが本気でどこまでが冗じよう談だんかわからない。

「おい、ユキ。お前もなんか言えよ！」

　だが夢姫は先ほどから壁を見たまま固まっている。

「おい、ユキ！」

「……気づかないの？　ちょっと、あれ見てよ」

　ユキが指差す先は、今しがた静刃が鉄パイプで殴った壁である。殴られた部分が周りより凹へこんでいた。

「変じゃない、これ？」

「確たしかに……」

　壁はコンクリートのような硬かたい素そ材ざいである。欠けたり割われたりするならともかく、凹むのは妙みようだ。

「そう言えば、さっき壁を殴った時誰かの悲鳴しなかった？」

「俺じゃないぞ」

　三人の視し線せんが壁に集中する。気のせいか、壁のその部分だけ周りと色が違ちがうように見える。

「……ふんっ！」

　静刃がおもむろに鉄パイプを持ち上げると、再さい度ど壁を殴った。

　ドゴッ！　「…………」

「今度は悲鳴がしませんでしたね。ですが、明らかに手ごたえが壁を殴ったものではありません」

「なら、なんなの？」

「……調べてみましょう。それっ！」

　静刃は鉄パイプを振ふりかぶると、壁をメッタ殴りにし始めた。

「って、なにするのよ、月詠さん！」

「手伝ってください」

「な、なにを！」

「いいから、早く！」

　静刃の勢いきおいに押され、総太郎と夢姫も手にホウキを持って静刃と一いつ緒しよに殴り始めた。実じつ際さいにやってみると、ストレス解かい消しようになって面おも白しろい。いつしか三人とも一心不ふ乱らんに殴り続けていた。

　ドガガスバキガンドゴベキ……

　数分後、手が疲つかれて総太郎と夢姫はホウキを放ほうり投げた。

「な、なぁ。俺たちなにやってるんだ？」

「いや、なんかあたしもわかんない……」

　静刃はそんな総太郎たちを無む視しして壁をにらんでいた。

「ふむ、いくら殴ってもよくわかりませんね。では次は、ガソリンでもかけて火をつけ……」

「い、いいかげんにしろぉぉぉぉっ!!」

　壁のその部分がめくれると、中から一人の男子生徒が現あらわれた。壁と同色の布ぬのをかぶって壁に一体化するという忍にん術じゆつである。今まで殴られていたため、露ろ出しゆつした肌はだの部分は一いち様ように打ち身で赤く腫はれていた。

「あ、あなたは、副会長！」

　夢姫の言葉のとおり、現れたのは生徒会の副会長、緋月暁であった。緋月はそれほど背せが高くないが、体つきはしまっていて鍛きたえているのが制せい服ふくの上からでもわかった。無む造ぞう作さに伸のばした髪かみがワイルドな雰ふん囲い気きを作っている。だがその顔は今や打だ撲ぼくで腫れていた。

「君たちは、人が黙だまっていればいい気になって好き放題殴って、限げん度どって言葉を知らないのか！」

「そんな単語は私のブローカー言語野には存そん在ざいしません」

「それより、なんで副会長がそんなところにいるんですか！」

　もっともな夢姫の質しつ問もんである。緋月は悔くやしそうに歯は軋ぎしりをした。

「くっ……一度ならず二度も、月詠静刃に敗れるか……」

「え？　どういうことです、それ？」

「あぁ、思い出しました。誰かと思えば、昨日落とし穴あなにはまった敵てきの下っ端ぱ」

　静刃が手を打つと、緋月は目をむいた。

「誰が下っ端だ！　ぼくはこう見えても伊い賀が流りゆう忍者中ちゆう忍にんだぞ！」

「え、忍者って……」

　しゃべりすぎたか、と緋月は思ったが、今さら隠かくしても仕方がない。

「そうだ、ぼくこそ君たちが探さがしていた人物だ！　邪じや神しん組合戦せん闘とう隊長、そしてこの学園の生徒を洗せん脳のうした張ちよう本ほん人にん、伊賀中忍緋月暁だ！」

　その告白に、総太郎たちは衝しよう撃げきを受けた。

「そんな……こんな近くにいたなんて」

「副会長が、まさか……」

「本当にいたとは予想外ですね」

「って、ちょっと待てよ！　今、驚おどろいちゃいけないはずの人物が驚いてないか！」

「いや、ツボを買わされた腹はらいせに罪つみを適てき当とうな人物になすりつけようと思っていたら、まさか本当になるとは……」

　静刃のその告白に、緋月は思わずうめいた。

「ちょっと待て。それじゃ、ぼくが正体を明かした意味は！」

「そんなのありませんよ、全然。正直、壁かべに潜ひそむただの変質者だと思いましたから」

　いや、ただの変質者が壁に隠れるはずないだろう、というツッコミはこの場では置いておく。話が進まないから。

「く、く……ここまでコケにされるとは、生まれて初めての経けい験けんだ」

　肩かたを震ふるわせる緋月を見て、静刃は総太郎たちを振ふり返った。

「あの男、なにを笑っているんですか？」

「怒おこってるんだよ！　静刃がバカにしすぎるから！」

「バカをバカと言って何が悪いのですか？　間ま抜ぬけと言い直しますか？」

「そうじゃなくて……あぁ、もう、とにかく、月詠さんは副会長のメンツをつぶしちゃったでしょ？　だからよ！」

「あぁ、なるほど」

「えぇい、もうこうなったら手て加か減げん抜きだ！　月詠静刃、ここで貴き様さまを倒たおしてぼくの誇ほこりを取り戻もどす！　勝負だ！」

　叫さけぶ緋月に対し、静刃は芝しば居いがかった仕草で手を振った。

「ふっ、あなたの策さく略りやくなど最初からお見通しでしたよ。追い詰つめられて破やぶれかぶれになるとは、あなたらしくもない」

「いや、その言葉の内ない容ようは、ここまでの流れと矛む盾じゆんしてるぞ」

「いえ、あの下っ端のメンツをつぶしてしまったようなので、謝しや罪ざいの意を込こめてメンツを取り繕つくろってみました。いかがでしょう？」

「いや、それダメ押おししてるだけだから」

「そうね。たとえるなら、床ゆかに落として割われた花か瓶びんの破は片へんの上をロードローラーで走って粉ふん砕さいしたような感じ」

「そうでしたか、それはすいませんでした。気を悪くしないでください。他意はありませんから。悪意はあるけど」

「やっぱあるのかよっ！」

「えぇぇぇぇぇぇい、ここまでぼくをバカにしてくれたのは月詠静刃、君が初めてだ！」

　激げつ昂こうする緋月と対照的に、静刃はますます落ち着き払はらって言った。

「初体験のご感想はどんなものでしょう？」

「あぁ、最高に胸むなクソ悪いな」

「それは残念でしたね。もっと経験をつんで再さい挑ちよう戦せんしてください」

「黙だまれ！　とにかく、いざ尋じん常じように勝負！」

　緋月は背せ中なかから真まっ直すぐな刀身をした短い刀を抜き放った。俗ぞくに言う、忍にん者じや刀とうというやつだ。

「では、お遊びはこれくらいにしておきますか」

　言いながら、静刃もスカートから日本刀を取り出すと、鋭するどい音を響ひびかせて鞘さやから白しら刃はを抜いた。緋月は刀を逆さか手てに、静刃は正せい眼がんに構かまえてにらみ合う。

「って、あれ？　いつの間にか雰ふん囲い気きがシリアスになってないか？」

「そ、そう言えば。ねぇ、二人とも待って！　そんな真しん剣けんな顔しないで、殺し合いなんてバカげているわよ！」

　だが向かい合う二人の忍者はそんな言葉など聞こえない様子で、にらみ合ったまま殺気を高めていった。

　と、そこで静刃がふとこちらを見て言った。

「この勝負の決着は……次回へ続きます!!」

「え、続くのかよ！」

「隙すきあり、月詠静刃、もらったぁぁぁ！」

　静刃の隙を見み逃のがさず、緋月が叫さけんで駆かけ出した。静刃は微び動どうだにしない。

「静刃！」

　静刃に凶きよう刃じんが迫せまる……続く。







　第五章　最終決戦！　邪じや神しん組合自じ爆ばく五秒前！







　──決着はついた。その場所は生徒会室。ここで繰くり広げられた忍者同士の激げき突とつ。決着は、二人を勝者と敗者に分かつ。勝者の名は月つく詠よみ静しず刃は。敗者は緋ひ月づき暁さとる。敗者は今や床に広がる血の海の中に伏ふし、微び動どうだにしなかった。

「……手ごわい敵てきでした」

　静刃は穏おだやかな口調で語りながら手の刀を鞘に戻した。

「恐おそらく私はこの戦いを一生忘わすれないでしょう。敵の攻こう撃げきはあまりにも素す早ばやく、また鋭するどいものでした。さしもの私も何度窮きゆう地ちに立たされたでしょう。ですが、やはり最後に勝つのは正しき者！　正せい義ぎと常じよう勝しようは同義なのです！」

「いや、静刃。盛もり上がってるとこ悪いけど、君まったく戦ってないだろ！」

「そうよ！　駆け出した副会長がいきなり頭から血を流して倒れただけじゃない！」

　夢ゆ姫きが倒れた緋月を抱かかえ起こしながらそう言った。緋月の頭が真っ二つに割われてそこから血が溢あふれ出ている。出血量が多くて危き険けんだ。

「さて、トドメをさしますか」

　転がっていた鉄パイプを拾って振ふり上げる静刃に、総そう太た郎ろうと夢姫が思わず飛びついた。

「だから、それはやりすぎだって！　もう勝負はついただろう！」

「総太郎様がそうおっしゃるならば仕方ありませんね」

「と、とにかくケガの手当しないと！」

「はいはい。そいつからはまだ敵の情じよう報ほうを聞き出さねばなりませんし、私が手当しましょう」

　静刃がそう言って緋月の治ち療りようを始めた。懐ふところから取り出したビンの中に入っていた怪あやしげな液えき体たいを傷きず口ぐちに塗ぬった後、布ぬのでしっかり頭を縛しばると出血は止まった。忍者だけあって、応おう急きゆう手当は手て馴なれたものだった。

「これで大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「でも、なんでいきなり頭が切れたのかしら？」

　夢姫の疑ぎ問もんには静刃が答えた。

「おそらく、最初の私の鉄パイプの一いち撃げきで傷きずついていたのでしょう。いざ戦せん闘とうとなったら興こう奮ふんして頭に血が上って傷口が開いたのですね」

「って、月詠さんが悪いんじゃない！」

「悪いとは心外な。正々堂々とした勝負の末、私の手によってこの下っ端ぱが倒たおされた、ただそれだけの話ですよ」

　言いながら静刃は緋月の全身を縄なわで縛っていく。

「って、なにやっているのよ！」

「見てのとおり、動きを封ふうじているだけです。捕ほ虜りよには当然の処しよ置ちでしょう」

「なぁ、本当にこの人が、敵なのか？」

　総太郎は今ひとつ信じられなかった。というより、静刃が一方的に相手を敵てき視ししているだけで、総太郎や夢姫には相手を恨うらむ理由も、恨まれる覚えもなかったからだ。

「そのとおりです。自分で先ほど名乗っていましたし、邪神組合は我われ々われの敵です。今はまだいいですが、近いうちに必ず総太郎様のお命を狙ねらって動きだすでしょう。そうなってからでは遅おそいのです」

「うむ……ここは……」

　と、緋月が目を覚ました。血が流出したので顔色は悪いが、意外と意い識しきははっきりしているようである。

「気づいたようですね、下っ端」

「おのれ、月詠静刃！　……ぼくは、また負けたのか？」

「そのとおりです。無様な敗北でしたよ、負け犬」

　静刃の毒のある言葉に、緋月は俯うつむいて身を縮ちぢませた。

「……ぼくは何時間くらい気き絶ぜつしていたんだ？」

「いや、何時間もなにも、五分くらいしか……」

　総太郎が思わず答えるが、緋月はその声など聞かずに重いため息をついた。

「……正直、これほどとは思わなかった、月詠静刃。ぼくは自分がどのような攻こう撃げきをされたのかもわからないまま、あっという間に気き絶ぜつしてしまった……完敗だ」

「いや、攻撃もなにも、静刃はなにもしてないから」

　総太郎が突つっ込むが、やはり緋月はその言葉が聞こえないようで、勝手に自じ己こ完結しだした。

「君の攻撃でいまだに全身の自由がきかないよ。よほど強力な一撃だったんだな」

「あれだけ袋ふくろ叩だたきにされればな。それに自由がきかないのは縛られてるからだろう」

「それでいて倒たおしたぼくのケガの手当をするとは……敵に対する慈じ悲ひも持ち合わせているのか。高こう尚しような心こころ遣づかいだ」

「いや、静刃は思いっきりトドメさす気だった」

「月詠静刃……ぼく以上の腕うでを持つ同業者は初めてだ。しかもそれが女というのが驚おどろきだ。君には、本当に負けた」

　緋月は静刃をまぶしそうに見上げた。なにやらこの男の中で、彼なりの特別な感かん情じようが涌わき上がったようである。

「そうですか。では私の質しつ問もんに答えてもらいます。あなた方の目的はなんなのですか？」

「……あいにく、それは話せない。守しゆ秘ひ義ぎ務むがあるからな」

「そうですか……まぁ、口を割わらせる方法はいくらでもあります」

「な、なにをする気だ！」

　緋月は急に脅おびえた様子で叫さけんだ。静刃は笑えみを深めて言う。

「別に。ただ。昨日はツボをありがとうございました。あんな役立たずのツボを、しかもあんな値ね段だんで」

「値段って、君が強ごう引いんに一個こ十円に値切ったくせに！　しかもその代金すらもツケじゃないか！」

　総太郎は思わず緋月の肩かたを叩いた。

「苦労したんですね、先せん輩ぱい。あなたの気持ち、わかりますよ」

「さて、では口を割っていただけるように、説得をいたしましょうか。昨日のように、いい声で泣いてくれるとよろしいのですがね」














「や、やめろ……あれだけはやめてくれ……割り箸ばしはもういやだぁぁぁぁぁ！」

「わ、割り箸ってなんだ？」

「さぁ？　でも、あの怖こわがり方は尋じん常じようじゃないわね」

　緋月はそれまでとうって変わって恐きよう怖ふにおののきながら叫んだ。

「わかった、しゃべるから、あれだけは勘かん弁べんしてくれ！」

「最初からそう言えばいいのですよ」

　震ふるえながら言う緋月。よほど昨日恐おそろしい目にあったらしい。どんなものなのか総太郎は気になったが、その具体的内ない容ようを聞くのは恐ろしすぎて憚はばかられた。

「それで、あなた方の目的を教えていただきましょうか」

「わかった……ぼくの雇やとい主、邪じや神しん組合の目的は、邪神の復ふつ活かつだ。そのために、あのツボを町中の中高生に配っている」

「あんな役立たずのツボを配って、なにをする気ですか」

「それは違ちがう、月詠静刃。あのツボには連中の崇あがめる邪神の力が込こめられている。詳くわしい仕組みまではさすがに知らないけど、人間のささやかな願いを叶かなえる力は実じつ際さいある」

　総太郎たちは思わず互たがいの顔を見合わせた。

「でも、俺おれたちの願いは叶わなかったぞ」

「それは変だな。なにを願ったんだ？」

「わたしはもちろん、総太郎様の足元に全人類がひれ伏ふすように願いましたが」

　静刃の言葉に緋月は首を横に振ふった。

「それじゃだめだ。抽ちゆう象しよう的てきすぎて意味が伝わらない」

「そんな……では、総太郎様が全ぜん宇う宙ちゆうの支し配はい者しやになるよう願えば良かったのですか？」

「いや、そこまで大きな願いは無理だ。ささやかなものでないとな」

　そう言えば、総太郎は思い出した。あのセールスマンの男の願いは財さい布ふを拾うという形で叶ったわけだが、やはりあれはやらせではなく、本当にツボの力だったのだ。

「君たちはなにを願ったんだ？」

「え？　……いや、俺は大した願いじゃないからもういいんだ。ユキは？」

「え？　あ、あたしだって、別に大した願いなんて考えてなかったから」

「ふん、それならいいけど……」

　総太郎と夢姫は曖あい昧まいな笑いでごまかしてきたので、緋月もそれ以上は尋たずねなかった。

「とにかく、ツボの効こう果かが本物なら、みんな飛びつく。社会的弱者で精せい神しんが不安定な中高生ならなおさらだ。ツボの効果を一度でも使うと、邪神に傾けい倒とうするような暗あん示じがかかる。生徒会の連中は最初にぼくがツボを広めたから、かなり重度の暗示がかかっている」

「そんなことをして、いったいなにが目的なんですか！」

　緋月は縛しばられたまま肩をすくめた。

「さぁ。ぼくは雇やとわれ者だからあまり詳しくは知らない。でもさっきも言ったように、邪神組合はそうやって信者を増ふやせば邪神が復活すると信じているようだ」

「そんなことを……」

　夢姫がつぶやいた。

「それじゃ、生徒会のみんなはこのままどうなるの！」

「別に、どうもなりはしないさ」

　緋月はあっさり答えた。

「暗示とはいってもそんな、命に関かかわるほど強力なものじゃない。ただ邪神を信じるように仕向けるだけで、それ以外のことはそれまでと変わらない。まぁ、社会的な生活を送っていく上で大した影えい響きようはないし、本人に悪影響はない」

「それは本当ですか？」

「もちろんだ。そもそも、暗示にかかった人間は自分の願いが叶ったと喜ぶんだ。誰にも迷めい惑わくなんてかからない」

　確たしかに言われてみればそうだ。生徒会のメンバーも、あの儀ぎ式しきは少し異い常じようだったが、それが済すむと普ふ段だんどおりの生活に戻もどっていった。悪影響がないのならば総太郎たちが気にすることもない。

「なら、もう俺たちがこれ以上関かかわる必要はないな、静刃」

「いえ、そうはいきません」

　静刃は断だん固ことして首を振った。

「邪神組合のその動きは、見み捨すてておけません。将しよう来らい的に総太郎様の臣下となる愚ぐ民みんたちを洗せん脳のうするとは、不ふ届とどき千せん万ばんです」

「いや、臣下になるってなんだよ、臣下って」

「ともかく、その話を聞いた以上ますます邪神組合と戦う必ひつ要よう性せいが出てきました。さぁ、総太郎様、邪神組合の本部へ行きましょう！」

「え？　本部って、どこだ？」

　静刃は部屋の隅すみに転がっていた紫むらさきのツボを拾い、ひっくり返した。

「裏うらに本部の住所が書いてあります」

「ほ、本当だ……いいのかよ、こんな秘ひ密みつ結社」

「なんでも、信者を増やすためにはそうやって宣せん伝でんをしたほうがいいらしい」

　緋月がそう説明したが、やはり秘密結社として間違っている気がする。

「えっと、住所は赤あか霧ぎり市し東区水天主二丁目……って、うちの高校の住所じゃん！」

「また騙だまされてるんじゃない？」

　確かに、こんな高校にそんな変な集しゆう団だんの本部があるとは考えにくい。

「いえ、たぶん本当にここにあるのでしょう。私のカンが正しければ……このあたりですね」

　静刃は壁かべに手を当ててなにかを探さぐるように軽く叩たたきながら移い動どうしていった。ほどなくして、なにかを発見したようである。

「これですね」

　なにかが合わさる音が響ひびくと、重々しい音と共に壁の一部が持ち上がり、地下へと繫つながる階段が姿すがたを現あらわした。

「す、すげぇ。静刃、なんでわかったんだ？」

「私たちがいつ来るかもわからないのにそこの下っ端ぱが壁に潜ひそんでいるのは不自然だったので、壁の奥おくがどこかに通じているのではないかと思ったのですよ」

　確かに、階段がある壁は、ちょうど先ほど緋月が潜んでいたところである。

「さすがだな、月詠静刃。まさかそこまで見み破やぶるとはな」

「さぁ、行きますよ、総太郎様。私から離はなれないでください」

「え、そんないきなり入って大だい丈じよう夫ぶか？」

「私のそばにいれば問題ありませんので、離れないようにしてください」

　言いながら静刃は躊躇ためらいなく階段を下りていく。仕方がないので、総太郎と夢姫もそれに続いた。静刃を一人にしたら不安だからである。

「って、待てよ、ぼくはどうなる！」

「えっと……あとで縄なわをほどきますから、副会長」

「もう君たちには関かかわらないから、縄をほどいていけよ、おい！」

　縛られたままの緋月は放って、三人は身を寄よせ合うようにして階段を下りていった。階段は人一人が通れるくらいの幅はばしかなく、先頭に静刃、続いて夢姫、総太郎という順番である。

「なんで春日川かすがい夢姫まで来たのですか」

「あんたたち二人を放っておいたらどうなるかわからないからよ！」

「まぁ来るのならばかまいませんが、足だけは引っ張ぱらないでください」

　言いつつ静刃は右手で壁を軽く叩いた。

「ここはすでに敵てき地ちなのですから、どこに罠わなが仕し掛かけられているかわかりません。ですから安あん易いにそのあたりに触さわったりしないように……」

　カコッ

　なにかがはまるような音が響いた。見れば静刃が叩いた壁の一部が凹へこみ、その奥から機械音が響きだした。

「…………」

「……静刃、君はいったいなにをした？」

「えぇ……これは悪い見本です」

「悪い見本をやってどうするんだ？　それより今、明らかに罠っぽいのが作動した音だぞ。どうする気だ！」

「引っ張ればなんとかなりませんかね？」

　凹んだ部分にツメを立てる静刃。

「なるかっ！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、総太郎の足元の床ゆかが消えた。階段が真下に開き、その奥に落とし穴あなが広がったのだ。

「うおっ！」

「きゃっ！」

　重力に引かれて総太郎と夢姫は落ちていく。総太郎は咄とつ嗟さに、目の前にあったものにしがみついた。

「あうっ、総太郎様、大だい胆たんすぎます！」

　摑つかんだのは、静刃の柔やわらかい体だった。静刃はとっさに壁に足をつけて垂すい直ちよくに立っているのだが、そこに総太郎がしがみついてなんとか落下を免まぬかれた形となっている。夢姫は総太郎の背せ中なかにしがみついているので、静刃一人で総太郎と夢姫二人の体重を支ささえていることになる。

「しかし……状じよう況きようはピンチだが、シチュエーションはかなり美お味いしい！　俺の体の前後を二人の少女がサンドイッチ！　あぁ、これぞ我わが青春、ブルースプリングッ！」

「あぁ、総太郎様。そんなに動かないでください」

　総太郎の手は静刃の腰こしに巻まきついているのだが、そのおかげで総太郎の頭は静刃の柔らかい部分に当たっている。総太郎はその感覚に思わずときめいた。

「あぁ、夢ゆめのようだ。これが夢ならば俺は一生昏こん睡すい状じよう態たいになりたい！」

「って、このバカはどさくさでなにやってんのよ！」

　総太郎の行動に気づいた夢姫が総太郎の背中で暴あばれだした。夢姫は総太郎の首に手を回しているのだが、その手に力を込めて首を絞しめる。

「バ、バカ！　首はヤバイ！　それ、本気で入ってる、ギブギブ……」

「だったらあんた、月詠さんから離れなさいよ！」

「この状況で手を離せるはず……」

「あぁ、総太郎様。そこはくすぐったいです！　暴れないでください！」

　静刃が思わず身じろぎし、その衝しよう撃げきで総太郎の腕うでが汗あせで滑すべる。結果、総太郎と夢姫の二人は穴の底へと落ちていった。

「総太郎様！」

「結局落ちるのかよっ！」

「バカ！　全部あんたのせいよっ！」

「お前が首を絞めるからじゃないか！」

「なによ、デレデレしてたくせに！」

　二人は落下しながらも口こう論ろんし続けた。器用である。自分たちの今後も知らずに……




　──総太郎はハッと目を覚ました。落とし穴に落ちて、その後全身に走った衝撃で気き絶ぜつしてしまったのだった。

　周囲を見ると、コンクリートで四方を囲まれた狭せまい部屋の中だった。そのど真ん中で今まで気絶していたようである。

「イテテテ……全身が痛いたいけど、大したケガはなさそうだな」

　それだけが不幸中の幸いだった。頭上を見上げると、薄うす暗ぐらい壁がどこまでも伸のびて、天てん井じようが見えなかった。かなりの距きよ離りを落下したようである。

「おい、ユキ！　しっかりしろ！」

　そばで同じように倒たおれていた夢姫を揺ゆさぶってみる。見たところ彼女も大したケガはしていないようだった。

「う、うん……ソータ……フライドチキンの骨ほねまで食べるのは止やめて……」

「どういう夢見てんだよ！　おら、起きろ！」

　激はげしく揺さぶると、ようやく夢姫も意い識しきを取り戻もどした。

「……あれ？　ここは？」

「わかんねぇけど、一番下に落ちたらしい」

　夢姫が頭を振ふりながら体を起こし、手首の内側につけた腕うで時計を覗のぞいた。

「時間からして、一〇分くらい気絶していたみたいね」

「そうだな……どうする？」

　部屋の一角には頑がん丈じようそうな扉とびらがある。出口と呼よべるものはそれくらいしかなかった。

「ここで月詠さんが来るのを待ったほうが良くない？」

「でも……普ふ段だんの静刃ならもうここに来ているはずだろう？　来ないなら、こっちから動いたほうがいいんじゃないのか？」

「それもそうね」

　二人はとりあえず立ち上がり、部屋から出ることにした。

「でも驚おどろきよね。学校の地下にこんなものがあったなんて」

「あぁ……いったいどういうことなんだ？　邪じや神しん組合ってのが学校の地下に巣食ってるなんて、聞いたことがない」

「わかんないけど……それってさ、学校と邪神組合っていうのはグルってことじゃない？」

「マジか？」

「だって、そうでもなきゃこんなところにアジトなんて作れないわよ」

　確たしかにそのとおりだ。緋月が学校に潜せん入にゆうしていたのも、そのあたりと関係があるのだろうか？

「……なんにせよ、進まなきゃ答えはわからないな」

「そうね」

　総太郎は鉄てつ製せいらしい頑丈な扉に近づくと、耳を当てた。

「……音は聞こえないな。ユキ、注意しろよ。どこから敵てきが来るかわからないからな」

「ん、わかってるわよ」

「じゃ、行くぞ」

　総太郎は重い扉のノブに両手をかけ、力をこめて扉を押おした。扉は重い音を立てながら開き、そして……扉の向こうに広がる空間には、紫むらさき色いろのローブを着た連中が五、六人たむろしていた。

「ん？　誰だれだ？」

「なんだ、見かけない顔だな」

　たちまち総太郎たちに視し線せんが注目してくる。どうやらそこは休きゆう憩けい所じよらしき場所のようで、ローブの男たちが椅い子すに座すわって本を読んだり飲み物を飲んだりしていた。だが今その部屋にいる者は険けわしい眼差しを二人に向けている。

「バ、バカ！　なにが誰もいないよ！　思いっきりいるじゃない！　しかも、見るからに怪あやしい連中が！」

「うるさい、扉が厚あつくて音が聞こえなかったんだよ！」

　いきなりの大ピンチに、二人は小声で口論を始めた。

「なにをブツブツ言っているんだ？　怪しいな」

「いったい誰だ？」

　不ふ審しんに思ったローブ集しゆう団だんが近づいてくる。総太郎と夢姫は口論を止やめ、身を硬かたくした。

「ソ、ソータ、どうする気よ？」

「……ここは俺おれに任まかせろ。お前は黙だまっていればいい」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　不安そうな夢姫を総太郎は一いつ瞬しゆん振り返り、親指を立てた。

「俺に任せとけ」

　自信たっぷりに言う見み慣なれた幼おさな馴な染じみの顔に、夢姫は少しだけ安あん堵ど感かんを覚えた。

　総太郎は夢姫を背せ中なかに隠かくすように立って背せ筋すじを伸のばし、ローブの男たちを真まっ直すぐ見つめた。

「ん？　なんだ？」

　総太郎はおもむろに制せい服ふくのポケットに手を入れると、そこになぜか入っていたマラカスを両手に構かまえた。生徒会室でなんとなく拾っておいたのである。

　総太郎はマラカスをリズミカルに振りながら叫さけんだ。

「アミィィィィィィゴォォォォォォォッ[image: ]」

『……はい？』

　ローブの男たちは突とつ如じよ現あらわれて奇き声せいを発する男子高校生を目にして思わず間ま抜ぬけな声を漏もらした。総太郎は再ふたたび大声で叫んだ。

「アミィィィィィィィゴォォォォォォォォッ!!」

「な、なんなんだ、いったい？」

　ローブの男たちのほうが思わず戸と惑まどっている。当然だ。だが総太郎はなぜか偉えらそうに男たちに命令した。

「なにをしているんだ、お前たち！　お前たちも叫べ！」

「え？　でも……」

「大バカ野や郎ろう！　お前たちの邪じや神しん組合への忠ちゆう誠せいはそんなものか!!　俺と一いつ緒しよに叫ばんかぁぁぁぁぁぁっ!!」

　夢姫は総太郎の背はい後ごで思わず頭ず痛つうのする頭を抱かかえながら、バカはあんただ、と小声で突つっ込こんだ。

「は、はっ！　申し訳わけありません」

　と、勢いきおいに呑のまれたか、ローブの男たちが敬けい礼れいをしながらそう答えた。

「ならば俺に続け、アミィィィィィゴォォォォォォォォッ!!」

『アミィィィィィゴォォォォォォォォッ!!』

「声が小さい！　アミィィィィィゴォォォォォォォォッ!!」

『アミィィィィィゴォォォォォォォォッ!!』

「その程てい度どか！　もう一度、アミィィィィィゴォォォォォォォォッ!!」

『アミィィィィィゴォォォォォォォォッ!!』

「ファイヤァァァァァァァァァァァァッ!!」

『ファイヤァァァァァァァァァァァァッ!!』

「モエモエェェェェェェェェェェェェッ!!」

『モエモエェェェェェェェェェェェェッ!!』

「よし、それでいい！　いいか、邪神組合への忠誠を忘わすれるなよ！」

『アミィィィゴォォォォォッ！』

「いい返事だ、全員休めッ！　では、俺たちは行く。常つねに緊きん張ちよう感かんを保たもっておけよ」

『アミィィィィィゴォォォォォォォッ！』

　総太郎は堂々とした態たい度どのまま大またで歩き、部屋の反対側にあった出口から外へ出た。夢姫は恥はずかしそうに俯うつむきながらそれに続く。ローブの男たちは、なぜか敬礼したまま総太郎の退たい出しゆつを最後まで見送ってくれた。

　外に出て扉とびらを閉しめた瞬間、緊きん張ちようの糸が切れた総太郎はその場に座すわり込んだ。

「マ、マジ怖こわかったぁぁぁぁぁ。あいつら本気で目がイッちゃってるんだもん」

「よくまぁ、あんないいかげんな芝しば居いでごまかせたわね」

「ふっ、まぁオスカー女じよ優ゆうも真っ青な俺の神かみ業わざ的演えん技ぎ力りよくの賜たま物ものだな」

「まぁ、さっきの光景見たらオスカー女優じゃなくても真っ青になるでしょ、マジで」

「ふふん、俺を見直したか。俺を崇あがめろ、敬え、俺を神とする新しん興こう宗しゆう教きようを立ち上げろ」

「はいはい、バカ言ってないで、今の連中が気づく前にここから逃にげるわよ」

　夢姫は呆あきれたようにそう言い、さっさと先に歩きだした。総太郎も立ち上がってそれを追う。

「でもま……さっきのあんた、ちょっとだけカッコよかったわよ、ありがとね」

「ふっ、当然だ。今いま頃ごろ気づいたのか？」

「別に、けっこう前から知ってたけどね」

「え？　どういうことだよ、それ」

「……教えてあげない」

　夢姫はそのまま適てき当とうにはぐらかし、総太郎がなにを尋たずねてもまともな答えを返してこなかった。

　──二人はそのまま真まっ直すぐ伸のびる通路を進んでいった。途と中ちゆうに曲がり角や扉といったものは一いつ切さいなく、やがて大きな扉の前でその通路は途と切ぎれていた。

「ここで終わりか……中に入るしかないみたいだな」

「またさっきみたいにあっさり見つかるんじゃないでしょうね？」

「そうならないよう、注意するさ」

　総太郎はその扉に身を寄よせると、先ほどと同じく耳を当ててみた。物音はほとんど聞こえない。

　総太郎はそのまま用心深く扉を少しだけ開け、隙すき間まから中を覗のぞき込んだ。中はかなり広いホールとなっており、人ひと気けはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶみたいだぞ」

「本当でしょうね？」

「信用ねぇな」

「あんたには前科があるからね」

　言いながら総太郎は扉を静かに開け、キョロキョロしながら素す早ばやく中に身を滑すべり込ませた。やはり中に人はいなく、薄うす暗ぐらいホールがどこまでも広がっていた。

「なんなのこの部屋？」

「さぁ……なにかの集会所かな？」

　総太郎がふと壁かべを見上げると、そこにはネコミミメガネメイドの姿すがたをした小学生くらいの少女のパネルが飾かざってあった。

「……これ、もらっていったらダメかな？」

「死になさい」

　夢姫に頭をはたかれる総太郎。空っぽの中身に反はん響きようするような音が響ひびいた。

「いてぇな、ユキ！」

「しっ……話し声が聞こえるわ」

「え？　マジか？」

　二人は口に手を当てながら足音を消し、話し声の聞こえる方向へ進んでいった。

　ホールの突つき当たりに天てん幕まくで仕切られた空間があり、声はその中から聞こえてきていた。二人は隙間から中を覗き込んでみた。

「睦む月つき、どういうことだ！　月詠には手を出すなと言ったはずだ」

「言いつけに背そむいたことは申し訳わけありません。ですが、今手を出さずばいつ出すのでしょう？」

　中には二人の男が話し合っていた。中ちゆう背ぜいで顔つきも特とく徴ちようのない紫むらさきのローブの男と、薄いカーテンの奥おくにいる影かげだけの男である。ローブの男を見て総太郎がつぶやいた。

「あいつ、あのセールスマンだ」

「へぇ、それじゃ、やっぱりここが邪神組合のアジトなんだ」

　中の二人──邪神組合首しゆ領りようと睦月は争い合うように話していた。

「今月詠の本隊が来れば、我われらは壊かい滅めつだぞ」

「ですが、月詠に対たい抗こうできる力をつけるのに何年待てばいいのでしょう？　いえ、強大な月詠と渡わたり合える力を手に入れるには、百年時間があっても十じゆう分ぶんではありません。ならば、こちらの存そん在ざいに向こうが気づかぬうちに、奇き襲しゆうをしかけるのです。幸い、月詠の当主の娘むすめとその主人、六む尽じん総太郎はこの学園の生徒です」

「……睦月。お前は月詠を甘あまく見すぎている。お前は月詠流忍にん術じゆつ正せい統とう後こう継けい者しやの──あのバケモノの力を知らないからそんなことが言えるのだ。あの人外の狂きよう気きじみた強さを見れば、あの連中に関かかわることさえイヤになる」

「なにを弱気なことをおっしゃいます。ご安心を、手て抜ぬかりはありません。必ずや月詠静刃を倒たおし、六尽総太郎をここに連れてきましょう。現げんに、連中はすでに来ています」

「え！」

「そこだ！」

　叫さけび、睦月が目にも留とまらぬ速さで懐ふところから手を伸のばし、手しゆ裏り剣けんを天幕めがけて投げつけた。斬きられた天幕が落ち、隠かくれていた総太郎たちの姿が白日にさらされる。

「えっと……ちわー、ピザの出前に来ました」

　総太郎はとりあえずそう言ってみたが、その程てい度どでごまかせるほど世の中甘くなかった。

「六尽総太郎。貴き様さまらの動きなど全すべて筒つつ抜ぬけよ」

「に、逃にげるわよ、ソータ！」

「逃がすか！」

　睦月が手を振ふると、入り口の扉とびらからローブ姿の男たちが十人ほど流れ込んできた。退たい路ろをふさがれ、総太郎と夢姫は進しん退たい谷きわまって足を止める。

「ようこそ、六尽君。一日ぶりだね、邪じや神しん組合へようこそ、歓かん迎げいしよう」

「クソ、俺たちをどうする気だ！」

　不気味な笑えみを浮うかべる睦月に対し、総太郎は気き丈じように叫んだ。

「用があるのは君だ、六尽君。君の体に流れる血には興きよう味みがある」

「え？　それって……遠まわしな愛の告白っすか？　ごめんなさい、俺、ゲイじゃないから期待にこたえられません。でも、あなたがゲイだからって差別はしませんよ」

「違ちがうわっ！」

　顔を赤くして睦月は怒ど鳴なり、ヤレヤレといった様子で首を振った。

「噂うわさどおりのお調子者だな……興味があるのは、君の持つロトの血ち筋すじだ」

「ロト？　いったいそれはなんなんだ！」

　そう尋たずねると、睦月は愉ゆ快かいそうに笑った。

「なんだ、月詠の娘から聞いてなかったのか？　この国を陰で支し配はいしていた、ロトの血筋のみが持つ力のことをな」

「そんなものがあるのか？」

「あるのさ。古代文明の神官だったロトの血には、尋じん常じようならざる特とく殊しゆな力がな。その力を利用すれば、我らが悲願、大邪神リリカル・ミュミュ様の降こう臨りんも成じよう就じゆできよう」

　睦月は壁かべのパネルを指差した。その瞬しゆん間かん、総太郎たちを囲むローブたちが唱和する。

『邪神組合アミィィィィゴォォォォォォォッ！』

「……そもそも、その邪神ってのはなんなんだよ？　そんなのを呼よび出して、なにする気だよ！」

「まぁいい、ついでだから全て教えてやろう。ミュミュ様は美と慈じ愛あいの神だ。人間のあらゆる願望を叶かなえる力を持つ！　現に、その力の片へん鱗りんをこめただけのあのツボですら、あれだけの効こう果かがある。ツボをバラまいてミュミュ様を信しん仰こうする者が増ふえれば、ミュミュ様はこの地に来迎されるだろう。その時、人類にとって楽園のような世界が広がるのだ！」

『邪神組合、アミィィィゴォォォォッ!!』

　睦月の意外な告白を聞いて、総太郎と夢姫は顔を見合わせた。

「なんか、想そう像ぞうしていたのと違って思いっきりまともな内ない容ようだな」

「そうね、別に誰だれかに迷めい惑わくかけるわけでもないみたいだし」

「当然だ。我々は自分たちだけが良ければいいという狭きよう量りような宗しゆう教きよう団だん体たいとは違う。素す晴ばらしいミュミュ様のお力を広く世に知らしめるべく活動しているのだ！」

「あれ？　でも、それならなんで邪神なんだ？　いい神様じゃないか」

　もっともな質しつ問もんである。睦月は胸むねを張はって偉えらそうに答えた。

「邪神と名乗ったほうが、秘ひ密みつ結社らしいからだ！」

「それだけかよっ！」

「当たり前だ！」

　総太郎はこの集団の相手をするのが急きゆう激げきに億おつ劫くうになってきた。

「あぁ……もう勝手にしてくれ、俺は行くから」

「そうはいかん。さっきも言ったが、君の血には興味がある。協力してもらうぞ」

　睦月が言うと、包囲している紫むらさきローブたちが近づいてきた。

「えっと……俺をどうする気だ？」

「ロトの力がどんなものか調べる。とりあえずは、血けつ液えきを二リットルくらいもらうか」

「死ぬわっ！　そんなに抜かれたら！」

「えぇぇい、君の力がわかればミュミュ様が降臨するのだぞ！　そうなれば人類にとって地上は楽園だ。君は楽園を作り出すために身を投げ出した尊とうとい犠ぎ牲せいとして歴史に名を残すだろう」

「死んだら楽園もクソもねぇよ！」

「……残念だ、六尽総太郎君。君ならば我われ々われの考えがわかってくれると思ったのだが」

「あぁ、お前らがカルトだってことはわかったよ。カルトはカルトで他人に迷惑かけないように好きにやってろ！　俺おれに関かかわるな！」

　ローブたちが総太郎を捕つかまえるべく、ジリジリと寄よってくる。総太郎は思わず後じさったが、後ろにも連中がいる。退路はない。

「ソータ、どうしよう？」

「落ち着け……落ち着かない、落ち着きます、落ち着く、落ち着く時、落ち着けば、落ち着けぇぇぇ!!」

「なに五ご段だん活用してんのよ！　あんたのほうが落ち着きなさい！」

「覚かく悟ごはできたかな、六尽総太郎？」














　総太郎と夢姫は思わず互たがいに身を寄せ合った。その時、救いの女め神がみが現あらわれた。

「春日川夢姫ッ！　総太郎様にくっつきすぎですっ!!」

　と、総太郎たちの足元の床ゆかがめくれると、静刃が現れた。床と同じ色の布ぬのをかぶって隠かくれていたのである。

「って、静刃！　なんでそんなところに！」

「というか、そんな近くにいるなら早く助けに来なさいよ！」

　二人の文もん句くに静刃は肩かたをすくめた。

「総太郎様をお助けする最さい適てきなタイミングを待っていたのですが、春日川夢姫がわたしのいない隙に総太郎様に色目を使っていたのでやむをえず姿すがたを現したのです」

「い、色目なんて使ってないわよ！」

「ちょっと待て、それじゃ、君はかなり前から隠れていたのか！」

「はい、総太郎様が地下に落ちて目を覚ました時からずっと隠れて様子をうかがっていました」

「なら早くそう言え！」

「聞かれなかったので」

　静刃はあっさりと悪びれもせず答えた。つくづく、なにがしたいのかよくわからない少女だ。

「な、なにをゴチャゴチャ言っている！　お前たち！　かまわんから、六尽総太郎を捕らえろ！」

　静刃の出しゆつ現げんに動どう揺ようしていた邪じや神しん組合だったが、睦月の命令に従したがって紫ローブたちが飛びかかってきた。

「ふっ、この程てい度どの人数で私に向かってくるとは……小こ癪しやくですよ。月詠流忍にん術じゆつ、畳たたみ返しの術！」

　静刃が短く叫さけび、片かた手てを床に叩たたきつけた。その瞬しゆん間かん、総太郎たちの周囲の床がめくれて宙ちゆう高く飛び上がった。総太郎たちがいた部分だけはそのままで、ちょうどドーナツ型に床がめくれ、飛びかかってきた紫ローブたちに激げき突とつし、そのまま天てん井じように押おしつぶした。

　紫ローブたちの悲鳴が響ひびいた後、大きな音を立ててドーナツ状じようの床が落下してくる。それに遅おくれてドサリ、紫ローブも順番に落ちてきた。全員が一様に失神していた。

「す、すげぇ……けど、畳じゃないじゃん」

　静刃が天井に飛ばしたのは、硬かたい板いた張ばりの床だ。畳よりよっぽどすごい、というより、どうやったのか方法が謎なぞだ。

「畳じゃなくとも、足元にある物体ならなんでも返せます」

　静刃はつまらなそうな顔で人差し指を振った。

「まぁ、ざっとこんなものです。霞かすみのほうがまだ歯ごたえがありますよ」

　今の静刃の一いち撃げきで邪神組合は壊かい滅めつ。立っているのは睦月ただ一人となった。

「お、おのれ、月詠静刃！　よくもやってくれたな！」

「やってくれたのはあなたでしょう。総太郎様をよくも危き険けんな目にあわせましたね！」

「黙だまれ、ミュミュ様復ふつ活かつのために必要なことだ！」

「邪神を復活させてなるものですか！」

　静刃のその言葉に総太郎はつぶやいた。

「あ、でも、ミュミュってのはいい神様らしいよ」

「知っています。騙だまされてはなりません、総太郎様。邪神という呼よばれ方は伊だ達てではありません。大邪神リリカル・ミュミュは人間の望みを叶かなえる能のう力りよくを持ちますが、それは捕ほ食しよくのためです。高次元生命体の邪神は、人間の喜びの心、正の精せい神しんエネルギーを食べるのです」

　そう言われても、総太郎にはよくわからなかった。

「どういうことだ？　それって、悪いことなのか？」

「邪神は自らの餌えさである正の精神エネルギーを手に入れるため、人の願いを叶えるのです。これは熱力学の法則に従うこの宇宙では危険なことです」

「あぁ、そういうこと」

　と、夢姫はわかったように手を叩いた。

「わかったのか、お前？」

「要するに、昆こん虫ちゆうと一いつ緒しよじゃない？　益えき虫ちゆうっていうのは、害虫のハエとかカを食べるトンボみたいな昆虫でしょ？　でも、益虫のトンボを捕食するような昆虫は、益虫とは見なされないわ」

「おおむねその通りです。正の精神エネルギーが減へれば、相対的に負の精神エネルギーが増ふえます。それはこの宇宙にとって望ましくありません。ですから、そういった存そん在ざいは邪神と呼ばれるのです」

「なんだよ、やっぱり良くない神なんじゃないか！」

「黙れ！　ミュミュ様をそんな人間の尺しやく度どに当てはめて測はかろうとするんじゃない！」

「いつの時代にもいるのです。邪神の人の願いを叶えるという、目先の能力に目を奪うばわれて魂たましいを売る人間が。そういった人間を取り締しまるのが、この国の陰かげを支し配はいする六刀氏の、ひいては、その配下である月詠一族の役目なのです！」

「え？　そうなの？」

　初耳である。

「言ったはずですよ」

「いや、聞いてないよ」

「言いました、五秒前に」

「それは今言ったっていうんだよ！」

「ふ、ははははははははは！」

　突然睦月が大声で笑い出した。

「ど、どうしたんだ？」

「追い詰つめられておかしくなったんじゃないの？」

「いえ、笑ってごまかそうと安あん易いに考えただけでしょう」

「違ちがうわっ！　月詠静刃、貴き様さまのその鋭するどい洞どう察さつ力りよくは認みとめてやろう！　確たしかにミュミュ様は貴様の言うとおり邪神だ！」

　なぜか偉えらそうに言う睦月。

「だが、それがどうしたというのだ？　邪神だなんだというのは所しよ詮せん人間の価か値ち観かんにあわせたエゴにすぎん！　だが、このわたしの胸むねに宿やどるミュミュ様への敬けい愛あい、信しん仰こう心しんは本物だ！　わたしはミュミュ様が邪神だから、いや、ミュミュ様の能力が目当てで信仰しているわけではない！　ミュミュ様がミュミュ様であるから心より敬愛しているのだ！」

　睦月は壁かべにかかったパネルをうっとりした眼まな差ざしで眺ながめた。

「あぁ、ミュミュ様……穢けがれを知らぬその尊とうとき姿すがた、いつも我わが胸むねで微笑ほほえんでおられる……ミュミュ様モエモエェェェェェェェェ」

　恍こう惚こつとした表ひよう情じようの睦月。その前にあるのはネコミミメガネメイドの小学生だ。はっきり言って、はたから見たら完全に変へん質しつ者しやである。

「なにあれ、写真にハァハァもだえているわよ」

「正直、危あぶないやつだな」

「あんたに危ないって言われたらおしまいよね」

「どういう意味だよ、それ！」

「なるほど、あの写真が邪じや神しんの姿だったのですか」

「そうみたいだな。俺はてっきり連中の趣しゆ味みかと思ったけど……」

「趣味ですよ、おそらくは」

　あっさり静刃が断だん言げんした。

「邪神は高次元の存在ですから、決まった姿を持ちません。その姿を人間が見た場合、邪心の持つ願いを叶える能力とあいまって、相手の最も望む姿となって現あらわれるはずです。あれがたぶん、あの男の望んだ姿なんでしょう」

「なるほど……ってことは、あいつ完全なロリコンじゃん！」

「うわ、最低」

　完全にイッちゃった眼差しをした睦月は、鼻息を荒あらくしながら総太郎たちをにらんだ。

「覚かく悟ごしろ、六尽総太郎と、月詠静刃！　ミュミュ様をバカにした罪つみ、つぐなってもらう！　もはや貴様の能のう力りよくなどどうでもいいわ！」

「うわ、完全に頭に血が上ってるよ」

「っていうか、あたしって二〇〇％無関係なのよね」

「春日川夢姫は勝手についてきただけでしょう」

「うん、そうだけど、今すごく後こう悔かいしてる」

「ふはははは、月詠静刃、たかだか八人の我わが配下を倒たおした程てい度どでいい気になるなよ！　この本部には数十人の信者が常じよう駐ちゆうしている！　このボタンを押せば、たちまち武ぶ装そうした信者が大挙してくるぞ！　さすがの貴様も、勝ち目はないぞ」

　睦月は壁にある赤いボタンに指をかけながら叫さけんだ。

「そう思うのなら、どうぞご自由にしてください」

　あっさり言う静刃。それどころかどうぞどうぞといわんばかりに手まで振ふっている。睦月はさすがにカチンときた様子だった。

「し、静刃。挑ちよう発はつしていいのかよ？」

「もう遅おそい、絶ぜつ対たいに赦ゆるさんぞ！」

　睦月が壁のボタンを押した。

　ピンポーン。

　家のチャイムのような音が響ひびく。正直、間ま抜ぬけだった。

「フハハハハハ、後一分と待たずに完全武装の我が配下が攻せめ込こんでくるぞ、さぁ、恐おそれおののけ！　泣いて謝あやまるなら赦してやることも考えてやるぞ」

　五分後──

「なんで誰も来ないんだぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そう絶ぜつ叫きようする睦月は、目が血走って今にも飛び出しそうな様子だ。静刃が面おも白しろそうな調子で答えた。

「いえ、ここに来る前に邪じや魔まな人間が多かったものですから、あらかじめ倒たおしておきました。今いま頃ごろ皆みなさん、夢ゆめ見み心ごこ地ちでしょう」

「なんてこったぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「って、それならあらかじめそう言えよ、静刃」

「先に言っては面白くないでしょう？　ほら、身の程ほどをわきまえぬ小物が徐じよ々じよに追い詰められていく様は、見ていて愉ゆ快かいでしょう」

　そう含ふくみ笑いを漏もらす静刃。どちらが悪役かわかりにくくなってきた。

「くぅぅっ、おのれ！」

　叫び、睦月が部屋の奥おくに向かって駆かけだした。

「あ、逃にげるぞ」

「この先は行き止まりのはずです。基き地ち内ないの構こう造ぞうはすでに把は握あくしています」

　いつの間にそこまで調べたのだろうか、やはり静刃には謎なぞなところが多い。

　静刃が余よ裕ゆうの様子でホールの奥へ行くと、睦月はカーテンの向こうにいる首しゆ領りようの前に跪ひざまずいていた。

「首領様、申し訳わけありませんでした、私の見通しが甘あまかったためにここまで窮きゆう地ちに追い込まれました。お赦しください、そしてお助けください、そのお力で、あの月詠静刃に天てん罰ばつを！」

　だが、幕まくの奥の首領は答えない。首領は総太郎たちがここに来て最初にしゃべって以来、ずっと黙だまったままだ。

「首領様！」

　叫び、睦月が首領を隔へだてるカーテンを引きちぎって奥に踏ふみ込んだ。そこにあったものに目をむく睦月。

「こ、これは……」

　そこには椅い子すの上に座すわったマネキン人形が置かれているだけで、人はどこにもいなかった。人形の足元には電話が置かれてある。

「首、首領様！」

　その時、電話に入っていた録ろく音おんテープが動いた。

「睦月、このテープを聞いているということは、敵てきがそこまで迫せまっているということだな」

「そ、そうです、首領様！」

　テープに向かって返事をしても意味はないのだが、睦月はそれにも気づかぬほど動どう揺ようしているようだった。

「わたしは遠からぬうちにこうなるであろうことを察知した。よってわたしは一時的に身を隠かくすことにした。捲けん土ど重ちよう来らいに備そなえ、今は力を蓄たくわえるに時を費ついやすことにする。睦月よ、後のことは任まかせるぞ」

「首、首領！　そんな！」

　早い話、首領は先に逃げ出したということである。打ちひしがれたような様子の睦月に対し、静刃は追い討うちをかけるように言った。

「まぁ、典型的な計画倒産の手口ですね。たぶんこの組そ織しきの資金とかを持って高飛びしたのでしょう」

「…………」

　睦月はもはや静刃の言葉にも反はん応のうせずに、俯うつむいたまま放心状じよう態たいだった。

「なんか、見ていて哀れだな……」

「所しよ詮せんは自じ業ごう自じ得とくですよ。邪じや神しんなんかの力を欲ほつした時点で、彼らは自分自身との戦いに負けたのですよ」

　静刃が皮肉をこめて言う。

「進むことを止やめた人間は、時代の流れによって後方へ押おし戻もどされるのみです」

　いつになく教訓めいたことを言う静刃を、総太郎と夢姫は意外な思いで見つめた。

「なんですか、私の顔になにかついてますか？」

「いや、珍めずらしくまともなことを言うから」

「失礼な。私はいつでもまじめですよ」

「ふ、はははははははは」

　乾かわいた笑い声が響いた。声の主は睦月だった。彼は放心した様子で、うつろな表ひよう情じようを浮かべて立っていた。

「終わりだ……なにもかも終わりだ。我わが青春を全すべて捧ささげた邪神組合も、これで終わりさ」

「いや、そんなものに青春捧ささげるなよ」

「……わたしはこれで終わる、だが、ただでは終わらん、貴き様さまらも道連れだ！」

　睦月は壁かべ際ぎわに寄ると、狂きよう気きじみた笑えみと共に言った。

「この本部には大量の爆ばく薬やくが仕し掛かけてある！　この自爆スイッチを押せば全てが消し飛ぶ！　貴様らも道連れだ！」

「うわ、完全にキちゃったよ、あの人。っていうか、学校の地下に爆薬仕掛けるなよ！」

「どうせ政せい府ふはトチ狂くるったテロリストの自爆攻こう撃げきと発表するさ！」

「危あぶないよ、その手の話題！」

「月詠さんのせいよ！　追い詰つめられたあの手の人間は危ないんだから」

「ふははははは、吹ふっ飛べ！」

　睦月が狂きよう笑しようを浮かべて壁を叩たたいた。

　……なにも変化はなかった。

「あ、あれ？」

　睦月が何度も壁を叩くが、なにも起こらなかった。

「ガセかよ、オイ！」

「い、いや、待て。おかしいな。確たしかにここに……」

「あの、よろしいですか？」

　静刃が口を開く。ちょうど彼女は睦月と反対側の壁の前に立っていた。

「あなたが言うそのスイッチは、これですか？」

　静刃が指差すそこには、壁の一部が開き、ドクロマークの書かれた赤いボタンが設せつ置ちされていた。

「あ、それだ。いかんいかん。首しゆ領りようの部屋に入るの久ひさ々びさだから、間ま違ちがえたよ。見つけてくれてありがとう」

　頭をかきながら睦月が静刃に近づいていく。

「いえいえ、どういたしまして……なんて言うはずがないでしょう！」

　静刃の投げた縄なわが睦月の全身に絡からみつき、睦月はその場に転がった。

「ク、クソ、おのれ！　最後の自爆すらできぬとは！」

「あぁ……あのさ、俺おれが言うのもなんだけど、もうそんな邪神組合なんて、辞やめたら？」

　総太郎がおずおずと口を開いた。倒たおれたまま睦月は総太郎に向かって叫さけぶ。

「今さらできるか！　わたしはこの身の全てをミュミュ様に捧げたのだぞ！」

「いや、でも、やっぱさ、その考え方はおかしいよ。いくら願いが叶かなうからってさ、他力本願は良くないと思うな」

「お前が言うか、六尽総太郎！　お前はお調子者でその場しのぎの性せい格かくだろう！　そんなお前がそのような説教をするとは、話にならん」

「あぁ、確かに俺はいいかげんでお調子者さ、ユキにも年中バカって怒おこられてるけどさ、その俺だってそんなことはしないさ」

「ツボの前で踊おどりまくっていたくせに……」

　夢姫のツッコミを、総太郎はあえて無む視しした。

「神様とかそういうものはさ、心の支ささえにすべきものさ。苦しい時やどうしようもない時に、ちょっと頼たよるくらいのものでいいんだ。心の全てをそこに捧げたら、本ほん末まつ転てん倒とうだと俺は思うね」

「さすが総太郎様、素晴らしい意見です」

「六尽総太郎……青いな、そして甘あまい！　お前はまだ社会や世界の真の姿すがたを知らぬから、そんなことが言えるんだ」

「そうかもな。でもさ、そうやっているあんたを見てると、あんたが正しいとは思えないぜ。あんたその邪神に全てを捧げても、全然楽しそうに見えないもん」

「黙だまれ黙れ！」

　睦月は縛しばられた全身を大きく振ふって強ごう引いんに飛び上がり、壁にある自爆スイッチに向かって跳んだ。

「させますか！」

　静刃が睦月のその動きを阻はばみ、睦月は後一歩のところで取り押さえられた。が。

「そうはいくか！」

　睦月は自らの歯を嚙かみ砕くだき、その破は片へんを口から飛ばしてボタンに命中させた。たちまちけたたましい警けい戒かい音おんが辺りを震わせる。

「終わりだ、六尽総太郎に月詠静刃！」

「チッ、逃にげましょう、総太郎様！」

「わ、わかった」

「待ってよ、あの人は！」

　夢姫が口から血を流す睦月を指差す。静刃は首を振った。

「そんな余よ裕ゆうはありません。早く逃げましょう」

　静刃は夢姫の手を強引に引いて駆かけ出した。彼らの背はい後ごで睦月の狂笑が響ひびく。

「ふははははは、邪じや神しん組合アミィィィィィゴォォォォォォォォォォォッ!!」

その叫び声に重なるようにして機械的な音声が響いた。

『当とう施し設せつはまもなく自爆します。自爆、五秒前』

「早っ！　問答無用かよ！」

『四、三、二、一、自爆します』

　どこか遠くから爆ばく発はつ音おんが聞こえてきた。

「早く脱だつ出しゆつしましょう。どうやら基き地ち全体が一度に爆発するわけではないようですから、なんとかまにあうはずです」

　必死に駆ける三人。と、通路の前方で火が燃もえていた。小爆発が何度も起きている。

「この先はダメですね……戻もどりましょう！」

「え、でも、そっちって……」

　静刃に導みちびかれたのは、総太郎たちが最初に落下した、あの狭せまい部屋だった。

「ここしか出口はないようですね」

「でも、どうするんだよ。出口って言っても、遥はるか頭上だぞ！」

　天てん井じようすら見えない頭上の闇やみを総太郎は指差した。

「壁かべを走るんです、行きますよ！」

　静刃が壁に垂すい直ちよくに立って言う。

「さぁ、お二人とも、私と同じようにしてください！」

「できるかっ！」

「火事場のバカ力と言います」

「限げん度どがあるだろう！」

　そうこう言っているうちに、部屋に煙けむりが入ってきた。

「もう時間がありませんね、仕方ありません。私に摑つかまってください！」

「それしかないか」

　総太郎が静刃の背せ中なかにしがみつこうとすると、夢姫がダメ出しをしてきた。

「ちょっと、あんたは後ろよ！　あんたと月詠さんをくっつけたら、いやらしいことするでしょ！」

「この状じよう況きようでするか！」

「ふん、どうだか」

「争っているヒマはありません。そもそも、春日川夢姫が私に摑まって、その後ろに総太郎様が摑つかまった場合、支えきれないでしょう」

　確たしかに、総太郎の体重は夢姫の倍近くある。そんな重さを支えるのは難むずかしい。

「総太郎様は私の背中に摑まってください。春日川夢姫は、私が持っていきます」

　と言うと、静刃は夢姫の体を両手で抱だきかかえた。俗ぞくに言う、お姫ひめ様さまダッコだ。

「きゃっ、大丈夫なの、月詠さん？」

「大丈夫です、では行きますよ」

　静刃は総太郎と夢姫の二人の体重を支ささえたまま、垂直な壁を駆け上がり始めた。ちょうどその瞬しゆん間かん、下で扉とびらを蹴け破やぶるように炎ほのおが噴ふん出しゆつしてきた。間かん一いつ髪ぱつだ。

　静刃の背中にしがみつく総太郎は必死だった。落ちれば今度こそ助からないだろう。静刃の肩かたから回す手の先にはなにやら柔やわらかい感かん触しよくがあるが、今はそれを堪たん能のうする余よ裕ゆうすらなかった。

「って、静刃、下から炎が！」

　熱気と共に下から迫せり上がるように炎が迫せまってきた。あたかも、総太郎たちを追ってくるようである。

「わかっています。絶対に手を離はなさないでください」

　言われるまでもない、総太郎は手に力を込こめた。

　女子に背負われるというのは初めての体験であり、少し情なさけない気もするが、状況が状況だから仕方ない。近くで見る静刃の背中は、頼たよりなく思えるほど小さくて、細かった。長身といっても、やはり静刃も女の子だな、と場ば違ちがいな感想を抱いだく総太郎。

「って、アチチチ、静刃、熱い！」

「わかってます」

　静刃は固く口元を結んで、懸けん命めいに壁を駆け上がっていた。だが、押し寄よせる熱気が三人の体を容よう赦しやなく焼いてくる。炎が今にも追いつきそうだった。

「静刃、やばいって！」

「わかっています、ご安心ください」

　それだけ言う静刃。だが彼女にしては珍めずらしく、その口調には自信がなかった。それだけまずい状況なのか、と総太郎は悟さとった。

　冷静に考えれば、垂直な壁を走るというだけでも並なみ外はずれた体力が必要なはずである。それが今、総太郎と夢姫という荷物を背負っている。百キロある重りをつけたようなものだ。その状じよう態たいで壁を駆ける静刃の体力は、もはや超ちよう人じんレベルだった。

　だが、総太郎は気づいていた。静刃の速度は、目に見えて落ちてきている。静刃は何度も息を吐はきながら全身を汗あせに濡ぬらし、必死に駆かけている。だが、それでもまだ遅おそかった。ペースダウンしていくスピードに、炎が今にも迫ってきそうだった。

　総太郎は、思った──このままでは、助からない。頭上の闇はまだ長く、静刃はもう限界だ。このままでは三人とも焼肉になってしまう。

　──だがもしこれが二人だけだったら助かるのではないか？

　そんな考えが頭をよぎった。この中で最も体重のある自分さえいなければ、残った二人は助かるはず……バカげた考えだ。自じ己こ犠ぎ牲せいなど、自分には似に合あってないな、と総太郎は思った。だが考えついた以上、総太郎には無む視しできなかった。

「あぁ……悪い、静刃、ユキ。俺、やっぱバカだわ」

「いきなりなによ、ソータ！」

「えっとさ……気にするなよ、悪いのは、俺だから」

　そうつぶやいた総太郎の両手からは、自然と力が抜ぬけていった。今まで必死に摑まっていた静刃の細く、温かな感覚が今、総太郎の腕うでの中から急速に離れていった。

「そ、総太郎様！　なにを！」

　驚おどろいた静刃が思わず足を止めるのを見て、総太郎は叫さけんだ。

「気にせずに行け！」

「ソータ！」

「総太郎様っ！」

　渦うず巻まく炎の只中へ、重力の束そく縛ばくに従したがって落ち行く総太郎。己おのれの人生の終しゆう焉えんというのに、なぜか怖こわくはなかった。穏おだやかな気持ちで、周囲のものの動きがゆっくり見える。

　壁かべに静止した静刃は、片かた手てで夢姫を抱かかえ、もう片方の手を総太郎めがけて必死に伸のばしてきた。

「お待ちください、行かないでください！」

　そう叫ぶ静刃の姿すがたに、なにかがダブって見えた。そう、夢ゆめの中で見た……もはや忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやった思い出。子こ供どもの頃ころ、引き離されていく少女に必死に追いすがった過か去この自分。

「そんな、静刃が……待ってくれ、俺はまだ、行きたくない！」

　総太郎も思わず手を伸ばした。しかしその手が摑むべき相手は、もはやあまりにも遠かった。重力に抗あらがうことなどできようはずもなく、無残にも二人の距きよ離りは開いていく。そう、あたかも、あの日と同じく……

「月詠静刃！　気にせずそのまま駆け上がれ！」

　突とつ如じよ新たな声が響ひびくと同時、頭上から伸びてきた縄なわが総太郎の腕うでに絡からみつき、総太郎の落下を食い止めた。落下のベクトルが止まる衝しよう撃げきが総太郎の片腕に集中する。

「あ……緋月先せん輩ぱい！」

　見上げてみれば、もはやそれほど遠くない出口に立つ緋月の手から伸びる縄が総太郎の体を支えていた。

「待っていろ、このまま引き上げる！」

　総太郎の体は緋月の腕によって信じられないほどの速度で引き上げられていった。静刃と夢姫も、状じよう況きようを確認するや壁を駆け上がって出口に飛び込む。

　総太郎は出口にいる三人の手で引き上げられていくのは自分の体なんだ、というよくわからない感想を胸むねに抱いだいて、無事地下から脱だつ出しゆつすることができた。




　──水天主高校をおそった謎なぞの火か災さいは、夕方には鎮ちん火かされた。消しよう防ぼう車しやが数台来て大おお騒さわぎとはなったものの、火の規き模ぼはそこまで大きくはなかったらしい。地下からの出火だったのだが、通気性せいがそれほどよくなかったため、酸さん欠けつとなって火が自然に収おさまったらしい。

　しかしなぜ地下から火が出たのか、そもそも学校の地下になにがあったのか、などで教きよう師しや消防、警けい察さつが頭を抱えていたが、総太郎たちにとってはどうでもいいことだった。

　なんとか地下から脱出した三人は、騒ぎに巻き込まれないよう足早に校こう舎しやを脱出した。だが帰路の途と中ちゆう、人ひと気けがなくなったところで、夢姫が総太郎に詰つめ寄よってきた。

「ちょっと、ソータ！　あんた、なに考えてたのよ！」

「ん？　なんのことだ？」

　軽度のヤケドを負っただけで基き本ほん的に軽けい傷しようの総太郎は首をかしげた。夢姫と静刃はほぼ無む傷きずだ。

「あんた、あの時わざと落ちたでしょ！　なに考えてたのよ！」

「ん？……あぁすればいいかな、と思ってな」

「あんたバカ？　んなことして、なにになるってのよ！」

　そう叫さけぶ夢姫の目には、涙なみだが浮うかんでいた。総太郎は自分が悪いことをしているような気分になり、目をそらしながらつぶやいた。

「いや、お前と静刃が助かるかなって思って……」

「そんなので助かって、あたしが喜ぶとでも思ってるの！」

「さぁ。でも、三人仲良く丸焼けより、マシだろ？」

「この……ソータの、バカッ！」

　夢姫が泣きながら手を振ふり上げた。あぁ、殴なぐられるな、と総太郎は思った。躱かわそうと思えば躱せたが、あえて避よけなかった。

　だが衝撃は予想外の方向から来た。静刃が夢姫を押おしのけ、そのままその細長い手で総太郎の頰ほおを叩たたいてきたのだ。














「し、静刃？」

　予想だにしなかったことに思わず静刃を見て、総太郎は息を呑のんだ。静刃が静かに泣いていたからだ。どんな時も自分のペースを崩くずさない傍ぼう若じやく無ぶ人じんを絵に描かいたような静刃が、今声も無く、大きく見開いた瞳ひとみから大おお粒つぶの涙を流していたのだった。

「二度と……二度とこのようなことをなさらないでください」

　静刃が震ふるえる声で言った。

「もし総太郎様の身に何かあれば……私がなんのためにここに来たのか、その意い義ぎが消失します。もしあのまま総太郎様が死にでもすれば、私は総太郎様を追って殉じゆん職しよくしましょう。どちらにせよ死ぬならば、私は総太郎様と共に身を焼かれたほうがマシです。どうしてわかっていただけないのですか……どうして私の力を信用していただけないのですか」

　それだけ言うと、静刃は片かた手てで顔を覆おおった。初めて見る静刃の女の子らしい仕草に、総太郎のみならず夢姫も驚おどろいて硬こう直ちよくしている。

「そ、その……静刃、ごめん」

　謝あやまるしか、今の総太郎にはできなかった。静刃はその言葉になにも答えず、ただ名前と同じく静かに涙を流し続けた。

「……やれやれだな。居い心ごこ地ちが悪いし、ぼくはこのあたりで失礼するぞ」

　ここまでついてきた緋月がそう言った。総太郎は慌あわてて緋月に向き直った。

「あ、先輩。どうも、ありがとうございました、助けてくれて」

「気にしないでいいさ、借りを返しただけだ」

　借りがなんなのかわからなかったが、静刃がトドメを刺さそうとしていたのを止めたことか、とアタリをつけた。

「今回は散々だ。雇やとい主がいなくなって、報ほう酬しゆうがもらえやしない。大赤字だ」

　ぼやきながら緋月は地面を蹴って高く跳ちよう躍やくし、あっという間に民家の屋根の間へと消えていった。

「俺おれたちも、さっさと帰ろうぜ」

「そうね」

　まだ泣いている静刃の相手は夢姫に任まかせ、総太郎は二人の後ろをゆっくり歩きながら帰路に着いた。







　終章　そして未来は征せい服ふくへ







　──翌よく日じつ、学校で起こった小ぼ火や騒さわぎは朝ちよう刊かんにのった。だが地下にあった邪じや神しん組合のことはどこにも書かれてなかった。静しず刃はが何らかの手を打って情じよう報ほう操そう作さをしたようである。

　火事の後始末で学校は二日ほど休校になって皆みなは喜んだが、その分今度の土曜休日が削けずられることになったので結局変わらない。まぁ、総そう太た郎ろうにとってはどうでもいいことだ。

　邪神組合の洗せん脳のうを受けていた生徒たちだが、邪神組合が消えた今、その記き憶おくを持つ生徒はほとんどいなかった。皆普ふ段だんどおりの生活に戻っている。会長や副会長も、元どおりの学園生活を送ることになっていた。

「結局、なにも変わってないのか……まぁ、それが一番いい結果なんだろうけどな」

　授じゆ業ぎよう再さい開かい初日の放課後、総太郎はそうつぶやいて荷物をまとめた。

「ユキ、さっさと帰ろうぜ」

「うん、そうだけど、月つく詠よみさんがなにか呼よんでなかった？」

「あぁ、そういえば、放課後校こう舎しや裏うらだっけ？」

　結局静刃は一ひと晩ばんたったらいつもの調子に戻もどっていた。今となっては、あの泣いていた静刃は幻まぼろしではないだろうかとさえ思えてくる。

　放課後、言われたとおりに校舎裏に来る総太郎と夢ゆ姫き。周囲に人ひと影かげは無い。

「こんなとこに呼んで、なんなのかしら？」

「さぁ……そう言えばさ、俺、気になってることがあるんだけど」

「なによ」

「お前さ……あのツボに、どんな願いを頼たのんだんだ？」

「それは……あんたはどうなのよ？」

「俺は……秘ひ密みつだよ」

「ならあたしも秘密」

「汚きたねぇぞ」

「おあいこでしょ」

　そんな口こう論ろんをしていると、いきなり足元の地面が消えた。出しゆつ現げんした落とし穴あなに呑み込こまれる二人。

「うおっ！」

「きゃぁっ、って、最近なんか落ちてばっかり！」

　落下していった底にはクッションが敷しかれてあり、二人を受け止めてくれた。

「い、いったいなんなんだ……」

「ようこそ、総太郎様。我わが秘密基き地ちへ」

　そこには静刃が立っていた。なぜか得意そうな顔で周囲を振ふり仰あおぐ。

「ご覧らんください、地下施し設せつに改かい修しゆうを施ほどこして基地としました」

　周囲にはなにかの機械が壁かべ一面に埋うめ込まれ、あたかも特とく撮さつ物ものの秘密基地のような有様だった。

「い、いつの間にこんなものを……」

「邪神組合の施設を、月詠の本家で買い取りました。マスコミに情報統とう制せいした時のついでです。ちなみにですが、地下施設を探たん索さくした結果、死体は一つも発見されませんでした。私が把は握あくしていた以外の出入り口が他ほかにあったようです」

「じゃあ、誰だれも死んでないのか……よかった」

「でも、あれだけ爆ばく発はつしてたのに、よく地下が残ってたわね」

「えぇ、自爆装そう置ちの火薬が古すぎて液えき状じよう化かを起こし、爆発力が弱まっていたようです。補ほ強きようもしたので、危き険けんはありません。ここを日本征服の拠きよ点てんとしましょう」

「征服……諦あきらめてなかったんだ」

「当然です。あの邪神組合のように、トチ狂くるった集しゆう団だんはいつの時代にもいます。そういった連中を取り締しまり、新たに現あらわれたりしないようにするためにも、一いつ刻こくも早くこの国を支し配はいする必要があるのです」

　そういう静刃の顔を見て、仕方がないな、という顔で総太郎は立ち上がった。わけのわからない理由で振り回されるのはごめんだが、そういった理由ならば納なつ得とくもできる。

「あぁ、わかったよ。それで、最初はなにをするんだ？」

「そうですね……とりあえず、総そう理り大臣選挙にでも出馬しますか？」

「総理大臣は選挙じゃないわよ！　あなた、やっぱりなにも考えてないんでしょ！」

「細かいことは気にしない性せい格かくなのです」

「少しは気にしてよ！」

　いつもどおり言い争う二人を見て、総太郎はふと思い出した。

「そう言えば、静刃さ、もしかして昔、俺たちって会ったことあったかな？」

　この前邪神組合の本部で落ちていく時思い出した疑ぎ問もんを、総太郎は尋たずねた。静刃は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて答えた。

「えぇ、幼おさない時分、一度だけお会いしたことがあります」

　やはりそうだったのか。どういった状じよう況きようで会ったのかは覚えてないが、やはりあの夢ゆめの中の少女は静刃だったのだ。

「あれ？　でも、それじゃ俺、その時静刃と結けつ婚こんの約束を……」

「してませんよ」

　静刃はあっさり否ひ定ていした。それこそ、こちらが驚おどろくほど淡たん白ぱくな調子で。

「え？　でも、俺は確たしかに……」

「私は総太郎様にお仕えする忍しのびです。その私がどうして総太郎様と同等の立場で結婚などできましょう」

　総太郎はまたも悩なやむことになった。では、あの夢の相手は誰なのだ？

「もしかしてさ、ソータ。結婚の約束って、昔あたしとママゴトでやった、あれ？」

　言われてみれば、夢姫とそんなこともした気がする。

「ってことは、あの夢は、二人のイメージが混まざってただけか」

「言っとくけど、あれは遊びだったんだからね。そんな約束は、もう無む効こうよ」

　なぜか夢姫が念入りにそう言ってきた。

「言われなくてもそうだよ」

「当然ですね。そんな満足な自じ我がも確かく立りつされていない子こ供どもの頃ころの約束であなたと総太郎様の身分が釣つり合うはずないでしょう」

「大きなお世話よ、月詠さん！」

　夢姫はそう怒ど鳴なった後、首を振って静刃に向き直った。

「まったく、それで月詠さん、本気でこれからソータをどうする気？」

「……まぁ、おいおい考えていく方ほう針しんで」

「だから、そんな行き当たりばったりでどうするの！　もし、本当に総理大臣にソータをしたいなら、まずは勉強して有名な大学に入って、それから……」

「面めん倒どうですね。別の手のほうがいいかもしれません」

　顎あごに手を当てて考え込む静刃と、呆あきれたような顔の夢姫。その二人を見て、総太郎はつぶやいた。

「なんだ、二人とも仲がいいじゃないか」

　その言葉に二人は答えた。

「えぇ、ベストフレンドですから」

「そんなわけないじゃない。ま、近所として最さい低てい限げんの付き合いよ」

　二人ともそれぞれの返事に互たがいの顔を見合わせて意外そうな表ひよう情じようを浮うかべた。そんな様子を見て総太郎はクスリと笑い、つぶやいた。

「なんだ、邪じや神しんって、本当にいたんだな」

　そんなつぶやきをよそに、二人の少女は言い争いを開始した。

「ちょっと、月詠さん。あたしたち、そんなベストフレンドだったっけ？」

「違ちがいましたか？　私はそう思っていたのですが」

「え？　まぁ、それならそれであたしもいいけど……」

「話は決まりですね。では春日川かすがい夢姫、親友としてお願いします。二度とその面つら私の前にさらさないでください」

「どういう意味よ、それ！」

「言葉どおりの意味です。わからないならわかりやすく言い換かえましょう。永えい劫ごうと表現するにふさわしいくらい長い期間、その目め障ざわりで不ふ快かい感を誘さそうあなたの姿すがたを私の視し界かいの届とどく、もしくは届くと予想される範はん囲い内ないに入れることを禁きんじます」

「わかりにくいわよ！　しかも、結局あたしをバカにしてるんじゃない！」

「待てよ、二人とも！　俺のために争うのはやめてくれ！　俺は、二人とも好きなんだ！」

「あんたはどっちの味方よ、このバカ！」

「総太郎様になにをするのですか！」

　いつもどおりの掛かけ合いを繰くり広げる三人。だが総太郎は嬉うれしそうだし、静刃もそれなりに楽しんでいるようだ。怒おこっている夢姫にしたって、本心から怒っているわけではない。結局この二人とはこういう付き合いを続けねばならないかと、半分諦あきらめながらも達観しているのだ。

　あたかもそれは、総太郎が邪神のツボに願った願いが叶かなった光景だった。

　そして総太郎自身知らないことだが、長い時を一いつ緒しよに過ごしてきた幼おさな馴な染じみの願いも彼と同じものだった。

『たまにケンカをしてもいいから、三人で仲良くできますように』





（了）









　あとがき







　ありがとうございます。皆みな々みな様さま様さま、ただただ深しん謝しやをする以外、この私にはお礼をする方法が思いつきません。本当にありがとうございます。特に前作、『オラが村ぁ平和』を買ってくださったあなた。特とくに特に、私が立ち読みするフリをして本の売れ行きを盗み見ている中、買ってくださった合計七名の名も知らぬあなた、本当にありがとうございました。

　と、いうわけで八街やちまた歩あゆむでございます。

　初めてのかた、本当にお買い上げありがとうございます。前作につづき買ってくださったかた、重ねてありがとうございます。

　さらにこの本の出版にかかわったすべてのかたがた、特に担当のＨ氏、美しいイラストを描いてくださったてくてく氏にはひたすら感謝の意を述のべるしかありません。

　さて、そんなわけで冒頭の感謝を述べれば、後は私の自由（でいいの？）というわけで、本編の説明に入らせていただきます。

　お読みくださったかたにはすぐわかっていただけると思いますが、この作品、八街の前作『オラが村ぁ平和』とは雰ふん囲い気きがかなり違って、完全なラブコメとなっております。それは早期の打ち合わせ段だん階かいから決定していたのですが、何を隠かくそう、八街はラブコメというものを初めて書きました。コメディというものは修しゆ行ぎよう時代にいくつか書いてきましたが、そこにラブをからめるとなるとまったくの未み知ちの領りよう域いき。そこを四し苦く八はつ苦くしながらしあげたものが、今回の作品です。さてさて、皆様の目にはどのように映うつったことやら……どうか、温かい目で見守っていただければ幸いです。

　八街の下らない愚ぐ痴ちを書いたところで皆様には退たい屈くつなだけでしょうから、作品の内容を述べさせていただきたいと思います。

　今回の作品は、メインの登場人物については割りとすんなり決まりました。しかし最後まで決まらなかったのは、実は敵である邪じや神しん組くみ合あいについてです。実は八街、敵かたき役やく好きという性格のため、その点に関しては最後まで悩みました。最初は邪神組合も真面目に敵役をやっていたのですが、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返すうちにこのような形となりました。もう少し悪役っぽさを残してもよかったかと思っていましたが、完成したものを読み返すとこの作品にはこの連中が最さい適てきのようです。しかし……とことんカルトですね、彼らは（笑）。

　それと、この作品はラブコメであると同時に、忍者ものでもあります。この忍者という素材、実は書くのが難むずかしいネタです。忍者というものは、例えるならメイドと似にたようなものと思います。つまりは、現在の世界には存在しないけど、過去のある世界においては実在したわけだから、完全なウソを描えがくわけにもいきません。そのあたりの試行錯誤が難しいものです。

　今作においても、細かい点を挙げていけば忍者としての矛む盾じゆん点てんがいくつかあるでしょう。言い訳させていただくと、その中には八街も気づいてないものもあるでしょうが、中には知っていながらあえて無む視しした点もいくつかあります。

　例えば、忍者が使う刀というものは、時代劇では忍にん者じや刀とうです。知らないかたのために説明させていただくと、忍者刀とは、普通の刀より短くて直線的な刀とう身しんをした刀で取り回しやすく、忍者が高くジャンプをするとき足場に使ったりもしたというものです。ですが静刃が使うのは普通の日本刀です。ここには八街なりの解かい釈しやくがあります。

　実はこの忍者刀、武器としても、また道具として使うにもどっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱなもので、実際の任務にこのような刀は使わなかったというのが最近の定説です。事実忍者刀は現存するものがほとんどなく、あまり役には立たなかったようです。そういったわけで、静刃はより武器として特化した普通の日本刀を使っています。

　他にも、手裏剣は本来『打うつ』ものなのですが、小説として表現する際さい、そう書くと違和感を覚えるかたもいらっしゃって、小説の流れが中断されてしまうと判断し、あえて『投なげる』と八街の独断で表現させていただきました。

　それ以外にもいくつかありますが、全てを書くにはスペースが足りないのでこのあたりにさせていただきます。それらの表現の差さ異いに関しては、全てこの作品をスムーズに読んでいただけるように八街が苦心した結果でありますので、どうか皆様、厳きびしいツッコミを入れることなく見逃していただければ幸いです。

　とにかくこの『乱破ＧＯＧＯＧＯ！』という作品は八街渾身の作品であります。この作品で八街と初めて会ったかたも、また八街を前作で知ってくださってたというかたも、同じく気に入っていただければ幸いです。

　それと、最後になってしまいましたが、ファンレターをくださったかたがた、ありがとうございます。八街はくださったファンレターには全て返事を書くようにしていますので、どうか返信のための住所をお忘れないようお願いいたします。今ファンレターをくださればかなり早い段階でお返事を書けるので、八街の返事が欲ほしいという奇き特とくなかた、ドシドシファンレターをお送りください。ファンレターは全て八街の書く原動力となりますので、皆様方、恥はずかしがらずにお送りください。ファンレターが来れば来るほど、八街の次回作が出る可能性も高まります（マジで）。

　そう、ファンレター。はっきり言って、初めてもらったファンレターはまさに感かん涙るいものでした。誇こ張ちようでもなんでもなく、本当に八街は感かん激げきしました。ファンレター、いい響きですね。ファンレター、日本語にすると熱ねつ狂きよう者しやの手紙。ファンレター、いいですね。

　いったいなにをクドクド書いているのかと言いますと、実はこれ、実験であります。前の十行ほどの間にファンレターという単語が一一個もあります。そう、これはサブリミナル効果なのです。つまり、さりげなく文章の間にファンレターという単語を繰り返し出すことで読者の潜せん在ざい意い識しきにファンレターという言葉を刷り込ませる効果があります。ここまで読んだあなた、ファンレターを書きたくなったでしょ？　なりましたよね？

　まぁ、小説でサブリミナル効果が通用するのかという根本的疑ぎ問もんがありますが、そこが実験なのです。これでファンレターの数が増えれば効果があったということになります。というわけで皆さん、八街の実験を成功に導みちびくべく、ファンレターを書いてください、お願いです。

　と、ここまで書けばファンレターの数も増えるはずですね（セコいね）。さすがは八街、そういう姑こ息そくな手段をとらせれば世界一（自じ意い識しき過か剰じよう）。さぁ、皆さん、どんどん手紙を書くのだ（これで来なかったら八街は天下の恥はじさらしだね）！

　と、冗談はこれくらいにしておいて、ここまでこんな八街のくだらない文章を読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。特に八街の旧友であるコーチ様にはいくら感謝してもしたりません。他にも、八街の所しよ属ぞくするサークルＢＪＫの皆様にもたいへんお世話になりました。

　それでは皆様、また次回作でお会いできる日を楽しみにしております。








二〇〇四年九月某日












乱らつ破ぱGOGOGO！




僕と彼女と彼女の忍法帖








八街やちまた　歩あゆむ
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